
〈
発
行
責
任
者
〉  

　
　
　
　
　 

議
　
　
長
　
宍
戸 

邦
夫

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

　
　
　
　 

　
委
員
長
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　 

副
委
員
長
　
南
澤 

克
彦

　
　
　
　
　 

委
　
員
　
田
邊 

介
三

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
山
本 

数
博 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
武
岡 

隆
文

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
芦
田 

宏
治

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
は
見
通
せ
ず
、
第
６
波
で
は
安

芸
高
田
市
で
も
多
く
の
感
染
症
患
者

の
発
生
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
が
感

染
者
と
な
り
、
定
例
会
が
開
催
で
き

な
い
と
な
れ
ば
、
令
和
４
年
度
予
算

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
リ
ス
ク

も
あ
り
ま
し
た
。

　
議
決
機
関
と
し
て
市
民
の
負
託
に

応
え
る
た
め
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
や
、
災
害
が

あ
っ
て
も
本
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
議
会
で
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
導
入
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
か
ら
、委
員
会（
議

会
広
報
特
別
委
員
会
を
除
く
）
も

Y
ouTube

で
視
聴
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
田
邊
　
介
三
）

２０
２２ （
令
和
４
）年
５
月
１５
日
発
行
　
発
行
者
/安
芸
高
田
市
議
会

編
集
/安
芸
高
田
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〒
７
３１
-０
５
９
２
 広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１
番
地
TEL（

0826
）42
-5621

　
　FA
X（
0826

）47
-0250  https ://w

w
w
.akitakata.jp/

第
73号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

編

集

後

記

20

下入江石原集落瓜作川（2月27日・3月6日）

吉　田

のどごえ公園（4月3日）

美土里小学校入学式（4月8日）

美土里 新たな旅立ち「自信」
「夢」「希望」をもって！

高宮小学校卒業式（3月18日）

高　宮

甲田町お宝マップ発行！

お宝マップを作られた地域振興連合会の谷口恭一会長と青田旭さん

甲　田 新たな出会いの始まり

向原小学校卒業式（3月18日）

向　原

谷川倒木処理で災害予防

ピッカピッカの１年生

八千代 まん延防止等重点措置解除後
にぎわう土師ダムのどごえ公園

第73号 ２０２２（令和４）年５月１５日発行

あんな  こんな

地域のかがやき

一問一答 

9人が市政を問う３月定例会
新年度予算審査

常任委員会報告 安芸高田市
市議会のページ

･･･････････  2～　3
･････  4～　6
･････  9～10

･･･  11～15
　

･････････  20

今回の題字は、 さん（川根小学校5年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

神楽大阪公演出演決定（羽佐竹神楽団）

わくひろ ほ た か
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傍 聴 記傍 聴 記

議会のうごき議会のうごき

１月

1月～３月の議会の主な活動状況1月～３月の議会の主な活動状況議会のうごき
２月

10日　政治倫理審査会
14日　議会運営委員会
21日　全員協議会
　　　　議会運営委員会
24日　第1回定例会（開会）
　　　　議会広報特別委員会
25日　予算決算常任委員会
　　　　議会運営委員会

３月

     2日　本会議（補正予算審議）
　　　　総務文教常任委員会
    ３日　産業厚生常任委員会
   ４日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
   ７日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
   ９日　予算決算常任委員会
　　　　政治倫理審査会
11日　予算決算常任委員会
14日　予算決算常任委員会
　　　　議会運営委員会
15日　総務文教常任委員会
17日　議会運営委員会
　　　　第2回定例会（閉会）
　　　　全員協議会
28日　議会運営委員会

傍
聴
記

傍
聴
記

吉
田
町

　　梶
原

　香
織
　さん

　
私
は
、
３
月
７
日
の
議
会

を
傍
聴
し
た
。
市
有
住
宅

廃
止
の
経
緯
や
入
居
者
へ
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
納
得

い
く
市
長
の
答
弁
を
聞
く
た

め
だ
。
し
か
し
議
会
は
、
言

葉
の
使
い
方
を
頭
ご
な
し
に

注
意
す
る
先
生
（
市
長
）
と
、

生
徒
（
議
員
）
の
や
り
と

り
の
よ
う
で
、
肝
心
の
議
論

が
先
へ
進
ま
な
い
。
市
を
良

く
し
よ
う
と
の
思
い
は
全
く

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
双
方

の
プ
ラ
イ
ド
よ
り
市
民
の
暮

ら
し
を
大
切
に
す
る
議
会
を

進
め
て
い
た
だ
け
な
い
も
の

か
。
中
学
生
の
子
と
傍
聴

し
た
が
、
何
を
学
ん
だ
で
あ

ろ
う
か
。

　
こ
れ
が
市
民
の
代
表
で
あ

る
と
思
う
と
、
何
と
も
情

け
な
い
。
私
た
ち
が
選
ん
だ

市
長
と
議
員
で
あ
る
が
、
今

後
へ
の
期
待
を
込
め
て

「
喝
！
」
と
叫
び
た
い
。

美
土
里
町

　　折
田

　文
江
　さん

　
初
め
て
傍
聴
に
行
き
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
素

直
に
私
の
気
持
ち
を
と
思
い

ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。
新
聞

や
ニュ
ー
ス
だ
け
で
は
時
間
や

文
字
数
に
限
り
が
あ
り
、
そ

こ
だ
け
が
切
り
取
ら
れ
る
恐

さ
が
あ
り
ま
す
。
市
の
改
革

案
は
取
り
上
げ
意
見
が
違

う
の
は
当
然
で
す
が
可
否
を

決
議
す
る
に
は
最
終
的
に
は

多
数
決
に
な
り
ま
す
。
で
も

そ
れ
を
理
由
に
改
革
案
が
左

右
さ
れ
る
の
は
納
得
で
き
な

い
。
い
つ
も
こ
ん
な
調
子
だ
か

ら
田
舎
レ
ベ
ル
の
安
芸
高
田

市
な
の
で
す
。
今
の
議
員
さ

ん
は
市
の
発
展
を
願
う
よ
り

私
（
個
）
の
安
泰
を
思
う

方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

石
丸
市
長
の
真
摯
な
態
度
に

は
感
心
し
て
お
り
ま
す
。
何

事
も
改
革
を
発
し
た
り
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
は
風
当
り

が
強
い
の
は
当
然
で
す
。
私

は
若
返
り（
年
令
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
）
更
に
歩
み

寄
り
を
願
う
も
の
で
す
。

議会だより第73号へのリンク（5月26日公開予定です）

●議会だよりは無料ビューアアプリ「Catalog Pocket
　（カタログポケット）」でもご覧になれます。

■令和４年第２回定例会は
　６月上旬から開会を予定しています

17日　議会広報特別委員会
　　　　議会運営委員会
18日　全員協議会
　　　　ハラスメント研修
25日　議会運営委員会
28日　全員協議会
　　　政治倫理審査会
31日　議会広報特別委員会

●経緯
　・山本数博議員が新型コロナウイルス感染症対策のワクチン接種に関し、窓口で担当

職員に対して不適切な言動をしたとして、指摘を受ける事案がありました。
　・令和４年１月 19 日付で山本（数）議員がパワーハラスメントにあたると判断し、市

長へ謝罪する文書を提出しました。このことを受け、安芸高田市議会議員政治倫理
規程に基づく審査請求書が議員の連署により議長へ提出され、政治倫理審査会を設
置し、審査しました。

●審査内容
　・山本（数）議員へ事情聴取。
　・事情聴取をした内容をもとに、各委員の見解を集約。
　・執行部へ事実確認（議会事務局経由）。
　・各委員の見解をもとに協議。

●審査のまとめ
　・審査の中で「協議及び折衝業務等従事報告書（窓口での折衝記録）」の記載内容につ

いて、議員が認める箇所がある一方で議員の証言と相違する箇所が存在したが、相
違点について事実を確認する手段がない。

　・安芸高田市議会政治倫理規程第３条第１項第３号に抵触する「威圧的な言動」に至った
事実が認められた。なお、不当要求の有無については判断できなかった。

・令和４年３月 16 日に議長へ審査結果の報告。
・令和４年３月 17 日、議長が安芸高田市議会政治倫理規程第９条第１項に基づき、
　「警告と誓約書の提出を求める措置」を決めた。

　ご案内しておりました市議会による地域懇談会は、新型コロナウイルス感染症が拡大している
ことから全ての会場について延期させていただきます。
　今後の開催につきましては、改めてホームページ及びお太助フォンでお知らせいたします。 参 
加を予定されてました市民の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、 ご理解いただきますよう
お願いいたします。

会　派　名：シセイクラブ（結成日：令和 4 年 4 月 1 日） 
目　　的：市民のみなさまにとって市政が身近であるよう情報をお届けし、積極的に対話の

機会を設け、多様な民意を市の意思決定に反映させる。その先に次代にタスキを
つなぐことを目指す。

会派代表：南澤 克彦
所属議員：田邊 介三

安芸高田市議会による地域懇談会安芸高田市議会による地域懇談会

地域懇談会地域懇談会

会　派会　派

政治倫理審査会政治倫理審査会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

お詫びと訂正　議会だより第 72 号に誤りがありました。　　　　　　　　　訂正し、お詫びいたします。

●P16　令和 3 年 6 月 28 日　再議の採決結果
　 　 　〈誤〉賛成 15→〈正〉賛成 14

新しい会派が結成されました

３月定例会３月定例会 ３月定例会３月定例会

安芸高田市議会だより 23 第73号　令和4年 5 月15日発行

可

決

議
員
発
議

　持続可能な行財政運営を実現する　ため、事業の見直しに取り組む　持続可能な行財政運営を実現する　ため、事業の見直しに取り組む
313億7107万7千円313億7107万7千円予算総額予算総額
・一般会計
・特別会計
・下水道事業会計
・水道事業会計

・副市長定数条例の一部を改正する条例(発議第1号)
・一般会計予算に対する修正案について
・教育長、教育委員の任命の同意について
・令和3年度 一般会計補正予算 第12号（承認第1号）

198億886万2千円
90億4717万4千円
10億4537万5千円
14億6966万6千円

令
和
4
年
度

３
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
を
２
月

24
日
〜
３
月
17
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
、
６
件
の

特
別
会
計
、
下
水
道
・

水
道
事
業
会
計
な
ど
９

会
計
の
４
年
度
当
初
予

算
及
び
３
年
度
の
補
正

予
算
は
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
へ
付
託
し
ま

し
た
。
補
正
予
算
は
賛

成
多
数
で
可
決
、
ま
た

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
修
正
案
と
修
正
部
分

を
除
く
原
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
や
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。（
９
〜
10
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　　
一
般
質
問
で
は
、
９

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
11
〜
15
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

■
同
意
（
３
件
）

○
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
（
4
期
目
）

永
井
　
初
男
さ
ん

美
土
里
町
北
　
　　

　○
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
（
3
期
目
）

山
本
　
博
明
さ
ん

甲
田
町
深
瀬
　
　　

金
川
　
佳
寛
さ
ん

向
原
町
坂
　
　
　

全
員
賛
成

同

　意

同

　意

■
議
案
第
24
号
　
令

和
４
年
度
一
般
会

計
に
対
す
る
修
正

案
に
つ
い
て

○
副
市
長
１
人
分
人
件

費
、
１
２
１
３
万
８
千

円
を
一
般
会
計
か
ら
減

額
し
、
一
般
会
計
当
初

予
算
１
９
８
億
２
１
０

０
万
円
を
１
９
８
億
８

８
６
万
２
千
円
に
改
め

る
。減
額
に
つ
い
て
は
、

財
源
元
の
財
政
調
整
基

金
の
繰
入
額
を
修
正
し

た
。

■
議
案
第
１
号

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
旧
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ

れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
個
人
情

報
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
制
度
の
一
元
化
を

す
る
た
め
。

　■
議
案
第
２
号

○
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
内
部
手
続
き
の
押
印
見
直
し
に
よ
り
、
既

存
手
続
き
を
調
査
及
び
見
直
し
を
行
い
、
約

１
３
５
０
件
の
手
続
き
に
つ
い
て
押
印
を
廃

止
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

■
反
対
討
論

南
澤
　
２
人
体
制
は
財
政
の
厳
し
さ
を
上

回
る
効
果
を
期
待
し
て
議
会
が
可
決
し
た

も
の
。
実
現
し
て
い
な
い
状
況
で
評
価
は

で
き
な
い
。
や
っ
て
か
ら
判
断
す
べ
き
。

芦
田
　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
、
記
録
的
豪

雨
で
打
撃
を
受
け
た
今
こ
そ
、
力
量
の
あ

る
２
人
の
副
市
長
が
実
現
で
き
た
ら
、
大

き
な
力
が
発
揮
で
き
る
と
確
信
す
る
。

秋
田
　
こ
の
条
例
を
引
き
継
い
で
攻
め
と

守
り
の
２
人
体
制
に
期
待
。
条
例
に
つ
い

て
は
、
市
長
の
考
え
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
、
今
は
こ
の
条
例
は
残
す
べ
き

と
し
て
反
対
。

熊
高 

　
議
員
定
数
を
減
ら
し
て
で
も
副

市
長
の
予
算
確
保
を
。
も
う
１
人
の
副
市

長
に
は
営
業
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の

発
議
は
条
例
を
変
え
る
こ
と
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
提
案
だ
。

　■
賛
成
討
論

山
本
（
優
）　
令
和
２
年
度
に
条
例
を
可
決

し
た
と
き
か
ら
、
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

社
会
情
勢
も
大
幅
に
変
化
し
、
ま
た
人
口

減
少
も
加
味
し
て
副
市
長
は
１
人
体
制
で

い
い
。

田
邊 

　
コ
ロ
ナ
禍
・
豪
雨
災
害
・
事
業

カ
ッ
ト
の
中
、
２
人
体
制
は
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
必
要
な

ら
、
し
っ
か
り
と
市
民
に
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

副市長1人分を修正
1213万8千円

令和４年度における事業見直し

○
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
即
時
撤
退
を
強
く

求
め
る
決
議
に
つ
い
て

　　○
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　○
副
市
長
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
提
案
理
由
の
抜
粋

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
や
、

自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
、

多
く
の
市
民
や
事
業
者
の

方
々
は
精
神
的
に
も
経
済

的
に
も
疲
弊
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
財
政
調
整
基

金
は
取
り
崩
し
対
応
さ
れ
、

枯
渇
状
態
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
く
、
昨
年
の
８

月
豪
雨
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
が
生
ず
れ
ば
財
源
確

保
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
度

事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

副
市
長
２
人
体
制
も
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
提

案
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

賛
成
11

　反
対
４

　可
決

全
員
賛
成

副市長定数条例採決の様子

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の

承
認
（
１
件
）

承
認
第
１
号

○
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）

※

非
課
税
世
帯
及
び
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
速
や
か
に
生
活

の
支
援
を
行
う
た
め
の
国
の

臨
時
特
別
給
付
事
業
で
あ
る
。

（
６
億
６
２
２
２
万
８
千
円
）

○統合事業　　　　　　　　（単位：千円）
安芸高田市地域人材育成事業委託料　 2,614
　市内高校生キャリア育成業務等委託料
　新社会人つながりづくり事業委託料
特色ある地域づくり事業助成金　　　25,110
　地域祭補助金

○廃止事業
郵便局における特定事務の取り扱い、人権対
策協議会補助金、介護教室委託料（いきいき
介護予防教室）、プール健康教室委託料、農産
物６次産業化推進事業補助金、空き家購入補
助金
○凍結事業　なし

主な審査



３月定例会３月定例会 ３月定例会３月定例会

安芸高田市議会だより 23 第73号　令和4年 5 月15日発行

可

決

議
員
発
議

　持続可能な行財政運営を実現する　ため、事業の見直しに取り組む　持続可能な行財政運営を実現する　ため、事業の見直しに取り組む
313億7107万7千円313億7107万7千円予算総額予算総額
・一般会計
・特別会計
・下水道事業会計
・水道事業会計

・副市長定数条例の一部を改正する条例(発議第1号)
・一般会計予算に対する修正案について
・教育長、教育委員の任命の同意について
・令和3年度 一般会計補正予算 第12号（承認第1号）

198億886万2千円
90億4717万4千円
10億4537万5千円
14億6966万6千円

令
和
4
年
度

３
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
を
２
月

24
日
〜
３
月
17
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
、
６
件
の

特
別
会
計
、
下
水
道
・

水
道
事
業
会
計
な
ど
９

会
計
の
４
年
度
当
初
予

算
及
び
３
年
度
の
補
正

予
算
は
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
へ
付
託
し
ま

し
た
。
補
正
予
算
は
賛

成
多
数
で
可
決
、
ま
た

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
修
正
案
と
修
正
部
分

を
除
く
原
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
や
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。（
９
〜
10
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　　
一
般
質
問
で
は
、
９

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
11
〜
15
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

■
同
意
（
３
件
）

○
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
（
4
期
目
）

永
井
　
初
男
さ
ん

美
土
里
町
北
　
　　

　○
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
（
3
期
目
）

山
本
　
博
明
さ
ん

甲
田
町
深
瀬
　
　　

金
川
　
佳
寛
さ
ん

向
原
町
坂
　
　
　

全
員
賛
成

同

　意

同

　意

■
議
案
第
24
号
　
令

和
４
年
度
一
般
会

計
に
対
す
る
修
正

案
に
つ
い
て

○
副
市
長
１
人
分
人
件

費
、
１
２
１
３
万
８
千

円
を
一
般
会
計
か
ら
減

額
し
、
一
般
会
計
当
初

予
算
１
９
８
億
２
１
０

０
万
円
を
１
９
８
億
８

８
６
万
２
千
円
に
改
め

る
。減
額
に
つ
い
て
は
、

財
源
元
の
財
政
調
整
基

金
の
繰
入
額
を
修
正
し

た
。

■
議
案
第
１
号

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
旧
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ

れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
個
人
情

報
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
制
度
の
一
元
化
を

す
る
た
め
。

　■
議
案
第
２
号

○
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
内
部
手
続
き
の
押
印
見
直
し
に
よ
り
、
既

存
手
続
き
を
調
査
及
び
見
直
し
を
行
い
、
約

１
３
５
０
件
の
手
続
き
に
つ
い
て
押
印
を
廃

止
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

■
反
対
討
論

南
澤
　
２
人
体
制
は
財
政
の
厳
し
さ
を
上

回
る
効
果
を
期
待
し
て
議
会
が
可
決
し
た

も
の
。
実
現
し
て
い
な
い
状
況
で
評
価
は

で
き
な
い
。
や
っ
て
か
ら
判
断
す
べ
き
。

芦
田
　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
、
記
録
的
豪

雨
で
打
撃
を
受
け
た
今
こ
そ
、
力
量
の
あ

る
２
人
の
副
市
長
が
実
現
で
き
た
ら
、
大

き
な
力
が
発
揮
で
き
る
と
確
信
す
る
。

秋
田
　
こ
の
条
例
を
引
き
継
い
で
攻
め
と

守
り
の
２
人
体
制
に
期
待
。
条
例
に
つ
い

て
は
、
市
長
の
考
え
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
、
今
は
こ
の
条
例
は
残
す
べ
き

と
し
て
反
対
。

熊
高 

　
議
員
定
数
を
減
ら
し
て
で
も
副

市
長
の
予
算
確
保
を
。
も
う
１
人
の
副
市

長
に
は
営
業
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の

発
議
は
条
例
を
変
え
る
こ
と
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
提
案
だ
。

　■
賛
成
討
論

山
本
（
優
）　
令
和
２
年
度
に
条
例
を
可
決

し
た
と
き
か
ら
、
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

社
会
情
勢
も
大
幅
に
変
化
し
、
ま
た
人
口

減
少
も
加
味
し
て
副
市
長
は
１
人
体
制
で

い
い
。

田
邊 

　
コ
ロ
ナ
禍
・
豪
雨
災
害
・
事
業

カ
ッ
ト
の
中
、
２
人
体
制
は
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
必
要
な

ら
、
し
っ
か
り
と
市
民
に
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

副市長1人分を修正
1213万8千円

令和４年度における事業見直し

○
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
即
時
撤
退
を
強
く

求
め
る
決
議
に
つ
い
て

　　○
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　○
副
市
長
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
提
案
理
由
の
抜
粋

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
や
、

自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
、

多
く
の
市
民
や
事
業
者
の

方
々
は
精
神
的
に
も
経
済

的
に
も
疲
弊
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
財
政
調
整
基

金
は
取
り
崩
し
対
応
さ
れ
、

枯
渇
状
態
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
く
、
昨
年
の
８

月
豪
雨
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
が
生
ず
れ
ば
財
源
確

保
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
度

事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

副
市
長
２
人
体
制
も
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
提

案
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

賛
成
11

　反
対
４

　可
決

全
員
賛
成

副市長定数条例採決の様子

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の

承
認
（
１
件
）

承
認
第
１
号

○
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）

※

非
課
税
世
帯
及
び
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
速
や
か
に
生
活

の
支
援
を
行
う
た
め
の
国
の

臨
時
特
別
給
付
事
業
で
あ
る
。

（
６
億
６
２
２
２
万
８
千
円
）

○統合事業　　　　　　　　（単位：千円）
安芸高田市地域人材育成事業委託料　 2,614
　市内高校生キャリア育成業務等委託料
　新社会人つながりづくり事業委託料
特色ある地域づくり事業助成金　　　25,110
　地域祭補助金

○廃止事業
郵便局における特定事務の取り扱い、人権対
策協議会補助金、介護教室委託料（いきいき
介護予防教室）、プール健康教室委託料、農産
物６次産業化推進事業補助金、空き家購入補
助金
○凍結事業　なし

主な審査

安芸高田市議会だより 1819 第73号　令和4年 5 月15日発行

傍 聴 記傍 聴 記

議会のうごき議会のうごき

１月

1月～３月の議会の主な活動状況1月～３月の議会の主な活動状況議会のうごき
２月

10日　政治倫理審査会
14日　議会運営委員会
21日　全員協議会
　　　　議会運営委員会
24日　第1回定例会（開会）
　　　　議会広報特別委員会
25日　予算決算常任委員会
　　　　議会運営委員会

３月

     2日　本会議（補正予算審議）
　　　　総務文教常任委員会
    ３日　産業厚生常任委員会
   ４日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
   ７日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
   ９日　予算決算常任委員会
　　　　政治倫理審査会
11日　予算決算常任委員会
14日　予算決算常任委員会
　　　　議会運営委員会
15日　総務文教常任委員会
17日　議会運営委員会
　　　　第2回定例会（閉会）
　　　　全員協議会
28日　議会運営委員会

傍
聴
記

傍
聴
記

吉
田
町

　　梶
原

　香
織
　さん

　
私
は
、
３
月
７
日
の
議
会

を
傍
聴
し
た
。
市
有
住
宅

廃
止
の
経
緯
や
入
居
者
へ
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
納
得

い
く
市
長
の
答
弁
を
聞
く
た

め
だ
。
し
か
し
議
会
は
、
言

葉
の
使
い
方
を
頭
ご
な
し
に

注
意
す
る
先
生
（
市
長
）
と
、

生
徒
（
議
員
）
の
や
り
と

り
の
よ
う
で
、
肝
心
の
議
論

が
先
へ
進
ま
な
い
。
市
を
良

く
し
よ
う
と
の
思
い
は
全
く

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
双
方

の
プ
ラ
イ
ド
よ
り
市
民
の
暮

ら
し
を
大
切
に
す
る
議
会
を

進
め
て
い
た
だ
け
な
い
も
の

か
。
中
学
生
の
子
と
傍
聴

し
た
が
、
何
を
学
ん
だ
で
あ

ろ
う
か
。

　
こ
れ
が
市
民
の
代
表
で
あ

る
と
思
う
と
、
何
と
も
情

け
な
い
。
私
た
ち
が
選
ん
だ

市
長
と
議
員
で
あ
る
が
、
今

後
へ
の
期
待
を
込
め
て

「
喝
！
」
と
叫
び
た
い
。

美
土
里
町

　　折
田

　文
江
　さん

　
初
め
て
傍
聴
に
行
き
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
素

直
に
私
の
気
持
ち
を
と
思
い

ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。
新
聞

や
ニュ
ー
ス
だ
け
で
は
時
間
や

文
字
数
に
限
り
が
あ
り
、
そ

こ
だ
け
が
切
り
取
ら
れ
る
恐

さ
が
あ
り
ま
す
。
市
の
改
革

案
は
取
り
上
げ
意
見
が
違

う
の
は
当
然
で
す
が
可
否
を

決
議
す
る
に
は
最
終
的
に
は

多
数
決
に
な
り
ま
す
。
で
も

そ
れ
を
理
由
に
改
革
案
が
左

右
さ
れ
る
の
は
納
得
で
き
な

い
。
い
つ
も
こ
ん
な
調
子
だ
か

ら
田
舎
レ
ベ
ル
の
安
芸
高
田

市
な
の
で
す
。
今
の
議
員
さ

ん
は
市
の
発
展
を
願
う
よ
り

私
（
個
）
の
安
泰
を
思
う

方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

石
丸
市
長
の
真
摯
な
態
度
に

は
感
心
し
て
お
り
ま
す
。
何

事
も
改
革
を
発
し
た
り
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
は
風
当
り

が
強
い
の
は
当
然
で
す
。
私

は
若
返
り（
年
令
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
）
更
に
歩
み

寄
り
を
願
う
も
の
で
す
。

議会だより第73号へのリンク（5月26日公開予定です）

●議会だよりは無料ビューアアプリ「Catalog Pocket
　（カタログポケット）」でもご覧になれます。

■令和４年第２回定例会は
　６月上旬から開会を予定しています

17日　議会広報特別委員会
　　　　議会運営委員会
18日　全員協議会
　　　　ハラスメント研修
25日　議会運営委員会
28日　全員協議会
　　　政治倫理審査会
31日　議会広報特別委員会

●経緯
　・山本数博議員が新型コロナウイルス感染症対策のワクチン接種に関し、窓口で担当

職員に対して不適切な言動をしたとして、指摘を受ける事案がありました。
　・令和４年１月 19 日付で山本（数）議員がパワーハラスメントにあたると判断し、市

長へ謝罪する文書を提出しました。このことを受け、安芸高田市議会議員政治倫理
規程に基づく審査請求書が議員の連署により議長へ提出され、政治倫理審査会を設
置し、審査しました。

●審査内容
　・山本（数）議員へ事情聴取。
　・事情聴取をした内容をもとに、各委員の見解を集約。
　・執行部へ事実確認（議会事務局経由）。
　・各委員の見解をもとに協議。

●審査のまとめ
　・審査の中で「協議及び折衝業務等従事報告書（窓口での折衝記録）」の記載内容につ

いて、議員が認める箇所がある一方で議員の証言と相違する箇所が存在したが、相
違点について事実を確認する手段がない。

　・安芸高田市議会政治倫理規程第３条第１項第３号に抵触する「威圧的な言動」に至った
事実が認められた。なお、不当要求の有無については判断できなかった。

・令和４年３月 16 日に議長へ審査結果の報告。
・令和４年３月 17 日、議長が安芸高田市議会政治倫理規程第９条第１項に基づき、
　「警告と誓約書の提出を求める措置」を決めた。

　ご案内しておりました市議会による地域懇談会は、新型コロナウイルス感染症が拡大している
ことから全ての会場について延期させていただきます。
　今後の開催につきましては、改めてホームページ及びお太助フォンでお知らせいたします。 参 
加を予定されてました市民の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、 ご理解いただきますよう
お願いいたします。

会　派　名：シセイクラブ（結成日：令和 4 年 4 月 1 日） 
目　　的：市民のみなさまにとって市政が身近であるよう情報をお届けし、積極的に対話の

機会を設け、多様な民意を市の意思決定に反映させる。その先に次代にタスキを
つなぐことを目指す。

会派代表：南澤 克彦
所属議員：田邊 介三

安芸高田市議会による地域懇談会安芸高田市議会による地域懇談会

地域懇談会地域懇談会

会　派会　派

政治倫理審査会政治倫理審査会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

お詫びと訂正　議会だより第 72 号に誤りがありました。　　　　　　　　　訂正し、お詫びいたします。

●P16　令和 3 年 6 月 28 日　再議の採決結果
　 　 　〈誤〉賛成 15→〈正〉賛成 14

新しい会派が結成されました
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　3
月
28
日
に
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
議
会

の
定
例
会
が
北
広
島
町

で
開
催
さ
れ
、
議
案
3

件
を
慎
重
に
審
査
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た

　
（
主
な
審
査
）

○
令
和
３
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算

　○
令
和
４
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
予
算
に
対
す

る
関
係
市
町
の
負
担

割
合
に
つ
い
て

　○
令
和
４
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
予
算

　芸
北
広
域
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
芦
田
　
宏
治

　
　
　
　
　
大
下
　
正
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

ほ
か
北
広
島
町

議
会
議
員
３
名

〔令和4年度予算〕〔令和4年度予算〕

一般会計 ７億９９０万円一般会計 ７億９９０万円
前年度比 １,８７２万円減前年度比 １,８７２万円減

（主な歳入）
　市町負担金
　　安芸高田市　３億3,190万円
　　　（前年度比　４,５７２万円増）
　　北広島町　　２億１,０４４万円
　　　（前年度比　２,９５８万円増）

（主な歳出）
　衛生費（ごみ処理費）
　　安芸高田市　6億6,560万円
　　　　　（前年度比　1,84２万円増）
　　機器修繕費　1億2,243万円
　　資源化・処分委託費　1億712万円

研修報告研修報告

市議会 ハラスメント研修市議会 ハラスメント研修
受講日　令和4年1月18日
講師：後藤コンプライアンス法律事務所
　　　　　　　　　弁護士　萩野泰三 氏

1617

主
な
質
疑

　
　

Ｑ
　
平
成
28
年
度
に
ご

み
処
理
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
む
た
め
の
具
体
的

な
実
施
計
画
を
作
成
す

べ
き
で
は
。

Ａ
　
年
度
毎
に
市
町
の
担

当
者
と
協
議
し
、
減
量

化
事
業
等
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
具
体

的
な
内
容
や
目
標
を
文

章
化
し
、
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　Ｑ
　
ア
パ
ー
ト
の
ご
み
の

分
別
指
導
に
つ
い
て
、

市
町
で
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
町
と
し
て
は
、
ア
パ

ー
ト
の
事
業
者
に
協
力
を

求
め
る
べ
く
、
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
、
必
要
な

対
策
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
　
市
と
し
て
は
、
適
正

な
費
用
負
担
を
事
業
者

に
求
め
る
こ
と
で
（
入
居

者
に
共
益
費
等
の
負
担
が

あ
る
た
め
）、
こ
の
問
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ
　
今
年
の
４
月
か
ら

試
行
さ
れ
る
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進

法
」
へ
の
対
応
は
。

Ａ
　
現
在
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
の
み
を

分
別
収
集
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
ハ
ン
ガ
ー
や
衣

装
ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
も
分
別
し
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　Ｑ
　
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
燃
や

さ
な
い
処
理
が
必
要
で
、

徹
底
し
た
分
別
を
今
か

ら
始
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ご
み
を
焼
却
し

て
発
電
を
行
う
こ
と
で
、

対
応
す
る
方
法
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
ど

の
よ
う
な
施
設
で
処
理
す

る
の
か
は
、
十
分
協
議
し

て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 プラスチック製容器包装を分別しよう
 ☞　毎週水曜日が収集日

 分別して、ピンクの袋
（ペットボトル又はプラスチック
製容器包装専用袋）へ

大（約50㍑） 30円/枚
小（約25㍑） 15円/枚  汚れた物は入れない

▶シールは、
はがさなくても
大丈夫

■議会のハラスメント防止及び禁止に向けた取組について
①ハラスメントに及びかねない事例を日常的に協議する組織体制を整備する。
②年に一回は研修会を開催する。

議
会
（
組
織
）
と
し
て
の
対
応
等

〇
組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
体
制
整
備
が
必
要
。

〇
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

への
対
処
体
制
整
備
」
の
構
築
が
必
要
。

〇
個
々
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、組
織（
議
会
）

と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
も
必
要
。
相
談
窓

口
の
設
置
な
ど
提
案
し
て
い
き
た
い
。

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
規
程
の
整
備
や

再
発
防
止
への
取
り
組
み
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
。

議
員
個
人
の
意
識

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止
や
防
止
に
向
け
取
り
組

み
た
い
。

〇
相
手
、
周
辺
に
い
る
人
が
嫌
悪
感
を
覚
え
る

発
言
態
度
は
慎
み
、
議
員
と
し
て
の
立
ち
位

置
を
考
え
た
言
動
を
と
る
。

〇
い
か
に
感
情
を
抑
え
て
平
常
心
で
人
と
対
応

で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
強
く
意
識
し
た
い
。

〇
議
員
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
意
識
・
人
へ
の
配
慮
な
ど
常
に
学
習
し

て
い
き
た
い
。

〇
感
情
に
支
配
さ
れ
ず
理
性
的
な
行
動
を
心
掛

け
る
。
言
葉
の
丁
寧
さ
、
声
量
の
大
小
な
ど
、

表
現
内
容
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

〇
今
ま
で
疑
問
を
感
じ
ず
使
って
い
た
言
葉
に
気

を
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

■
主
な
講
義
内
容

〇
被
害
者
に
与
え
る
影
響

　
人
格
権
侵
害
や
精
神
的
苦
痛
。

　〇
組
織
活
動
に
与
え
る
影
響

　
職
場
環
境
の
悪
化
、
士
気
低

下
、
住
民
の
不
信
感
な
ど
議

会
活
動
全
体
に
悪
影
響
与
え

る
。

■
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
定
義

①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と

し
た
言
動
。

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
。

③
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を

与
え
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
。

（
こ
の
３
つ
の
要
素
を
す
べ
て
満

た
す
も
の
）

◆
注
意
点

※
就
業
環
境
に
よ
っ
て
適
正
な

範
囲
は
異
な
る
こ
と
。

※
パ
ワ
ハ
ラ
と
感
じ
れ
ば
パ
ワ
ハ
ラ

な
の
で
は
な
い
。

※
受
け
手
が
苦
痛
を
感
じ
な
く

と
も
成
立
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

ハラスメント研修会

ハラスメント研修受講報告から（抜粋）

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

～ 分別してリサイクルすることで、経済的効果も！ ～
燃えるごみを減らそう

※詳細については安芸高田市議会のホームページに掲載する予定です。
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予算審査予算審査 予算審査予算審査

令和４年度予算審査　一般会計
198億886万2千円
令和４年度予算審査　一般会計
198億886万2千円
特別会計特別会計

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
決

算
を
３
月
９
・
11
・
14
日
の

３
日
間
委
員
会
を
開
き
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
　
金
行
哲
昭

副
委
員
長
　
新
田
和
明

委
　
　
員
　
議
長
を
除
く
全

議
員

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計

《
総
務
部
》

【
総
務
課
】

南
澤　

決
算
時
、
事
務
事
業

評
価
シ
ー
ト
に
、
行
政
嘱
託

員
の
制
度
の
再
検
討
が
課
題

に
上
が
っ
て
い
た
。
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

内
藤
課
長
　
高
齢
化
、
人
口

の
減
少
に
よ
る
行
政
嘱
託
員

の
な
り
手
不
足
が
地
域
か
ら

も
課
題
と
し
て
上
が
っ
て
い

る
。
制
度
の
今
後
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
で
方
向
性
を
出

し
、
翌
年
度
に
実
施
し
た
い
。

た
だ
嘱
託
員
が
地
域
の
ま
と

め
役
を
担
っ
て
い
る
地
域
も

あ
る
。
十
分
考
慮
し
検
討
す

る
。

 【
危
機
管
理
課
】

南
澤
　
避
難
の
呼
び
か
け
体

制
構
築
支
援
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

 

河
本
課
長
　
自
主
防
災
組
織

の
災
害
時
の
避
難
体
制
を
構

築
す
る
取
組
に
対
す
る
補
助

で
、
最
終
的
に
は
県
に
報
告

書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ

る
。
県
が
示
す
ス
テ
ッ
プ
に

沿
っ
て
、
計
画
を
立
て
、
訓

練
を
実
施
し
、
課
題
を
見
つ

け
る
。
必
要
な
物
品
が
あ
れ

ば
補
助
の
対
象
に
な
る
。
１

組
織
で
10
万
円
を
限
度
に
18

組
織
を
計
画
。
実
施
し
た
中

か
ら
モ
デ
ル
組
織
を
決
め
、

他
組
織
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。

 

熊
高
　
マ
イ
カ
ー
保
険
の
詳

細
は
。

 

河
本
課
長
　
災
害
時
、
消
防

団
が
活
動
す
る
際
、
消
防
の

積
載
車
だ
け
で
は
土
嚢
な
ど

資
機
材
の
運
搬
に
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の

際
団
員
の
私
用
車
は
保
険
が

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
っ

た
。
令
和
４
年
度
は
試
験
的

に
出
水
期
に
各
分
団
軽
ト

ラ
ッ
ク
３
台
分
の
費
用
を
計

上
す
る
。

《
企
画
振
興
部
》

【
財
政
課
】

南
澤
　
物
件
費
の
大
幅
な
見

直
し
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
来
年
度
の
取

組
は
。

 

広
瀬
課
長
補
佐
　
普
通
交
付

税
は
合
併
後
10
年
間
は
６
町

が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
し

て
交
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

後
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減

さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
か
ら

一
本
算
定
と
な
っ
て
い
る
。

６
町
分
の
満
額
が
交
付
さ
れ

て
い
た
２
０
１
３
年
度
と
一

本
算
定
と
な
っ
た
２
０
１
９ 

年
度
を
比
較
す
る
と
表
の
通

り
で
人
件
費
・
公
債
費
は
削

減
が
進
ん
で
い
る
が
、
物
件

費
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
。

不
足
分
は
基
金
を
取
り
崩
し

て
い
る
が
、
基
金
が
な
く
な

っ
た
時
点
で
予
算
編
成
が
で

き
な
く
な
る
。
加
え
て
、
イ

ン
フ
ラ
資
産
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
・
長
寿
命
化
に
莫
大

な
経
費
が
か
か
る
。
物
件
費

の
削
減
に
つ
い
て
答
え
は
ひ

と
つ
、「
公
共
施
設
等
の
総

合
管
理
計
画
」
を
全
庁
一
丸

と
な
っ
て
進
め
る
。

　
《
市
民
部
》

【
人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
】

芦
田
　
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
時
間
報
酬
の
予
算

　
下 水 道
事業会計
水　　道
事業会計

第３条（収益的収支）
収　益　716,511
事業費　658,501
収　益　923,894
事業費　917,810

４条（資本的収支）
収入　150,050
支出　386,874
収入　236,000
支出　551,856

　

歳　入

歳　出

　

 

赤字補填

項　目

普通交付税（臨財債含）

人　件　費

公　債　費

物　件　費

基金繰入金

2013年度 2019年度 差　額

102億円

39億円

38億円

30億円

3億円

80億円

35億円

33億円

32億円

13億円

－22億円

－4億円

－5億円

＋2億円

＋10億円
特別会計

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計

コミュニティ・プラント特別会計
６つの特別会計　合計

予 算 額
3,151,120
502,273

4,529,883
474,456
384,547
4,895

9,047,174

（単位：千円）

主要事業７項目
１.危機への対応
２.教育の推進
３.医療・介護・福祉の充実
４.生活環境の向上
５.産業の振興
６.文化・芸術の振興
７.多様性の構築

が
追
加
さ
れ
た
が
、
理
由
は
。

久
光
課
長
　
吉
田
・
高
宮
・

甲
田
の
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
高
宮
・
美
土
里

／
吉
田
・
八
千
代
／
甲
田
・

向
原
の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
、
啓
発
行
事
や
相
談
業
務

を
行
う
。
来
年
度
は
市
の
職

員
を
全
て
引
き
上
げ
、
週
３

日
ほ
ど
事
務
補
助
と
し
て
時

間
報
酬
の
会
計
年
度
任
用
職

員
を
導
入
す
る
予
定
で
あ

る
。

秋
田
　
人
権
対
策
協
議
会
補

助
金
が
廃
止
事
業
の
理
由

は
。

久
光
課
長
　
向
原
町
で
は
、

市
が
設
置
し
た
人
権
対
策
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、
合
併

以
来
、
独
自
に
講
演
会
や
啓

発
行
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、

今
後
は
エ
リ
ア
分
け
を
し
て

甲
田
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

運
営
費
の
中
に
、
必
要
な
予

算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

児
玉
　
関
連
で
、
講
師
派
遣

等
委
託
料
、
映
画
上
映
会
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
市
内
何
か
所
で
、
年
に

何
回
ぐ
ら
い
考
え
ら
れ
て
い

る
の
か
。

久
光
課
長
　
ま
だ
計
画
段
階

だ
が
、
大
き
な
啓
発
行
事
に

つ
い
て
は
３
回
程
度
、
そ
れ

と
は
別
に
各
町
を
回
る
巡
回

型
の
講
演
会
も
し
く
は
映
画

上
映
会
を
最
低
で
も
１
回
は

実
施
す
る
よ
う
に
計
画
し
た

い
。

《
福
祉
保
険
部
》

【
子
育
て
支
援
課
】

南
澤
　
高
宮
小
の
児
童
ク
ラ

ブ
の
建
設
が
見
送
り
に
な
っ

た
が
、
今
後
ど
う
な
る
か
。

久
城
課
長
　
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
建
設
費
高
騰
が
さ

ら
に
悪
化
し
て
い
る
。
今
後

は
建
築
手
法
の
見
直
し
、
ま

た
既
存
施
設
の
利
用
な
ど
を

含
め
、
令
和
４
年
度
中
に
検

討
す
る
。

南
澤
　
小
学
校
統
合
の
条
件

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
か

と
思
う
が
、
地
元
の
理
解
は
。

久
城
課
長
　
統
合
委
員
会
で

は
今
年
度
建
設
で
ま
と
め
て

い
た
が
、
財
政
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

行
か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い

う
ご
理
解
は
い
た
だ
い
て
い

る
。
説
明
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で

で
き
て
い
な
い
が
、
学
校
を

通
し
て
文
書
で
通
知
し
て
い

る
。
　

【
健
康
長
寿
課
】

山
本（
優
）　
プ
ー
ル
健
康
教

室
委
託
料
が
廃
止
さ
れ
た
理

由
は
。

中
村
特
命
担
当
課
長
　
吉
田

温
水
プ
ー
ル
の
健
康
教
室
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
を
し

て
い
る
が
、
年
々
参
加
者
が

減
少
し
新
規
も
少
な
く
参
加

者
が
固
定
化
し
て
い
る
。
財

源
が
厳
し
い
状
況
下
、
継
続

は
困
難
。

山
本（
優
）　
利
用
者
減
の
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
市
民

の
健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
。

財
政
を
理
由
に
、
や
め
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

中
村
特
命
担
当
課
長
　
市
民

の
皆
様
の
健
康
を
守
る
大
切

な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
今

後
は
今
進
め
て
い
る
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
事

業
を
通
じ
、
健
康
を
守
っ
て

い
き
た
い
。

委員長報告（抜粋）
令和4年度当初予算は、主要事業が7項目に区分され、一般
会計は198億2,100万円で、前年比6億100万円の増。特
別会計予算は前年比2,899万円の減、下水道事業会計は
6,370万2千円の減、水道事業会計は8,584万9千円の減、
各会計の合計は、313億8,321万5千円となり、前年比、4
億2,245万9千円の増となった。
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　3
月
28
日
に
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
議
会

の
定
例
会
が
北
広
島
町

で
開
催
さ
れ
、
議
案
3

件
を
慎
重
に
審
査
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た

　
（
主
な
審
査
）

○
令
和
３
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算

　○
令
和
４
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
予
算
に
対
す

る
関
係
市
町
の
負
担

割
合
に
つ
い
て

　○
令
和
４
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
予
算

　芸
北
広
域
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
芦
田
　
宏
治

　
　
　
　
　
大
下
　
正
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

ほ
か
北
広
島
町

議
会
議
員
３
名

〔令和4年度予算〕〔令和4年度予算〕

一般会計 ７億９９０万円一般会計 ７億９９０万円
前年度比 １,８７２万円減前年度比 １,８７２万円減

（主な歳入）
　市町負担金
　　安芸高田市　３億3,190万円
　　　（前年度比　４,５７２万円増）
　　北広島町　　２億１,０４４万円
　　　（前年度比　２,９５８万円増）

（主な歳出）
　衛生費（ごみ処理費）
　　安芸高田市　6億6,560万円
　　　　　（前年度比　1,84２万円増）
　　機器修繕費　1億2,243万円
　　資源化・処分委託費　1億712万円

研修報告研修報告

市議会 ハラスメント研修市議会 ハラスメント研修
受講日　令和4年1月18日
講師：後藤コンプライアンス法律事務所
　　　　　　　　　弁護士　萩野泰三 氏

1617

主
な
質
疑

　
　

Ｑ
　
平
成
28
年
度
に
ご

み
処
理
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
む
た
め
の
具
体
的

な
実
施
計
画
を
作
成
す

べ
き
で
は
。

Ａ
　
年
度
毎
に
市
町
の
担

当
者
と
協
議
し
、
減
量

化
事
業
等
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
具
体

的
な
内
容
や
目
標
を
文

章
化
し
、
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　Ｑ
　
ア
パ
ー
ト
の
ご
み
の

分
別
指
導
に
つ
い
て
、

市
町
で
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
町
と
し
て
は
、
ア
パ

ー
ト
の
事
業
者
に
協
力
を

求
め
る
べ
く
、
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
、
必
要
な

対
策
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
　
市
と
し
て
は
、
適
正

な
費
用
負
担
を
事
業
者

に
求
め
る
こ
と
で
（
入
居

者
に
共
益
費
等
の
負
担
が

あ
る
た
め
）、
こ
の
問
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ
　
今
年
の
４
月
か
ら

試
行
さ
れ
る
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進

法
」
へ
の
対
応
は
。

Ａ
　
現
在
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
の
み
を

分
別
収
集
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
ハ
ン
ガ
ー
や
衣

装
ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
も
分
別
し
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　Ｑ
　
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
燃
や

さ
な
い
処
理
が
必
要
で
、

徹
底
し
た
分
別
を
今
か

ら
始
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ご
み
を
焼
却
し

て
発
電
を
行
う
こ
と
で
、

対
応
す
る
方
法
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
ど

の
よ
う
な
施
設
で
処
理
す

る
の
か
は
、
十
分
協
議
し

て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 プラスチック製容器包装を分別しよう
 ☞　毎週水曜日が収集日

 分別して、ピンクの袋
（ペットボトル又はプラスチック
製容器包装専用袋）へ

大（約50㍑） 30円/枚
小（約25㍑） 15円/枚  汚れた物は入れない

▶シールは、
はがさなくても
大丈夫

■議会のハラスメント防止及び禁止に向けた取組について
①ハラスメントに及びかねない事例を日常的に協議する組織体制を整備する。
②年に一回は研修会を開催する。

議
会
（
組
織
）
と
し
て
の
対
応
等

〇
組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
体
制
整
備
が
必
要
。

〇
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

への
対
処
体
制
整
備
」
の
構
築
が
必
要
。

〇
個
々
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、組
織（
議
会
）

と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
も
必
要
。
相
談
窓

口
の
設
置
な
ど
提
案
し
て
い
き
た
い
。

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
規
程
の
整
備
や

再
発
防
止
への
取
り
組
み
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
。

議
員
個
人
の
意
識

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止
や
防
止
に
向
け
取
り
組

み
た
い
。

〇
相
手
、
周
辺
に
い
る
人
が
嫌
悪
感
を
覚
え
る

発
言
態
度
は
慎
み
、
議
員
と
し
て
の
立
ち
位

置
を
考
え
た
言
動
を
と
る
。

〇
い
か
に
感
情
を
抑
え
て
平
常
心
で
人
と
対
応

で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
強
く
意
識
し
た
い
。

〇
議
員
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
意
識
・
人
へ
の
配
慮
な
ど
常
に
学
習
し

て
い
き
た
い
。

〇
感
情
に
支
配
さ
れ
ず
理
性
的
な
行
動
を
心
掛

け
る
。
言
葉
の
丁
寧
さ
、
声
量
の
大
小
な
ど
、

表
現
内
容
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

〇
今
ま
で
疑
問
を
感
じ
ず
使
って
い
た
言
葉
に
気

を
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

■
主
な
講
義
内
容

〇
被
害
者
に
与
え
る
影
響

　
人
格
権
侵
害
や
精
神
的
苦
痛
。

　〇
組
織
活
動
に
与
え
る
影
響

　
職
場
環
境
の
悪
化
、
士
気
低

下
、
住
民
の
不
信
感
な
ど
議

会
活
動
全
体
に
悪
影
響
与
え

る
。

■
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
定
義

①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と

し
た
言
動
。

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
。

③
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を

与
え
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
。

（
こ
の
３
つ
の
要
素
を
す
べ
て
満

た
す
も
の
）

◆
注
意
点

※
就
業
環
境
に
よ
っ
て
適
正
な

範
囲
は
異
な
る
こ
と
。

※
パ
ワ
ハ
ラ
と
感
じ
れ
ば
パ
ワ
ハ
ラ

な
の
で
は
な
い
。

※
受
け
手
が
苦
痛
を
感
じ
な
く

と
も
成
立
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

ハラスメント研修会

ハラスメント研修受講報告から（抜粋）

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

～ 分別してリサイクルすることで、経済的効果も！ ～
燃えるごみを減らそう

※詳細については安芸高田市議会のホームページに掲載する予定です。
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予算審査予算審査 予算審査予算審査

令和４年度予算審査　一般会計
198億886万2千円
令和４年度予算審査　一般会計
198億886万2千円
特別会計特別会計

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
決

算
を
３
月
９
・
11
・
14
日
の

３
日
間
委
員
会
を
開
き
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
　
金
行
哲
昭

副
委
員
長
　
新
田
和
明

委
　
　
員
　
議
長
を
除
く
全

議
員

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計

《
総
務
部
》

【
総
務
課
】

南
澤　

決
算
時
、
事
務
事
業

評
価
シ
ー
ト
に
、
行
政
嘱
託

員
の
制
度
の
再
検
討
が
課
題

に
上
が
っ
て
い
た
。
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

内
藤
課
長
　
高
齢
化
、
人
口

の
減
少
に
よ
る
行
政
嘱
託
員

の
な
り
手
不
足
が
地
域
か
ら

も
課
題
と
し
て
上
が
っ
て
い

る
。
制
度
の
今
後
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
で
方
向
性
を
出

し
、
翌
年
度
に
実
施
し
た
い
。

た
だ
嘱
託
員
が
地
域
の
ま
と

め
役
を
担
っ
て
い
る
地
域
も

あ
る
。
十
分
考
慮
し
検
討
す

る
。

 【
危
機
管
理
課
】

南
澤
　
避
難
の
呼
び
か
け
体

制
構
築
支
援
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

 

河
本
課
長
　
自
主
防
災
組
織

の
災
害
時
の
避
難
体
制
を
構

築
す
る
取
組
に
対
す
る
補
助

で
、
最
終
的
に
は
県
に
報
告

書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ

る
。
県
が
示
す
ス
テ
ッ
プ
に

沿
っ
て
、
計
画
を
立
て
、
訓

練
を
実
施
し
、
課
題
を
見
つ

け
る
。
必
要
な
物
品
が
あ
れ

ば
補
助
の
対
象
に
な
る
。
１

組
織
で
10
万
円
を
限
度
に
18

組
織
を
計
画
。
実
施
し
た
中

か
ら
モ
デ
ル
組
織
を
決
め
、

他
組
織
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。

 

熊
高
　
マ
イ
カ
ー
保
険
の
詳

細
は
。

 

河
本
課
長
　
災
害
時
、
消
防

団
が
活
動
す
る
際
、
消
防
の

積
載
車
だ
け
で
は
土
嚢
な
ど

資
機
材
の
運
搬
に
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の

際
団
員
の
私
用
車
は
保
険
が

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
っ

た
。
令
和
４
年
度
は
試
験
的

に
出
水
期
に
各
分
団
軽
ト

ラ
ッ
ク
３
台
分
の
費
用
を
計

上
す
る
。

《
企
画
振
興
部
》

【
財
政
課
】

南
澤
　
物
件
費
の
大
幅
な
見

直
し
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
来
年
度
の
取

組
は
。

 

広
瀬
課
長
補
佐
　
普
通
交
付

税
は
合
併
後
10
年
間
は
６
町

が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
し

て
交
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

後
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減

さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
か
ら

一
本
算
定
と
な
っ
て
い
る
。

６
町
分
の
満
額
が
交
付
さ
れ

て
い
た
２
０
１
３
年
度
と
一

本
算
定
と
な
っ
た
２
０
１
９ 

年
度
を
比
較
す
る
と
表
の
通

り
で
人
件
費
・
公
債
費
は
削

減
が
進
ん
で
い
る
が
、
物
件

費
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
。

不
足
分
は
基
金
を
取
り
崩
し

て
い
る
が
、
基
金
が
な
く
な

っ
た
時
点
で
予
算
編
成
が
で

き
な
く
な
る
。
加
え
て
、
イ

ン
フ
ラ
資
産
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
・
長
寿
命
化
に
莫
大

な
経
費
が
か
か
る
。
物
件
費

の
削
減
に
つ
い
て
答
え
は
ひ

と
つ
、「
公
共
施
設
等
の
総

合
管
理
計
画
」
を
全
庁
一
丸

と
な
っ
て
進
め
る
。

　
《
市
民
部
》

【
人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
】

芦
田
　
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
時
間
報
酬
の
予
算

　
下 水 道
事業会計
水　　道
事業会計

第３条（収益的収支）
収　益　716,511
事業費　658,501
収　益　923,894
事業費　917,810

４条（資本的収支）
収入　150,050
支出　386,874
収入　236,000
支出　551,856

　

歳　入

歳　出

　

 

赤字補填

項　目

普通交付税（臨財債含）

人　件　費

公　債　費

物　件　費

基金繰入金

2013年度 2019年度 差　額

102億円

39億円

38億円

30億円

3億円

80億円

35億円

33億円

32億円

13億円

－22億円

－4億円

－5億円

＋2億円

＋10億円
特別会計

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計

コミュニティ・プラント特別会計
６つの特別会計　合計

予 算 額
3,151,120
502,273

4,529,883
474,456
384,547
4,895

9,047,174

（単位：千円）

主要事業７項目
１.危機への対応
２.教育の推進
３.医療・介護・福祉の充実
４.生活環境の向上
５.産業の振興
６.文化・芸術の振興
７.多様性の構築

が
追
加
さ
れ
た
が
、
理
由
は
。

久
光
課
長
　
吉
田
・
高
宮
・

甲
田
の
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
高
宮
・
美
土
里

／
吉
田
・
八
千
代
／
甲
田
・

向
原
の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
、
啓
発
行
事
や
相
談
業
務

を
行
う
。
来
年
度
は
市
の
職

員
を
全
て
引
き
上
げ
、
週
３

日
ほ
ど
事
務
補
助
と
し
て
時

間
報
酬
の
会
計
年
度
任
用
職

員
を
導
入
す
る
予
定
で
あ

る
。

秋
田
　
人
権
対
策
協
議
会
補

助
金
が
廃
止
事
業
の
理
由

は
。

久
光
課
長
　
向
原
町
で
は
、

市
が
設
置
し
た
人
権
対
策
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、
合
併

以
来
、
独
自
に
講
演
会
や
啓

発
行
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、

今
後
は
エ
リ
ア
分
け
を
し
て

甲
田
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

運
営
費
の
中
に
、
必
要
な
予

算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

児
玉
　
関
連
で
、
講
師
派
遣

等
委
託
料
、
映
画
上
映
会
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
市
内
何
か
所
で
、
年
に

何
回
ぐ
ら
い
考
え
ら
れ
て
い

る
の
か
。

久
光
課
長
　
ま
だ
計
画
段
階

だ
が
、
大
き
な
啓
発
行
事
に

つ
い
て
は
３
回
程
度
、
そ
れ

と
は
別
に
各
町
を
回
る
巡
回

型
の
講
演
会
も
し
く
は
映
画

上
映
会
を
最
低
で
も
１
回
は

実
施
す
る
よ
う
に
計
画
し
た

い
。

《
福
祉
保
険
部
》

【
子
育
て
支
援
課
】

南
澤
　
高
宮
小
の
児
童
ク
ラ

ブ
の
建
設
が
見
送
り
に
な
っ

た
が
、
今
後
ど
う
な
る
か
。

久
城
課
長
　
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
建
設
費
高
騰
が
さ

ら
に
悪
化
し
て
い
る
。
今
後

は
建
築
手
法
の
見
直
し
、
ま

た
既
存
施
設
の
利
用
な
ど
を

含
め
、
令
和
４
年
度
中
に
検

討
す
る
。

南
澤
　
小
学
校
統
合
の
条
件

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
か

と
思
う
が
、
地
元
の
理
解
は
。

久
城
課
長
　
統
合
委
員
会
で

は
今
年
度
建
設
で
ま
と
め
て

い
た
が
、
財
政
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

行
か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い

う
ご
理
解
は
い
た
だ
い
て
い

る
。
説
明
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で

で
き
て
い
な
い
が
、
学
校
を

通
し
て
文
書
で
通
知
し
て
い

る
。
　

【
健
康
長
寿
課
】

山
本（
優
）　
プ
ー
ル
健
康
教

室
委
託
料
が
廃
止
さ
れ
た
理

由
は
。

中
村
特
命
担
当
課
長
　
吉
田

温
水
プ
ー
ル
の
健
康
教
室
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
を
し

て
い
る
が
、
年
々
参
加
者
が

減
少
し
新
規
も
少
な
く
参
加

者
が
固
定
化
し
て
い
る
。
財

源
が
厳
し
い
状
況
下
、
継
続

は
困
難
。

山
本（
優
）　
利
用
者
減
の
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
市
民

の
健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
。

財
政
を
理
由
に
、
や
め
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

中
村
特
命
担
当
課
長
　
市
民

の
皆
様
の
健
康
を
守
る
大
切

な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
今

後
は
今
進
め
て
い
る
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
事

業
を
通
じ
、
健
康
を
守
っ
て

い
き
た
い
。

委員長報告（抜粋）
令和4年度当初予算は、主要事業が7項目に区分され、一般
会計は198億2,100万円で、前年比6億100万円の増。特
別会計予算は前年比2,899万円の減、下水道事業会計は
6,370万2千円の減、水道事業会計は8,584万9千円の減、
各会計の合計は、313億8,321万5千円となり、前年比、4
億2,245万9千円の増となった。
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補正予算補正予算 予算審査予算審査
石
丸
市
長
　
今
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
利
用
者
は

相
当
少
な
く
固
定
化
さ
れ
て

い
た
。
使
わ
れ
て
な
い
事
業

を
続
け
て
ど
う
や
っ
て
市
民

の
健
康
を
増
進
す
る
と
い
う

の
か
。
そ
の
お
考
え
は
違
う

と
思
う
。

山
本（
優
）　
利
用
者
が
少
な

く
な
っ
た
原
因
は
、
し
っ
か

り
調
べ
た
か
。
啓
発
を
ど
れ

だ
け
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
れ

だ
け
や
っ
た
が
全
然
増
え
な

い
、
と
い
う
根
拠
を
説
明
い

た
だ
き
た
い
。

石
丸
市
長
　
市
の
事
業
に
関

し
て
、
秘
匿
し
て
行
う
も
の

は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

方
法
で
発
信
を
し
て
い
る
。

そ
の
多
寡
は
あ
る
が
、
市
民

全
員
が
、
そ
れ
に
習
熟
す
る

よ
う
な
こ
と
は
基
本
的
に
な

い
。

　
例
え
ば
本
質
的
な
市
民
の

権
利
や
生
命
財
産
に
関
わ
る

も
の
で
あ
れ
ば
全
戸
配
布
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
あ
く
ま

で
プ
ー
ル
を
と
お
し
て
健
康

を
増
進
し
よ
う
と
い
う
取
組

で
、
必
要
な
対
応
を
講
じ
て

き
た
は
ず
で
あ
る
。

《
教
育
委
員
会
》

【
学
校
教
育
課
】

田
邊
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
２
名
分
の
計
上

だ
が
、
県
の
予
算
で
１
名
増

の
合
計
３
名
体
制
と
な
る
。

人
員
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

内
藤
課
長
　
現
在
募
集
中
で

あ
る
。

　【生
涯
学
習
課
】

新
田
　
指
定
管
理
施
設
の
委

託
料
が
軒
並
み
減
額
に
な
る

が
、燃
料
費
高
騰
の
影
響
は
。

児
玉
課
長
　
指
定
管
理
の
協

定
の
中
で
、
物
価
変
動
が

あ
っ
た
際
に
指
定
管
理
料
の

変
更
の
項
目
が
あ
る
の
で
、

申
し
出
に
よ
っ
て
協
議
を
し

て
い
く
。

《
産
業
振
興
部
》

【
地
域
営
農
課
】

山
本（
数
）　
高
齢
で
農
業
を

止
め
ざ
る
を
得
な
い
専
業
農

家
と
、
若
い
就
農
者
を
つ
な

ぐ
事
業
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
度
の
予
算
で
は
ど
こ
で

対
応
す
る
か
。

三
戸
課
長
　
県
の
就
農
支
援

課
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
情
報

収
集
を
行
い
、
新
規
就
農
総

合
支
援
事
業
や
農
業
後
継
者

育
成
支
援
事
業
で
支
援
す

る
。
　
　

秋
田
　
地
産
地
消
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
ベ
ジ
パ
ー
ク
安

芸
高
田
の
生
産
向
上
に
つ
な

が
る
産
直
市
農
産
物
生
産
振

興
支
援
事
業
補
助
金
が
減

額
。
農
産
物
６
次
産
業
化
推

進
事
業
補
助
金
が
廃
止
さ
れ

た
。
地
産
地
消
推
進
に
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
は
な
い
か
。

三
戸
課
長
　
今
回
の
事
業

は
、
産
直
市
が
開
業
す
る
１

年
前
か
ら
の
３
年
間
で
事
業

実
施
を
し
た
も
の
で
、
あ
る

程
度
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。

今
後
は
ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

山
根
　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

費
だ
が
、
被
害
は
大
き
く
な

る
中
で
減
額
に
な
っ
て
い
る

説
明
と
、
ど
こ
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
か
説
明
を
伺
う
。

三
戸
課
長
　
令
和
２
年
の
捕

獲
頭
数
が
例
年
よ
り
多
か
っ

た
た
め
、
そ
れ
に
見
合
う
予

算
を
今
年
度
確
保
し
た
。
し

か
し
実
績
見
込
み
か
ら
、
そ

こ
ま
で
の
支
出
に
な
ら
な
い

と
み
て
減
額
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
捕
獲
に
係
る
委
託

料
の
一
部
を
国
庫
補
助
金
で

計
上
し
て
い
る
。
積
極
的
な

捕
獲
活
動
は
、
今
ま
で
通
り

実
施
し
て
い
き
た
い
。

《
建
設
部
》

【
住
宅
政
策
課
】

山
本（
数
）　
甲
田
・
常
友
の
市

有
住
宅
廃
止
に
伴
い
、
現
入

居
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

小
櫻
課
長
　
入
居
者
の
方
に

は
丁
寧
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　【す
ぐ
や
る
課
】

熊
高
　
道
路
維
持
経
費
の
各

町
の
費
用
は
。

河
野
課
長
　
表
の
通
り

《
建
設
部
全
体
》

熊
高
　
す
ぐ
や
る
課
を
、
支

所
か
ら
本
庁
に
一
本
化
す
る

と
い
う
話
だ
が
、
市
民
の
中

に
は
、
機
動
力
を
不
安
視
す

る
声
も
あ
る
が
。

河
野
課
長
　
各
支
所
に
駐
在

し
て
い
る
職
員
が
本
庁
へ
集

約
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
、
要
望
そ
の
他
パ

ト
ロ
ー
ル
、
市
内
全
域
行
っ

て
、
安
全
な
道
路
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。

【支所別市道維持費】

吉　田
八千代
美土里
高　宮
甲　田
向　原

1,400万円
900万円

1,250万円
1,400万円
1,150万円
900万円

一般会計補正予算（第13号）
18億1699万8千円を減額
一般会計補正予算（第13号）
18億1699万8千円を減額

可
決

3
年
度
補
正

令和3年度一般会計補正予算（第13号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ18億1,699万8千円を減額し、歳入歳出予算の総額を
225億8,848万5千円とするものです。なお、今回の補正は決算見込みに伴う予算調整が主なものです。

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明

総　務　部 △16,336

1．歳出【通常分】

庁舎管理費5,161、電算システム事業費△10,594
消防施設管理費△3,070、消防施設整備事業費△6,000
広域ネットワーク管理事業費3,506　等

企画振興部 147,029
基金管理に要する経費156,448　
元金償還利子償還△7,214
定住促進事業費△5,434　
ふるさと応援寄付金推進事業費5,567　等

市　民　部 △9,622 人権推進事業費△6,429　 等

福祉保健部 △113,698
私立保育園費4,784、放課後児童クラブ運営費4,948
子育て支援センター運営費△8,977
児童手当給付事業費△2,591、特別会計繰出金△13,418
母子保健・後期高齢者医療事業費△70,590　等

産業振興部 △42,497 有害鳥獣対策事業費△8,560、畜産振興事業費△13,865
企業立地推進事業費△13,700　 等

建　設　部 51,937
住宅建設費△12,758、市道改良事業費△24,200
市道道路維持費50,000、県委託県道維持委託料30,000
特別会計繰出金17,467　等

消 防 本 部 △13,852 消防総務管理費△13,329　等

教育委員会 △15,378
情報教育推進基盤整備事業費△2,409
就学援助事業費△5,600
小学校管理費、給食センター運営事業費△4,430　等

選挙管理委員会 △15,434 広島県知事選挙、衆議院議員選挙費　等

議会事務局 △278 議会運営・調査事業費

そ　の　他 △532 農業委員会、公平委員会費　等
合　　　計 △28,661

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明
総　務　部 △8,419

2．歳出【災害関連】

災害対策費
市　民　部 △40,194 塵芥処理事業費

産業振興部 △915,518 農地災害復旧事業費△390,190、農業施設災害復旧事業費
△413,678、林業施設災害復旧事業費△93,450　等

建　設　部 △701,706 土木施設災害復旧事業費△667,559、住宅建設費△34,147
教育委員会 1,980 文化財災害復旧費1,980

そ　の　他 △1,919 社会福祉総務管理費　等
合　　　計 △1,665,776 橋梁及び河川の状況を確認するすぐやる課職員
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一般
質問

一般
質問
一般
質問

人を育み育てる
肝は何か
市長／機会の平等である

人
づ
く
り
に

つ
い
て

熊高 昌三
（無所属）

　
就
業
形
態
の
多
様
化

に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

は
遅
れ
て
お
り
、
人
的

資
本
へ
の
投
資
は
惜
し

ま
ず
行
う
。

　
最
終
的
に
重
要
な
の

は
上
野
千
鶴
子
先
生
の

お
っ
し
ゃ
る
、
圧
倒
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
女
性

を
含
め
、
水
平
社
宣
言

百
年
の
今
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
許
さ
な
い
社
会

を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
意
見
を
主
張
し
あ
え

熊
高
　
人
づ
く
り
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
い
つ
の
場
合
も

大
事
な
の
は
「
機
会
の

平
等
」。
能
力
に
応
じ

た
機
会
の
提
供
も
重

要
。
教
育
で
は
地
理
的

不
利
の
な
い
機
会
の
平

等
を
提
供
す
る
。

る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
国
交
省
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
の

指
定
を
受
け
る
こ
と
の

意
義
に
つ
い
て

○
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
団
体
の
役
割
。

及
び
将
来
多
様
化
す
る

社
会
に
社
会
福
祉
協
議

会
は
ど
う
対
応
す
べ
き

か
。

上野千鶴子先生（元東京大学教授）の人権講演会の模様

常友・甲田市有住宅の廃止に
伴う地域への影響について 
市長／民家の賃貸住宅に対する
　　　需要の増加が見込まれる

市
有
住
宅

山本 数博
（清志会）

山本 　優
（清志会）

考
え
た
ら
こ
れ
に
代
わ

る
同
様
の
建
物
を
作
る

べ
き
で
は
。

市
長
　
新
し
い
も
の
を

作
る
の
だ
っ
た
ら
こ
れ

を
修
繕
し
て
使
い
続
け

る
方
が
安
い
。
そ
れ
が

で
き
な
い
か
ら
畳
む
と

い
う
こ
と
。

山
本
　
入
居
者
の
退
去

に
伴
っ
て
担
当
部
局
に

ど
の
よ
う
な
指
示
を
出

山
本
　
令
和
８
年
４
月

よ
り
廃
止
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
廃
止
に
伴

う
市
や
そ
の
地
域
に
与

え
る
影
響
は
。

市
長
　
民
間
の
、
主
に

賃
貸
住
宅
に
対
す
る
需

要
が
見
込
ま
れ
る
。

山
本
　
廃
止
の
影
響
を

し
て
い
る
か
。

市
長
　
公
営
住
宅
、
民

間
住
宅
に
転
居
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
業
者
、
不

動
産
業
者
か
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
協
議
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。
民

間
事
業
者
の
契
約
を
基

本
と
し
な
が
ら
今
検
討

中
で
あ
る
。

市有甲田住宅

山
本
　
市
民
の
方
々
か

ら
存
続
を
望
ま
れ
て
い

る
が
休
館
後
の
維
持
管

理
対
策
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
有
効
な
活
用
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

希
望
者
が
あ
れ
ば
譲
渡

か
、な
け
れ
ば
解
体
す
る
。

山
本
　
約
２
８
０
点
の

寄
贈
作
品
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
。

市
長
　
施
設
の
取
り
扱

い
と
併
せ
て
検
討
。
特

別
な
約
束
は
な
く
寄
贈

さ
れ
て
い
る
の
で
所
有

権
は
市
に
あ
り
、
取
り

扱
い
の
決
定
は
市
に
あ

り
適
切
に
判
断
し
、
処

分
す
る
。

宮
本
教
育
次
長
　
美
術

品
に
つ
い
て
は
市
の
条

例
に
基
づ
い
て
寄
贈
を

受
け
て
お
り
検
討
し
て

い
く
。

山
本
　
内
部
会
議
に
お

い
て
メ
デ
ィ
ア
記
事
の

情
報
提
供
者
に
つ
い
て

〇
×
記
入
し
て
提
出
さ

せ
た
行
為
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
思
わ
れ
る
が
。

市
長
　
市
役
所
内
の
一

連
の
出
来
事
、
指
摘
が

抽
象
的
な
の
で
そ
の
範

囲
で
答
え
る
が
パ
ワ
ハ

ラ
に
は
当
た
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て

八千代の丘
美術館

美
術
館
休
館
後

に
つ
い
て

市
長
／
有
効
な
活
用
が

　
　
　あ
れ
ば
検
討

八千代の丘美術館

児玉 史則
（清志会）

児
玉
　
職
員
の
コ
ス
ト

意
識
向
上
へ
の
課
題
は
。

市
長
　
手
段
と
し
て
の

コ
ス
ト
意
識
よ
り
目
的

意
識
を
再
定
義
す
る
こ

と
が
必
要
。

児
玉
　
コ
ス
ト
に
関
す

る
行
動
指
針
を
策
定
し

組
織
文
化
と
し
て
は
。

市
長
　
コ
ス
ト
改
革
は

時
間
が
大
事
な
資
源
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

児
玉
　
厳
し
い
財
政
を

理
解
い
た
だ
く
に
は
事

業
別
に
市
民
一
人
当
た

り
税
金
投
入
額
を
示
し

て
は
。

市
長
　
一
人
当
た
り
で

は
な
い
が
運
営
費
の
開

示
は
既
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

児
玉
　
人
口
が
年
々
減

れ
ば
一
人
当
た
り
の
税

負
担
は
増
え
て
い
く
。

指
標
を
つ
く
っ
て
は
。

市
長
　
採
算
を
一
つ
の

基
準
と
し
て
取
捨
選
択

で
き
る
よ
う
指
標
の
作

成
を
指
示
し
て
い
る
。

児
玉
　
旧
町
単
位
で
施

設
統
合
し
拠
点
化
し
床

面
積
削
減
し
て
は
。

市
長
　
施
設
が
い
る
か

い
ら
な
い
か
の
作
業
に

取
り
組
む
。

児
玉
　
市
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
が
必
要
で
は
。

市
長
　
市
民
の
代
表
の

議
員
が
そ
の
役
割
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の

コ
ス
ト
の
見
え
る
化

旧
町
単
位
の

拠
点
の
あ
り
方

人材育成方針

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
は

市
長
／
前
提
と
し
て
の
目
的
意
識

　
　
　の
指
導
実
施

人材育成基本方針
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補正予算補正予算 予算審査予算審査
石
丸
市
長
　
今
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
利
用
者
は

相
当
少
な
く
固
定
化
さ
れ
て

い
た
。
使
わ
れ
て
な
い
事
業

を
続
け
て
ど
う
や
っ
て
市
民

の
健
康
を
増
進
す
る
と
い
う

の
か
。
そ
の
お
考
え
は
違
う

と
思
う
。

山
本（
優
）　
利
用
者
が
少
な

く
な
っ
た
原
因
は
、
し
っ
か

り
調
べ
た
か
。
啓
発
を
ど
れ

だ
け
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
れ

だ
け
や
っ
た
が
全
然
増
え
な

い
、
と
い
う
根
拠
を
説
明
い

た
だ
き
た
い
。

石
丸
市
長
　
市
の
事
業
に
関

し
て
、
秘
匿
し
て
行
う
も
の

は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

方
法
で
発
信
を
し
て
い
る
。

そ
の
多
寡
は
あ
る
が
、
市
民

全
員
が
、
そ
れ
に
習
熟
す
る

よ
う
な
こ
と
は
基
本
的
に
な

い
。

　
例
え
ば
本
質
的
な
市
民
の

権
利
や
生
命
財
産
に
関
わ
る

も
の
で
あ
れ
ば
全
戸
配
布
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
あ
く
ま

で
プ
ー
ル
を
と
お
し
て
健
康

を
増
進
し
よ
う
と
い
う
取
組

で
、
必
要
な
対
応
を
講
じ
て

き
た
は
ず
で
あ
る
。

《
教
育
委
員
会
》

【
学
校
教
育
課
】

田
邊
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
２
名
分
の
計
上

だ
が
、
県
の
予
算
で
１
名
増

の
合
計
３
名
体
制
と
な
る
。

人
員
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

内
藤
課
長
　
現
在
募
集
中
で

あ
る
。

　【生
涯
学
習
課
】

新
田
　
指
定
管
理
施
設
の
委

託
料
が
軒
並
み
減
額
に
な
る

が
、燃
料
費
高
騰
の
影
響
は
。

児
玉
課
長
　
指
定
管
理
の
協

定
の
中
で
、
物
価
変
動
が

あ
っ
た
際
に
指
定
管
理
料
の

変
更
の
項
目
が
あ
る
の
で
、

申
し
出
に
よ
っ
て
協
議
を
し

て
い
く
。

《
産
業
振
興
部
》

【
地
域
営
農
課
】

山
本（
数
）　
高
齢
で
農
業
を

止
め
ざ
る
を
得
な
い
専
業
農

家
と
、
若
い
就
農
者
を
つ
な

ぐ
事
業
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
度
の
予
算
で
は
ど
こ
で

対
応
す
る
か
。

三
戸
課
長
　
県
の
就
農
支
援

課
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
情
報

収
集
を
行
い
、
新
規
就
農
総

合
支
援
事
業
や
農
業
後
継
者

育
成
支
援
事
業
で
支
援
す

る
。
　
　

秋
田
　
地
産
地
消
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
ベ
ジ
パ
ー
ク
安

芸
高
田
の
生
産
向
上
に
つ
な

が
る
産
直
市
農
産
物
生
産
振

興
支
援
事
業
補
助
金
が
減

額
。
農
産
物
６
次
産
業
化
推

進
事
業
補
助
金
が
廃
止
さ
れ

た
。
地
産
地
消
推
進
に
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
は
な
い
か
。

三
戸
課
長
　
今
回
の
事
業

は
、
産
直
市
が
開
業
す
る
１

年
前
か
ら
の
３
年
間
で
事
業

実
施
を
し
た
も
の
で
、
あ
る

程
度
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。

今
後
は
ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

山
根
　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

費
だ
が
、
被
害
は
大
き
く
な

る
中
で
減
額
に
な
っ
て
い
る

説
明
と
、
ど
こ
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
か
説
明
を
伺
う
。

三
戸
課
長
　
令
和
２
年
の
捕

獲
頭
数
が
例
年
よ
り
多
か
っ

た
た
め
、
そ
れ
に
見
合
う
予

算
を
今
年
度
確
保
し
た
。
し

か
し
実
績
見
込
み
か
ら
、
そ

こ
ま
で
の
支
出
に
な
ら
な
い

と
み
て
減
額
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
捕
獲
に
係
る
委
託

料
の
一
部
を
国
庫
補
助
金
で

計
上
し
て
い
る
。
積
極
的
な

捕
獲
活
動
は
、
今
ま
で
通
り

実
施
し
て
い
き
た
い
。

《
建
設
部
》

【
住
宅
政
策
課
】

山
本（
数
）　
甲
田
・
常
友
の
市

有
住
宅
廃
止
に
伴
い
、
現
入

居
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

小
櫻
課
長
　
入
居
者
の
方
に

は
丁
寧
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　【す
ぐ
や
る
課
】

熊
高
　
道
路
維
持
経
費
の
各

町
の
費
用
は
。

河
野
課
長
　
表
の
通
り

《
建
設
部
全
体
》

熊
高
　
す
ぐ
や
る
課
を
、
支

所
か
ら
本
庁
に
一
本
化
す
る

と
い
う
話
だ
が
、
市
民
の
中

に
は
、
機
動
力
を
不
安
視
す

る
声
も
あ
る
が
。

河
野
課
長
　
各
支
所
に
駐
在

し
て
い
る
職
員
が
本
庁
へ
集

約
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
、
要
望
そ
の
他
パ

ト
ロ
ー
ル
、
市
内
全
域
行
っ

て
、
安
全
な
道
路
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。

【支所別市道維持費】

吉　田
八千代
美土里
高　宮
甲　田
向　原

1,400万円
900万円

1,250万円
1,400万円
1,150万円
900万円

一般会計補正予算（第13号）
18億1699万8千円を減額
一般会計補正予算（第13号）
18億1699万8千円を減額

可
決

3
年
度
補
正

令和3年度一般会計補正予算（第13号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ18億1,699万8千円を減額し、歳入歳出予算の総額を
225億8,848万5千円とするものです。なお、今回の補正は決算見込みに伴う予算調整が主なものです。

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明

総　務　部 △16,336

1．歳出【通常分】

庁舎管理費5,161、電算システム事業費△10,594
消防施設管理費△3,070、消防施設整備事業費△6,000
広域ネットワーク管理事業費3,506　等

企画振興部 147,029
基金管理に要する経費156,448　
元金償還利子償還△7,214
定住促進事業費△5,434　
ふるさと応援寄付金推進事業費5,567　等

市　民　部 △9,622 人権推進事業費△6,429　 等

福祉保健部 △113,698
私立保育園費4,784、放課後児童クラブ運営費4,948
子育て支援センター運営費△8,977
児童手当給付事業費△2,591、特別会計繰出金△13,418
母子保健・後期高齢者医療事業費△70,590　等

産業振興部 △42,497 有害鳥獣対策事業費△8,560、畜産振興事業費△13,865
企業立地推進事業費△13,700　 等

建　設　部 51,937
住宅建設費△12,758、市道改良事業費△24,200
市道道路維持費50,000、県委託県道維持委託料30,000
特別会計繰出金17,467　等

消 防 本 部 △13,852 消防総務管理費△13,329　等

教育委員会 △15,378
情報教育推進基盤整備事業費△2,409
就学援助事業費△5,600
小学校管理費、給食センター運営事業費△4,430　等

選挙管理委員会 △15,434 広島県知事選挙、衆議院議員選挙費　等

議会事務局 △278 議会運営・調査事業費

そ　の　他 △532 農業委員会、公平委員会費　等
合　　　計 △28,661

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明
総　務　部 △8,419

2．歳出【災害関連】

災害対策費
市　民　部 △40,194 塵芥処理事業費

産業振興部 △915,518 農地災害復旧事業費△390,190、農業施設災害復旧事業費
△413,678、林業施設災害復旧事業費△93,450　等

建　設　部 △701,706 土木施設災害復旧事業費△667,559、住宅建設費△34,147
教育委員会 1,980 文化財災害復旧費1,980

そ　の　他 △1,919 社会福祉総務管理費　等
合　　　計 △1,665,776 橋梁及び河川の状況を確認するすぐやる課職員
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総務文教総務文教 補正予算補正予算

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

新型コロナウイルス
感染症対策 △90,843

3．歳出【新型コロナウイルス感染症対策】

国庫支出金等返還経費21,650
商工業振興事業費△108,000　等

事業の中止等 △31,718 非常備消防費、観光振興事業費　等

合　　　計 △122,561

歳出総合計 △1,816,998

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

市　　　税 130,000

4．歳入

市民税、固定資産税

地方譲与税 64 森林環境譲与税

利子割交付金 234 利子割交付金

配当割交付金 5,528 配当割交付金

株式等譲与
所得割交付金 7,618 株式等譲与所得割交付金

法人事業税
交付金 10,978 法人事業税交付金

地方消費税
交付金 39,469

ゴルフ場利用税
交付金 163

環境性能割交付金 △1,844

地方特例交付金 123,717

地方交付税 254,227

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金

新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補てん特例交付金

普通交付税

分担金及び負担金 △68,581 農地災害復旧事業分担金、治山事業分担金　等

使用料及び手数料 △165 へき地教員住宅使用料

国庫支出金 △360,157 現年災害復旧事業負担金　等

県 支 出 金 △521,484 畜産クラスター事業補助金、農業用災害復旧費補助金　等

財 産 収 入 △261 財政調整基金利子　等

寄　付　金 12,211 財政調整基金繰入金補助金　他

繰　入　金 △649,224 純繰越金

諸　収　入 11,309 広島県市町村振興協会災害見舞金　他

市　　　債 △810,800 道路橋梁新設改良事業、土木災害・農林災害復旧事業　等

合　　　計 △1,816,998

　
３
月
２
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
９
件
と

陳
情
・
要
望
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
、
報
告
を

７
件
受
け
ま
し
た
。ま

た
、
３
月
15
日
に
所
管

事
務
調
査
１
件
を
行
い

ま
し
た
。

　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
サ
ッ
カ

ー
公
園
設
置
及
び
管

理
条
例

他
9
件

　（
所
管
事
務
調
査
）

○
市
の
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て

　
（
報
告
事
項
）

○
開
庁
時
間
の
変
更
に

つ
い
て

他
６
件

　　委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

総
務
文
教
常
任
委
員
会

サ
ッ
カ
ー
公
園
設
置
及

び
管
理
条
例
、
温
水
プ
ー

ル
設
置
及
び
管
理
条
例

の
制
定

　
　
■
概
要

　
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園

及
び
吉
田
温
水
プ
ー
ル

設
置
条
例
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
し
、
そ
れ
ぞ

れ
利
用
料
金
限
度
額
の

上
限
の
引
き
上
げ
を
含

め
、
新
た
に
施
設
ご
と

に
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　市
の
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
10
施
設
、
４
団
体
が

令
和
４
年
度
よ
り
３
年

間
か
ら
５
年
間
の
指
定

を
受
け
る
も
の
。
主
な

も
の
、
サ
ッ
カ
ー
公
園
は

㈱
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

が
３
年
間
、
温
水
プ
ー

ル
は
安
芸
高
田
市
地
域

振
興
事
業
団
が
３
年
間

と
す
る
も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　

市
立
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
■
概
要

　
教
育
委
員
会
方
針「
市

立
図
書
館
の
今
後
に
つ
い

て
」
に
基
づ
き
、
市
内
６

図
書
館
の
開
館
時
間
と

休
館
日
の
変
更
を
行
う

も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　
　

報
告
事
項

　
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ

い
て　

　
■
概
要

　
庁
舎
の
開
庁
時
間
を

10
月
１
日
か
ら
９
時
か

ら
17
時
と
す
る
も
の
。

　消
防
本
部
の
北
部
分
駐

所
の
運
用
変
更
に
つ
い
て

　■
概
要

　
現
在
、
９
時
か
ら
16

時
ま
で
の
運
用
時
間
を

９
時
か
ら
16
時
45
分
ま

で
延
長
す
る
。
加
え
て
、

更
新
予
定
の
消
防
ポ
ン

プ
車
を
廃
車
せ
ず
、
北

部
分
駐
所
に
再
配
備
し
、

火
災
の
対
応
を
可
能
に

す
る
。

　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

　　■
概
要

　
当
市
の
現
状
と
、
目

指
す
べ
き
都
市
の
姿
に
対

す
る
市
民
の
共
通
認
識

を
つ
く
る
た
め
に
、
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い

う
形
で
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
来
年
３
月
に
か
け
５

回
程
度
策
定
委
員
会
を

開
催
し
地
域
別
構
想
や

立
地
適
正
化
計
画
を
策

定
し
、
年
度
末
に
は
地

域
別
構
想
の
概
要
を
公

表
す
る
。

　中
学
校
の
規
模
適
正
化

に
つ
い
て

　　■
概
要

　
令
和
４
年
度
に
お
い

て
民
意
を
踏
ま
え
た
上

で
、
統
合
計
画
を
策
定

し
教
育
委
員
会
会
議
で

方
針
を
決
定
す
る
。

　
　

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

　　■
概
要

　
閉
校
に
な
っ
た
刈
田

小
、
郷
野
小
、
来
原
小
、

小
田
東
小
、
美
土
里
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

一
般
公
募
に
よ
り
７
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
、

現
在
、
協
議
調
整
中
で

賃
貸
・
売
却
に
つ
い
て

金
額
提
示
の
準
備
段
階

に
入
っ
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

　〇
市
の
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て

先
川
　
支
持
者
か
ら
広

報
は
「
市
長
の
私
物
化
」

の
声
が
出
て
い
る
が
。

米
村
副
市
長
　
私
物
化

と
い
う
の
は
聞
い
た
事
も

な
い
。
今
現
在
で
言
え
ば

私
は
、
間
違
っ
た
広
報
で

は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

陳　情　書
　
　「『島根原子力発電所２号機の再稼働をしないこと』を
決議し、島根県及び中国電力(株)に決議したことを通
知すること」に関する陳情 
＜要　旨＞
　島根原発事故の際、安芸高田市は避難先となっている
が十分な対策ができていない。また1989年に営業運
転し政府が運転しないという40年超えに迫っている。
住民を守るためにも再稼働しないことの決議を求める。
＜陳情者＞
増野一恵、
溝田一成（島根県原発再稼働を止めよう連絡会代表） 
＜審査結果＞
地元自治体及び周辺自治体の態度がはっきりしていない
ところもあり、継続審査とした。
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一般
質問

一般
質問

運用時間を拡大する
考えはないか？
市長／新年度から45分伸ばす
　　　可能な限り改善を行う

消
防
の
北
部

分
駐
所
に
つ
い
て南澤 克彦

（無所属）

い
７
〜
22
時
で
も
16
回

／
年
で
あ
る
。
勤
務
を

倍
に
し
15
時
間
体
制
に

し
て
は
と
考
え
る
が
、

そ
の
際
、
現
状
の
２
，

２
８
０
万
円
／
年
の
経

費
は
い
く
ら
増
え
る
か
。

土
井
消
防
長
　
現
状
で

は
15
時
間
制
は
と
れ
な

い
。
や
る
と
す
れ
ば
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
、

そ
の
際
は
約
４
，５
０

０
万
円
増
と
な
る
。

南
澤
　
運
用
時
間
を
拡

大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
現
状
考
え
て
い

南
澤
　
現
在
平
日
の
９

〜
16
時
の
運
営
で
、
直

近
３
年
間
の
１
時
間
あ

た
り
の
平
均
出
動
回
数

は
約
18
回
／
年
で
あ
る

が
、
カ
バ
ー
し
て
い
な

な
い
。新
年
度
か
ら
45
分

伸
ば
す
が
、こ
れ
で
も
相

当
な
前
進
で
あ
る
。可

能
な
限
り
改
善
を
行
う
。

南
澤
　
出
動
回
数
に
大

差
は
な
い
が
15
時
間
に

拡
大
し
な
い
理
由
は
。

土
井
消
防
長
　
全
出
動

件
数
の
内
、
カ
バ
ー
で

き
て
い
な
い
休
日
・
夜

間
の
30
分
以
上
か
か
る

場
所
へ
の
出
動
は
0.5
〜

１
％
。
財
政
的
な
制
約

が
あ
る
中
、
た
だ
ち
に

拡
大
す
る
状
況
に
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

運
用
時
間
以
外
の

出
動
頻
度
も
多
い

北部分駐所の出動状況

地図情報システム
(GIS)の必要性
市長／災害時に活用できるよう
　　　対応を進めている

情
報
発
信

田邊 介三
（無所属）

秋田 雅朝
（無所属）

か
、
シ
ス
テ
ム
上
の
制

限
を
確
認
し
な
が
ら
、

対
応
を
進
め
て
い
く
。

田
邊
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
提
供

を
行
う
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
　
計
画
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
ま
ず
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
基
に
情
報
を

蓄
積
す
る
仕
組
み
を
整

え
、
画
像
デ
ー
タ
を
公

表
す
る
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

田
邊
　
映
像
通
報
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
が
、
災

害
現
場
を
撮
影
し
た
動

画
や
画
像
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ

活
用
す
る
考
え
が
あ
る

か
。

市
長
　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
画
像

や
動
画
が
添
付
で
き
る

田
邊
　
近
隣
の
自
治
体

や
県
と
連
携
し
て
、

デ
ー
タ
の
形
を
作
っ
て

い
く
た
め
の
働
き
か
け

を
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
　
広
島
広
域
都
市

圏
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
協
議
会

が
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
構
築
し
て
い
る
。
こ

ち
ら
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

取
組
を
進
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

地図情報システム(GIS)を活用した道路規制情報
【引用元：静岡市「しずみちinfo」】

秋
田
　
昨
年
末
実
施
の

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
結
果

で
、
市
民
の
周
辺
地
域

が
廃
れ
る
等
の
懸
念
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
回
収
状
況
、
回

収
率
か
ら
は
、
周
辺
が

ど
う
こ
う
と
い
う
傾
向

は
、
特
に
読
み
取
れ
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

秋
田
　
回
収
結
果
を
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
結
果
か
ら
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と

最
適
な
都
市
機
能
の
配

置
や
そ
れ
を
連
結
す
る

公
共
交
通
の
形
を
設
計

す
る
方
針
で
あ
る
。

秋
田
　
都
市
・
立
地
適

正
化
・
公
共
交
通
の
各

計
画
の
整
合
性
は
。

猪
掛
企
画
振
興
部
長
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
が
こ
れ
ら
の
中
で

は
最
上
位
の
位
置
づ
け

で
あ
る
。
適
正
化
計
画

で
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

実
現
の
施
策
を
位
置
づ

け
、
公
共
交
通
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
連
結
す
る

の
が
公
共
交
通
計
画
で

あ
る
。

都市計画
マスタープラン 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
活
用
は

市
長
／
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
で
最
適
な

　
　
　
都
市
機
能
の
配
置
を
目
指
す

検討中の都市構造イメージ（広報あきたかた令和4年3月号より）

金行 哲昭
（無所属）

金
行
　
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、
公

共
施
設
の
延
床
面
積
を

20
年
間
で
30
％
以
上
削

減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

今
６
年
を
経
過
し
て
お

り
、
達
成
率
は
４
％
で

今
後
の
施
設
等
の
統
廃

合
、
売
却
の
考
え
は
。

市
長
　
あ
ら
ゆ
る
施
設

が
そ
の
検
討
の
対
象
で

あ
り
、
合
併
し
て
市
に

な
っ
て
分
か
っ
て
い
た

事
実
で
あ
り
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
集
約
し
て
再

配
置
を
進
め
、
活
用
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

に
譲
る
の
も
含
め
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

金
行
　
江
の
川
の
上
流

の
流
域
を
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
の

対
象
と
し
て
指
定
を
。

市
長
　
三
次
市
、
そ
し

て
北
広
島
町
と
連
携
し

国
へ
要
望
を
行
う
予
定
。

金
行
　
中
学
校
規
模
適

正
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

教
育
長
　
小
学
校
区
単

位
で
説
明
会
を
開
き
、

事
業
を
進
め
る
方
針
で

あ
る
。

中
学
校
規
模
適
正
化

浸
水
対
策
法
対
象
に

公共施設

公
共
施
設
の

統
廃
合
は

市
長
／
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

　
　
　
集
約
し
、
再
配
置

旧郷野小学校
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総務文教総務文教 補正予算補正予算

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

新型コロナウイルス
感染症対策 △90,843

3．歳出【新型コロナウイルス感染症対策】

国庫支出金等返還経費21,650
商工業振興事業費△108,000　等

事業の中止等 △31,718 非常備消防費、観光振興事業費　等

合　　　計 △122,561

歳出総合計 △1,816,998

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

市　　　税 130,000

4．歳入

市民税、固定資産税

地方譲与税 64 森林環境譲与税

利子割交付金 234 利子割交付金

配当割交付金 5,528 配当割交付金

株式等譲与
所得割交付金 7,618 株式等譲与所得割交付金

法人事業税
交付金 10,978 法人事業税交付金

地方消費税
交付金 39,469

ゴルフ場利用税
交付金 163

環境性能割交付金 △1,844

地方特例交付金 123,717

地方交付税 254,227

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金

新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補てん特例交付金

普通交付税

分担金及び負担金 △68,581 農地災害復旧事業分担金、治山事業分担金　等

使用料及び手数料 △165 へき地教員住宅使用料

国庫支出金 △360,157 現年災害復旧事業負担金　等

県 支 出 金 △521,484 畜産クラスター事業補助金、農業用災害復旧費補助金　等

財 産 収 入 △261 財政調整基金利子　等

寄　付　金 12,211 財政調整基金繰入金補助金　他

繰　入　金 △649,224 純繰越金

諸　収　入 11,309 広島県市町村振興協会災害見舞金　他

市　　　債 △810,800 道路橋梁新設改良事業、土木災害・農林災害復旧事業　等

合　　　計 △1,816,998

　
３
月
２
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
９
件
と

陳
情
・
要
望
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
、
報
告
を

７
件
受
け
ま
し
た
。ま

た
、
３
月
15
日
に
所
管

事
務
調
査
１
件
を
行
い

ま
し
た
。

　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
サ
ッ
カ

ー
公
園
設
置
及
び
管

理
条
例

他
9
件

　（
所
管
事
務
調
査
）

○
市
の
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て

　
（
報
告
事
項
）

○
開
庁
時
間
の
変
更
に

つ
い
て

他
６
件

　　委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

総
務
文
教
常
任
委
員
会

サ
ッ
カ
ー
公
園
設
置
及

び
管
理
条
例
、
温
水
プ
ー

ル
設
置
及
び
管
理
条
例

の
制
定

　
　
■
概
要

　
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園

及
び
吉
田
温
水
プ
ー
ル

設
置
条
例
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
し
、
そ
れ
ぞ

れ
利
用
料
金
限
度
額
の

上
限
の
引
き
上
げ
を
含

め
、
新
た
に
施
設
ご
と

に
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　市
の
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
10
施
設
、
４
団
体
が

令
和
４
年
度
よ
り
３
年

間
か
ら
５
年
間
の
指
定

を
受
け
る
も
の
。
主
な

も
の
、
サ
ッ
カ
ー
公
園
は

㈱
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

が
３
年
間
、
温
水
プ
ー

ル
は
安
芸
高
田
市
地
域

振
興
事
業
団
が
３
年
間

と
す
る
も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　

市
立
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
■
概
要

　
教
育
委
員
会
方
針「
市

立
図
書
館
の
今
後
に
つ
い

て
」
に
基
づ
き
、
市
内
６

図
書
館
の
開
館
時
間
と

休
館
日
の
変
更
を
行
う

も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　
　

報
告
事
項

　
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ

い
て　

　
■
概
要

　
庁
舎
の
開
庁
時
間
を

10
月
１
日
か
ら
９
時
か

ら
17
時
と
す
る
も
の
。

　消
防
本
部
の
北
部
分
駐

所
の
運
用
変
更
に
つ
い
て

　■
概
要

　
現
在
、
９
時
か
ら
16

時
ま
で
の
運
用
時
間
を

９
時
か
ら
16
時
45
分
ま

で
延
長
す
る
。
加
え
て
、

更
新
予
定
の
消
防
ポ
ン

プ
車
を
廃
車
せ
ず
、
北

部
分
駐
所
に
再
配
備
し
、

火
災
の
対
応
を
可
能
に

す
る
。

　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

　　■
概
要

　
当
市
の
現
状
と
、
目

指
す
べ
き
都
市
の
姿
に
対

す
る
市
民
の
共
通
認
識

を
つ
く
る
た
め
に
、
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い

う
形
で
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
来
年
３
月
に
か
け
５

回
程
度
策
定
委
員
会
を

開
催
し
地
域
別
構
想
や

立
地
適
正
化
計
画
を
策

定
し
、
年
度
末
に
は
地

域
別
構
想
の
概
要
を
公

表
す
る
。

　中
学
校
の
規
模
適
正
化

に
つ
い
て

　　■
概
要

　
令
和
４
年
度
に
お
い

て
民
意
を
踏
ま
え
た
上

で
、
統
合
計
画
を
策
定

し
教
育
委
員
会
会
議
で

方
針
を
決
定
す
る
。

　
　

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

　　■
概
要

　
閉
校
に
な
っ
た
刈
田

小
、
郷
野
小
、
来
原
小
、

小
田
東
小
、
美
土
里
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

一
般
公
募
に
よ
り
７
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
、

現
在
、
協
議
調
整
中
で

賃
貸
・
売
却
に
つ
い
て

金
額
提
示
の
準
備
段
階

に
入
っ
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

　〇
市
の
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て

先
川
　
支
持
者
か
ら
広

報
は
「
市
長
の
私
物
化
」

の
声
が
出
て
い
る
が
。

米
村
副
市
長
　
私
物
化

と
い
う
の
は
聞
い
た
事
も

な
い
。
今
現
在
で
言
え
ば

私
は
、
間
違
っ
た
広
報
で

は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

陳　情　書
　
　「『島根原子力発電所２号機の再稼働をしないこと』を
決議し、島根県及び中国電力(株)に決議したことを通
知すること」に関する陳情 
＜要　旨＞
　島根原発事故の際、安芸高田市は避難先となっている
が十分な対策ができていない。また1989年に営業運
転し政府が運転しないという40年超えに迫っている。
住民を守るためにも再稼働しないことの決議を求める。
＜陳情者＞
増野一恵、
溝田一成（島根県原発再稼働を止めよう連絡会代表） 
＜審査結果＞
地元自治体及び周辺自治体の態度がはっきりしていない
ところもあり、継続審査とした。
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一般
質問

一般
質問

運用時間を拡大する
考えはないか？
市長／新年度から45分伸ばす
　　　可能な限り改善を行う

消
防
の
北
部

分
駐
所
に
つ
い
て南澤 克彦

（無所属）

い
７
〜
22
時
で
も
16
回

／
年
で
あ
る
。
勤
務
を

倍
に
し
15
時
間
体
制
に

し
て
は
と
考
え
る
が
、

そ
の
際
、
現
状
の
２
，

２
８
０
万
円
／
年
の
経

費
は
い
く
ら
増
え
る
か
。

土
井
消
防
長
　
現
状
で

は
15
時
間
制
は
と
れ
な

い
。
や
る
と
す
れ
ば
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
、

そ
の
際
は
約
４
，５
０

０
万
円
増
と
な
る
。

南
澤
　
運
用
時
間
を
拡

大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
現
状
考
え
て
い

南
澤
　
現
在
平
日
の
９

〜
16
時
の
運
営
で
、
直

近
３
年
間
の
１
時
間
あ

た
り
の
平
均
出
動
回
数

は
約
18
回
／
年
で
あ
る

が
、
カ
バ
ー
し
て
い
な

な
い
。新
年
度
か
ら
45
分

伸
ば
す
が
、こ
れ
で
も
相

当
な
前
進
で
あ
る
。可

能
な
限
り
改
善
を
行
う
。

南
澤
　
出
動
回
数
に
大

差
は
な
い
が
15
時
間
に

拡
大
し
な
い
理
由
は
。

土
井
消
防
長
　
全
出
動

件
数
の
内
、
カ
バ
ー
で

き
て
い
な
い
休
日
・
夜

間
の
30
分
以
上
か
か
る

場
所
へ
の
出
動
は
0.5
〜

１
％
。
財
政
的
な
制
約

が
あ
る
中
、
た
だ
ち
に

拡
大
す
る
状
況
に
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

運
用
時
間
以
外
の

出
動
頻
度
も
多
い

北部分駐所の出動状況

地図情報システム
(GIS)の必要性
市長／災害時に活用できるよう
　　　対応を進めている

情
報
発
信

田邊 介三
（無所属）

秋田 雅朝
（無所属）

か
、
シ
ス
テ
ム
上
の
制

限
を
確
認
し
な
が
ら
、

対
応
を
進
め
て
い
く
。

田
邊
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
提
供

を
行
う
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
　
計
画
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
ま
ず
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
基
に
情
報
を

蓄
積
す
る
仕
組
み
を
整

え
、
画
像
デ
ー
タ
を
公

表
す
る
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

田
邊
　
映
像
通
報
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
が
、
災

害
現
場
を
撮
影
し
た
動

画
や
画
像
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ

活
用
す
る
考
え
が
あ
る

か
。

市
長
　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
画
像

や
動
画
が
添
付
で
き
る

田
邊
　
近
隣
の
自
治
体

や
県
と
連
携
し
て
、

デ
ー
タ
の
形
を
作
っ
て

い
く
た
め
の
働
き
か
け

を
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
　
広
島
広
域
都
市

圏
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
協
議
会

が
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
構
築
し
て
い
る
。
こ

ち
ら
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

取
組
を
進
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

地図情報システム(GIS)を活用した道路規制情報
【引用元：静岡市「しずみちinfo」】

秋
田
　
昨
年
末
実
施
の

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
結
果

で
、
市
民
の
周
辺
地
域

が
廃
れ
る
等
の
懸
念
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
回
収
状
況
、
回

収
率
か
ら
は
、
周
辺
が

ど
う
こ
う
と
い
う
傾
向

は
、
特
に
読
み
取
れ
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

秋
田
　
回
収
結
果
を
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
結
果
か
ら
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と

最
適
な
都
市
機
能
の
配

置
や
そ
れ
を
連
結
す
る

公
共
交
通
の
形
を
設
計

す
る
方
針
で
あ
る
。

秋
田
　
都
市
・
立
地
適

正
化
・
公
共
交
通
の
各

計
画
の
整
合
性
は
。

猪
掛
企
画
振
興
部
長
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
が
こ
れ
ら
の
中
で

は
最
上
位
の
位
置
づ
け

で
あ
る
。
適
正
化
計
画

で
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

実
現
の
施
策
を
位
置
づ

け
、
公
共
交
通
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
連
結
す
る

の
が
公
共
交
通
計
画
で

あ
る
。

都市計画
マスタープラン 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
活
用
は

市
長
／
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
で
最
適
な

　
　
　
都
市
機
能
の
配
置
を
目
指
す

検討中の都市構造イメージ（広報あきたかた令和4年3月号より）

金行 哲昭
（無所属）

金
行
　
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、
公

共
施
設
の
延
床
面
積
を

20
年
間
で
30
％
以
上
削

減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

今
６
年
を
経
過
し
て
お

り
、
達
成
率
は
４
％
で

今
後
の
施
設
等
の
統
廃

合
、
売
却
の
考
え
は
。

市
長
　
あ
ら
ゆ
る
施
設

が
そ
の
検
討
の
対
象
で

あ
り
、
合
併
し
て
市
に

な
っ
て
分
か
っ
て
い
た

事
実
で
あ
り
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
集
約
し
て
再

配
置
を
進
め
、
活
用
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

に
譲
る
の
も
含
め
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

金
行
　
江
の
川
の
上
流

の
流
域
を
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
の

対
象
と
し
て
指
定
を
。

市
長
　
三
次
市
、
そ
し

て
北
広
島
町
と
連
携
し

国
へ
要
望
を
行
う
予
定
。

金
行
　
中
学
校
規
模
適

正
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

教
育
長
　
小
学
校
区
単

位
で
説
明
会
を
開
き
、

事
業
を
進
め
る
方
針
で

あ
る
。

中
学
校
規
模
適
正
化

浸
水
対
策
法
対
象
に

公共施設

公
共
施
設
の

統
廃
合
は

市
長
／
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

　
　
　
集
約
し
、
再
配
置

旧郷野小学校
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産業厚生産業厚生
　
３
月
３
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
３
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

を
７
件
受
け
ま
し
た
。

　（主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
　○

安
芸
高
田
市
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

他
議
案
１
件

報
告
７
件

　　委
員
長
　
大
下
　
正
幸

副
委
員
長
　
芦
田
　
宏
治

委
　
　
員
　
田
邊
　
介
三

　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
秋
田
　
雅
朝

　
　
　
　
　
金
行
　
哲
昭

　
　
　
　
　
石
飛
　
慶
久

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

1011

福寿荘

国
民
健
康
保
険
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　

　
■
概
要

　
県
か
ら
示
さ
れ
た
指

示
数
値
に
基
き
国
民
健

康
保
険
税
の
税
率
を
改

定
す
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　　
■
質
疑

金
行
　
税
額
に
つ
い
て
、

全
体
の
80
％
の
方
が
下

が
り
、
14
％
の
方
が
上

が
る
と
理
解
し
て
い
い

か
。

竹
本
税
務
課
長
　
マ
イ

ナ
ス
１
万
円
台
か
ら
マ

イ
ナ
ス
１
０
０
円
ま
で

の
３
０
８
０
世
帯
、
全

体
の
80
．
３
％
の
方
の

税
額
が
下
が
り
、
１
０

０
円
か
ら
３
万
円
台
の

５
４
５
世
帯
、
14
．
２

％
の
方
の
税
額
が
上
が

る
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
■
概
要

　
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業 

並
び
に
特
定
子

ど
も
・
子
育
て
施
設
等

の
運
営
に
関
す
る
基
準

及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令
の
改
正
に
伴
い
、
市

の
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
。

　　
■
質
疑

田
邊
　
電
磁
的
記
録
の

提
供
方
法
や
種
類
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
同
意

を
ど
の
よ
う
な
形
で
取

ら
れ
る
の
か
。

久
城
子
育
て
支
援
課
長

　同
意
を
い
た
だ
く
場

合
は
、
文
書
ま
た
は
口

頭
で
お
聞
き
し
て
、
そ

れ
を
記
録
と
し
て
残
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

保
護
者
が
承
諾
さ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
ス

マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い

等
の
理
由
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
書
面
が
適
切

だ
と
思
う
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　　た
か
み
や
湯
の
森
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　■
概
要

　
高
宮
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
た
福
寿
荘
を

廃
止
し
、
宿
泊
施
設
と

し
て
、
安
芸
高
田
市
た

か
み
や
湯
の
森
設
置
及

び
管
理
条
例
に
移
管
し
、

利
用
料
金
の
額
の
範
囲

に
つ
い
て
も
改
め
る
も

の
。

　

　
　■
質
疑

秋
田
　
入
浴
料
に
つ
い

て
、
増
額
の
根
拠
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

松
田
商
工
観
光
課
長

　

大
浴
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
伴
い
、
料
金
を
改

定
し
て
、
収
益
の
改
善

を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
子
供
料

金
に
つ
い
て
は
、
据
え

置
く
と
い
う
と
こ
ろ
で

調
整
を
か
け
て
い
る
。

熊
高
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

プ
ー
ル
が
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
施
設
も
含
め

て
結
果
的
に
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

松
田
商
工
観
光
課
長

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル

は
利
用
者
が
少
な
く
経

費
の
削
減
も
必
要
と
い

う
こ
と
で
５
月
に
廃
止

を
し
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
解
体
は

当
面
実
施
し
な
い
よ
う

に
考
え
て
い
る
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

施
設
が
で
き
る
と
い
い

の
で
は
な
い
か
と
検
討

し
て
い
る
。

　
　

　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

報
告
事
項

　
江
の
川
上
流
域
の
特
定

都
市
河
川
法
指
定
に
つ

い
て　　■

概
要

　
安
芸
高
田
市
に
お
い

て
は
近
年
の
豪
雨
に
よ

り
多
く
の
浸
水
被
害
が

発
生
し
て
お
り
、
流
域

治
水
と
い
う
考
え
の
も

と
国
、
県
、
市
と
連
携

を
持
ち
な
が
ら
、
協
働

し
て
水
害
対
策
を
行
っ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
。

安芸高田市議会だより 第73号　令和4年 5 月15日発行 1011

一般
質問

公共施設の指定管理者
公募の結果は
教育長／５施設にそれぞれ
　　　　１団体の応募があった

公
共
施
設
の

管
理
に
つ
い
て芦田 宏治

（無所属）

芦
田
　
公
募
し
た
に
も

拘
ら
ず
応
募
し
た
の
は

現
在
の
指
定
管
理
者
の

み
で
あ
っ
た
が
、
今
後

の
指
定
管
理
者
公
募
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
経
費
縮
減
と

効
率
的
な
施
設
運
営
に

は
、
競
争
原
理
に
基
づ

く
公
募
は
有
効
。
今
回

芦
田
　
昨
年
11
月
29
日

に
吉
田
運
動
公
園
、
吉

田
温
水
プ
ー
ル
、
八
千

代
・
美
土
里
・
高
宮
Ｂ

＆
Ｇ
の
指
定
管
理
者
を

公
募
し
た
結
果
は
。

教
育
長
　
そ
れ
ぞ
れ
１

団
体
の
応
募
が
あ
っ

た
。

の
公
募
に
対

す
る
課
題
や

反
省
を
踏
ま

え
て
今
後
も

公
募
す
る
方

針
。

芦
田
　
向
原

駅
や
道
の
駅

か
ら
吉
田

サ
ッ
カ
ー
公

園
へ
の
交
通

手
段
に
つ
い

て
の
検
討
は
。

市
長
　
ア
ク

セ
ス
が
悪
い

と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い

る
。来
年
度
、

地
域
公
共
交

通
計
画
を
策

定
す
る
の
で

検
討
す
る
。

芦
田
　
吉
田
サ
ッ
カ
ー

公
園
の
人
工
芝
の
張
替

と
天
然
芝
の
整
備
・
改

修
の
具
体
的
な
計
画
は
。

市
長
　
人
工
芝
を
張
り

替
え
た
後
、
天
然
芝
に

取
り
掛
か
る
方
針
。

一問一答９人が
市政を問う
９人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！
インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！

〔視聴方法〕
　　　　　　  → 　　　　　　　  →  　　　　
https://www.akitakata. jp/ja/parliament/
インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン
環境などにより、正常に視聴できない場合がありますので、ご了承ください。
市内各支所でも議会中継をご覧になることができます。

市ホームページ 議会中継安芸高田市議会

人工芝グラウンド 天然芝グラウンド

安芸高田市吉田サッカー公園
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産業厚生産業厚生
　
３
月
３
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
３
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

を
７
件
受
け
ま
し
た
。

　（主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
　○

安
芸
高
田
市
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

他
議
案
１
件

報
告
７
件

　　委
員
長
　
大
下
　
正
幸

副
委
員
長
　
芦
田
　
宏
治

委
　
　
員
　
田
邊
　
介
三

　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
秋
田
　
雅
朝

　
　
　
　
　
金
行
　
哲
昭

　
　
　
　
　
石
飛
　
慶
久

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

1011

福寿荘

国
民
健
康
保
険
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　

　
■
概
要

　
県
か
ら
示
さ
れ
た
指

示
数
値
に
基
き
国
民
健

康
保
険
税
の
税
率
を
改

定
す
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　　
■
質
疑

金
行
　
税
額
に
つ
い
て
、

全
体
の
80
％
の
方
が
下

が
り
、
14
％
の
方
が
上

が
る
と
理
解
し
て
い
い

か
。

竹
本
税
務
課
長
　
マ
イ

ナ
ス
１
万
円
台
か
ら
マ

イ
ナ
ス
１
０
０
円
ま
で

の
３
０
８
０
世
帯
、
全

体
の
80
．
３
％
の
方
の

税
額
が
下
が
り
、
１
０

０
円
か
ら
３
万
円
台
の

５
４
５
世
帯
、
14
．
２

％
の
方
の
税
額
が
上
が

る
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
■
概
要

　
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業 

並
び
に
特
定
子

ど
も
・
子
育
て
施
設
等

の
運
営
に
関
す
る
基
準

及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令
の
改
正
に
伴
い
、
市

の
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
。

　　
■
質
疑

田
邊
　
電
磁
的
記
録
の

提
供
方
法
や
種
類
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
同
意

を
ど
の
よ
う
な
形
で
取

ら
れ
る
の
か
。

久
城
子
育
て
支
援
課
長

　同
意
を
い
た
だ
く
場

合
は
、
文
書
ま
た
は
口

頭
で
お
聞
き
し
て
、
そ

れ
を
記
録
と
し
て
残
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

保
護
者
が
承
諾
さ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
ス

マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い

等
の
理
由
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
書
面
が
適
切

だ
と
思
う
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　　た
か
み
や
湯
の
森
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　■
概
要

　
高
宮
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
た
福
寿
荘
を

廃
止
し
、
宿
泊
施
設
と

し
て
、
安
芸
高
田
市
た

か
み
や
湯
の
森
設
置
及

び
管
理
条
例
に
移
管
し
、

利
用
料
金
の
額
の
範
囲

に
つ
い
て
も
改
め
る
も

の
。

　

　
　■
質
疑

秋
田
　
入
浴
料
に
つ
い

て
、
増
額
の
根
拠
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

松
田
商
工
観
光
課
長

　

大
浴
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
伴
い
、
料
金
を
改

定
し
て
、
収
益
の
改
善

を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
子
供
料

金
に
つ
い
て
は
、
据
え

置
く
と
い
う
と
こ
ろ
で

調
整
を
か
け
て
い
る
。

熊
高
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

プ
ー
ル
が
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
施
設
も
含
め

て
結
果
的
に
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

松
田
商
工
観
光
課
長

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル

は
利
用
者
が
少
な
く
経

費
の
削
減
も
必
要
と
い

う
こ
と
で
５
月
に
廃
止

を
し
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
解
体
は

当
面
実
施
し
な
い
よ
う

に
考
え
て
い
る
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

施
設
が
で
き
る
と
い
い

の
で
は
な
い
か
と
検
討

し
て
い
る
。

　
　

　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

報
告
事
項

　
江
の
川
上
流
域
の
特
定

都
市
河
川
法
指
定
に
つ

い
て　　■

概
要

　
安
芸
高
田
市
に
お
い

て
は
近
年
の
豪
雨
に
よ

り
多
く
の
浸
水
被
害
が

発
生
し
て
お
り
、
流
域

治
水
と
い
う
考
え
の
も

と
国
、
県
、
市
と
連
携

を
持
ち
な
が
ら
、
協
働

し
て
水
害
対
策
を
行
っ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
。

安芸高田市議会だより 第73号　令和4年 5 月15日発行 1011

一般
質問

公共施設の指定管理者
公募の結果は
教育長／５施設にそれぞれ
　　　　１団体の応募があった

公
共
施
設
の

管
理
に
つ
い
て芦田 宏治

（無所属）

芦
田
　
公
募
し
た
に
も

拘
ら
ず
応
募
し
た
の
は

現
在
の
指
定
管
理
者
の

み
で
あ
っ
た
が
、
今
後

の
指
定
管
理
者
公
募
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
経
費
縮
減
と

効
率
的
な
施
設
運
営
に

は
、
競
争
原
理
に
基
づ

く
公
募
は
有
効
。
今
回

芦
田
　
昨
年
11
月
29
日

に
吉
田
運
動
公
園
、
吉

田
温
水
プ
ー
ル
、
八
千

代
・
美
土
里
・
高
宮
Ｂ

＆
Ｇ
の
指
定
管
理
者
を

公
募
し
た
結
果
は
。

教
育
長
　
そ
れ
ぞ
れ
１

団
体
の
応
募
が
あ
っ

た
。

の
公
募
に
対

す
る
課
題
や

反
省
を
踏
ま

え
て
今
後
も

公
募
す
る
方

針
。

芦
田
　
向
原

駅
や
道
の
駅

か
ら
吉
田

サ
ッ
カ
ー
公

園
へ
の
交
通

手
段
に
つ
い

て
の
検
討
は
。

市
長
　
ア
ク

セ
ス
が
悪
い

と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い

る
。来
年
度
、

地
域
公
共
交

通
計
画
を
策

定
す
る
の
で

検
討
す
る
。

芦
田
　
吉
田
サ
ッ
カ
ー

公
園
の
人
工
芝
の
張
替

と
天
然
芝
の
整
備
・
改

修
の
具
体
的
な
計
画
は
。

市
長
　
人
工
芝
を
張
り

替
え
た
後
、
天
然
芝
に

取
り
掛
か
る
方
針
。

一問一答９人が
市政を問う
９人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！
インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！

〔視聴方法〕
　　　　　　  → 　　　　　　　  →  　　　　
https://www.akitakata. jp/ja/parliament/
インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン
環境などにより、正常に視聴できない場合がありますので、ご了承ください。
市内各支所でも議会中継をご覧になることができます。

市ホームページ 議会中継安芸高田市議会

人工芝グラウンド 天然芝グラウンド

安芸高田市吉田サッカー公園
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総務文教総務文教 補正予算補正予算

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

新型コロナウイルス
感染症対策 △90,843

3．歳出【新型コロナウイルス感染症対策】

国庫支出金等返還経費21,650
商工業振興事業費△108,000　等

事業の中止等 △31,718 非常備消防費、観光振興事業費　等

合　　　計 △122,561

歳出総合計 △1,816,998

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

市　　　税 130,000

4．歳入

市民税、固定資産税

地方譲与税 64 森林環境譲与税

利子割交付金 234 利子割交付金

配当割交付金 5,528 配当割交付金

株式等譲与
所得割交付金 7,618 株式等譲与所得割交付金

法人事業税
交付金 10,978 法人事業税交付金

地方消費税
交付金 39,469

ゴルフ場利用税
交付金 163

環境性能割交付金 △1,844

地方特例交付金 123,717

地方交付税 254,227

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金

新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補てん特例交付金

普通交付税

分担金及び負担金 △68,581 農地災害復旧事業分担金、治山事業分担金　等

使用料及び手数料 △165 へき地教員住宅使用料

国庫支出金 △360,157 現年災害復旧事業負担金　等

県 支 出 金 △521,484 畜産クラスター事業補助金、農業用災害復旧費補助金　等

財 産 収 入 △261 財政調整基金利子　等

寄　付　金 12,211 財政調整基金繰入金補助金　他

繰　入　金 △649,224 純繰越金

諸　収　入 11,309 広島県市町村振興協会災害見舞金　他

市　　　債 △810,800 道路橋梁新設改良事業、土木災害・農林災害復旧事業　等

合　　　計 △1,816,998

　
３
月
２
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
９
件
と

陳
情
・
要
望
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
、
報
告
を

７
件
受
け
ま
し
た
。ま

た
、
３
月
15
日
に
所
管

事
務
調
査
１
件
を
行
い

ま
し
た
。

　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
サ
ッ
カ

ー
公
園
設
置
及
び
管

理
条
例

他
9
件

　（
所
管
事
務
調
査
）

○
市
の
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て

　
（
報
告
事
項
）

○
開
庁
時
間
の
変
更
に

つ
い
て

他
６
件

　　委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

総
務
文
教
常
任
委
員
会

サ
ッ
カ
ー
公
園
設
置
及

び
管
理
条
例
、
温
水
プ
ー

ル
設
置
及
び
管
理
条
例

の
制
定

　
　
■
概
要

　
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園

及
び
吉
田
温
水
プ
ー
ル

設
置
条
例
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
し
、
そ
れ
ぞ

れ
利
用
料
金
限
度
額
の

上
限
の
引
き
上
げ
を
含

め
、
新
た
に
施
設
ご
と

に
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　市
の
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
10
施
設
、
４
団
体
が

令
和
４
年
度
よ
り
３
年

間
か
ら
５
年
間
の
指
定

を
受
け
る
も
の
。
主
な

も
の
、
サ
ッ
カ
ー
公
園
は

㈱
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

が
３
年
間
、
温
水
プ
ー

ル
は
安
芸
高
田
市
地
域

振
興
事
業
団
が
３
年
間

と
す
る
も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　

市
立
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
■
概
要

　
教
育
委
員
会
方
針「
市

立
図
書
館
の
今
後
に
つ
い

て
」
に
基
づ
き
、
市
内
６

図
書
館
の
開
館
時
間
と

休
館
日
の
変
更
を
行
う

も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　
　

報
告
事
項

　
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ

い
て　

　
■
概
要

　
庁
舎
の
開
庁
時
間
を

10
月
１
日
か
ら
９
時
か

ら
17
時
と
す
る
も
の
。

　消
防
本
部
の
北
部
分
駐

所
の
運
用
変
更
に
つ
い
て

　■
概
要

　
現
在
、
９
時
か
ら
16

時
ま
で
の
運
用
時
間
を

９
時
か
ら
16
時
45
分
ま

で
延
長
す
る
。
加
え
て
、

更
新
予
定
の
消
防
ポ
ン

プ
車
を
廃
車
せ
ず
、
北

部
分
駐
所
に
再
配
備
し
、

火
災
の
対
応
を
可
能
に

す
る
。

　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

　　■
概
要

　
当
市
の
現
状
と
、
目

指
す
べ
き
都
市
の
姿
に
対

す
る
市
民
の
共
通
認
識

を
つ
く
る
た
め
に
、
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い

う
形
で
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
来
年
３
月
に
か
け
５

回
程
度
策
定
委
員
会
を

開
催
し
地
域
別
構
想
や

立
地
適
正
化
計
画
を
策

定
し
、
年
度
末
に
は
地

域
別
構
想
の
概
要
を
公

表
す
る
。

　中
学
校
の
規
模
適
正
化

に
つ
い
て

　　■
概
要

　
令
和
４
年
度
に
お
い

て
民
意
を
踏
ま
え
た
上

で
、
統
合
計
画
を
策
定

し
教
育
委
員
会
会
議
で

方
針
を
決
定
す
る
。

　
　

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

　　■
概
要

　
閉
校
に
な
っ
た
刈
田

小
、
郷
野
小
、
来
原
小
、

小
田
東
小
、
美
土
里
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

一
般
公
募
に
よ
り
７
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
、

現
在
、
協
議
調
整
中
で

賃
貸
・
売
却
に
つ
い
て

金
額
提
示
の
準
備
段
階

に
入
っ
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

　〇
市
の
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て

先
川
　
支
持
者
か
ら
広

報
は
「
市
長
の
私
物
化
」

の
声
が
出
て
い
る
が
。

米
村
副
市
長
　
私
物
化

と
い
う
の
は
聞
い
た
事
も

な
い
。
今
現
在
で
言
え
ば

私
は
、
間
違
っ
た
広
報
で

は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

陳　情　書
　
　「『島根原子力発電所２号機の再稼働をしないこと』を
決議し、島根県及び中国電力(株)に決議したことを通
知すること」に関する陳情 
＜要　旨＞
　島根原発事故の際、安芸高田市は避難先となっている
が十分な対策ができていない。また1989年に営業運
転し政府が運転しないという40年超えに迫っている。
住民を守るためにも再稼働しないことの決議を求める。
＜陳情者＞
増野一恵、
溝田一成（島根県原発再稼働を止めよう連絡会代表） 
＜審査結果＞
地元自治体及び周辺自治体の態度がはっきりしていない
ところもあり、継続審査とした。
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一般
質問

一般
質問

運用時間を拡大する
考えはないか？
市長／新年度から45分伸ばす
　　　可能な限り改善を行う

消
防
の
北
部

分
駐
所
に
つ
い
て南澤 克彦

（無所属）

い
７
〜
22
時
で
も
16
回

／
年
で
あ
る
。
勤
務
を

倍
に
し
15
時
間
体
制
に

し
て
は
と
考
え
る
が
、

そ
の
際
、
現
状
の
２
，

２
８
０
万
円
／
年
の
経

費
は
い
く
ら
増
え
る
か
。

土
井
消
防
長
　
現
状
で

は
15
時
間
制
は
と
れ
な

い
。
や
る
と
す
れ
ば
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
、

そ
の
際
は
約
４
，５
０

０
万
円
増
と
な
る
。

南
澤
　
運
用
時
間
を
拡

大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
現
状
考
え
て
い

南
澤
　
現
在
平
日
の
９

〜
16
時
の
運
営
で
、
直

近
３
年
間
の
１
時
間
あ

た
り
の
平
均
出
動
回
数

は
約
18
回
／
年
で
あ
る

が
、
カ
バ
ー
し
て
い
な

な
い
。新
年
度
か
ら
45
分

伸
ば
す
が
、こ
れ
で
も
相

当
な
前
進
で
あ
る
。可

能
な
限
り
改
善
を
行
う
。

南
澤
　
出
動
回
数
に
大

差
は
な
い
が
15
時
間
に

拡
大
し
な
い
理
由
は
。

土
井
消
防
長
　
全
出
動

件
数
の
内
、
カ
バ
ー
で

き
て
い
な
い
休
日
・
夜

間
の
30
分
以
上
か
か
る

場
所
へ
の
出
動
は
0.5
〜

１
％
。
財
政
的
な
制
約

が
あ
る
中
、
た
だ
ち
に

拡
大
す
る
状
況
に
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

運
用
時
間
以
外
の

出
動
頻
度
も
多
い

北部分駐所の出動状況

地図情報システム
(GIS)の必要性
市長／災害時に活用できるよう
　　　対応を進めている

情
報
発
信

田邊 介三
（無所属）

秋田 雅朝
（無所属）

か
、
シ
ス
テ
ム
上
の
制

限
を
確
認
し
な
が
ら
、

対
応
を
進
め
て
い
く
。

田
邊
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
提
供

を
行
う
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
　
計
画
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
ま
ず
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
基
に
情
報
を

蓄
積
す
る
仕
組
み
を
整

え
、
画
像
デ
ー
タ
を
公

表
す
る
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

田
邊
　
映
像
通
報
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
が
、
災

害
現
場
を
撮
影
し
た
動

画
や
画
像
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ

活
用
す
る
考
え
が
あ
る

か
。

市
長
　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
画
像

や
動
画
が
添
付
で
き
る

田
邊
　
近
隣
の
自
治
体

や
県
と
連
携
し
て
、

デ
ー
タ
の
形
を
作
っ
て

い
く
た
め
の
働
き
か
け

を
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
　
広
島
広
域
都
市

圏
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
協
議
会

が
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
構
築
し
て
い
る
。
こ

ち
ら
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

取
組
を
進
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

地図情報システム(GIS)を活用した道路規制情報
【引用元：静岡市「しずみちinfo」】

秋
田
　
昨
年
末
実
施
の

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
結
果

で
、
市
民
の
周
辺
地
域

が
廃
れ
る
等
の
懸
念
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
回
収
状
況
、
回

収
率
か
ら
は
、
周
辺
が

ど
う
こ
う
と
い
う
傾
向

は
、
特
に
読
み
取
れ
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

秋
田
　
回
収
結
果
を
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
結
果
か
ら
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と

最
適
な
都
市
機
能
の
配

置
や
そ
れ
を
連
結
す
る

公
共
交
通
の
形
を
設
計

す
る
方
針
で
あ
る
。

秋
田
　
都
市
・
立
地
適

正
化
・
公
共
交
通
の
各

計
画
の
整
合
性
は
。

猪
掛
企
画
振
興
部
長
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
が
こ
れ
ら
の
中
で

は
最
上
位
の
位
置
づ
け

で
あ
る
。
適
正
化
計
画

で
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

実
現
の
施
策
を
位
置
づ

け
、
公
共
交
通
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
連
結
す
る

の
が
公
共
交
通
計
画
で

あ
る
。

都市計画
マスタープラン 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
活
用
は

市
長
／
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
で
最
適
な

　
　
　
都
市
機
能
の
配
置
を
目
指
す

検討中の都市構造イメージ（広報あきたかた令和4年3月号より）

金行 哲昭
（無所属）

金
行
　
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、
公

共
施
設
の
延
床
面
積
を

20
年
間
で
30
％
以
上
削

減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

今
６
年
を
経
過
し
て
お

り
、
達
成
率
は
４
％
で

今
後
の
施
設
等
の
統
廃

合
、
売
却
の
考
え
は
。

市
長
　
あ
ら
ゆ
る
施
設

が
そ
の
検
討
の
対
象
で

あ
り
、
合
併
し
て
市
に

な
っ
て
分
か
っ
て
い
た

事
実
で
あ
り
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
集
約
し
て
再

配
置
を
進
め
、
活
用
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

に
譲
る
の
も
含
め
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

金
行
　
江
の
川
の
上
流

の
流
域
を
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
の

対
象
と
し
て
指
定
を
。

市
長
　
三
次
市
、
そ
し

て
北
広
島
町
と
連
携
し

国
へ
要
望
を
行
う
予
定
。

金
行
　
中
学
校
規
模
適

正
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

教
育
長
　
小
学
校
区
単

位
で
説
明
会
を
開
き
、

事
業
を
進
め
る
方
針
で

あ
る
。

中
学
校
規
模
適
正
化

浸
水
対
策
法
対
象
に

公共施設

公
共
施
設
の

統
廃
合
は

市
長
／
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

　
　
　
集
約
し
、
再
配
置

旧郷野小学校
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総務文教総務文教 補正予算補正予算

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

新型コロナウイルス
感染症対策 △90,843

3．歳出【新型コロナウイルス感染症対策】

国庫支出金等返還経費21,650
商工業振興事業費△108,000　等

事業の中止等 △31,718 非常備消防費、観光振興事業費　等

合　　　計 △122,561

歳出総合計 △1,816,998

（単位：千円）

区　分 金　額 説　　　　明

市　　　税 130,000

4．歳入

市民税、固定資産税

地方譲与税 64 森林環境譲与税

利子割交付金 234 利子割交付金

配当割交付金 5,528 配当割交付金

株式等譲与
所得割交付金 7,618 株式等譲与所得割交付金

法人事業税
交付金 10,978 法人事業税交付金

地方消費税
交付金 39,469

ゴルフ場利用税
交付金 163

環境性能割交付金 △1,844

地方特例交付金 123,717

地方交付税 254,227

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

環境性能割交付金

新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補てん特例交付金

普通交付税

分担金及び負担金 △68,581 農地災害復旧事業分担金、治山事業分担金　等

使用料及び手数料 △165 へき地教員住宅使用料

国庫支出金 △360,157 現年災害復旧事業負担金　等

県 支 出 金 △521,484 畜産クラスター事業補助金、農業用災害復旧費補助金　等

財 産 収 入 △261 財政調整基金利子　等

寄　付　金 12,211 財政調整基金繰入金補助金　他

繰　入　金 △649,224 純繰越金

諸　収　入 11,309 広島県市町村振興協会災害見舞金　他

市　　　債 △810,800 道路橋梁新設改良事業、土木災害・農林災害復旧事業　等

合　　　計 △1,816,998

　
３
月
２
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
９
件
と

陳
情
・
要
望
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
、
報
告
を

７
件
受
け
ま
し
た
。ま

た
、
３
月
15
日
に
所
管

事
務
調
査
１
件
を
行
い

ま
し
た
。

　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
サ
ッ
カ

ー
公
園
設
置
及
び
管

理
条
例

他
9
件

　（
所
管
事
務
調
査
）

○
市
の
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て

　
（
報
告
事
項
）

○
開
庁
時
間
の
変
更
に

つ
い
て

他
６
件

　　委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

総
務
文
教
常
任
委
員
会

サ
ッ
カ
ー
公
園
設
置
及

び
管
理
条
例
、
温
水
プ
ー

ル
設
置
及
び
管
理
条
例

の
制
定

　
　
■
概
要

　
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園

及
び
吉
田
温
水
プ
ー
ル

設
置
条
例
及
び
管
理
条

例
を
廃
止
し
、
そ
れ
ぞ

れ
利
用
料
金
限
度
額
の

上
限
の
引
き
上
げ
を
含

め
、
新
た
に
施
設
ご
と

に
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　市
の
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
■
概
要

　
10
施
設
、
４
団
体
が

令
和
４
年
度
よ
り
３
年

間
か
ら
５
年
間
の
指
定

を
受
け
る
も
の
。
主
な

も
の
、
サ
ッ
カ
ー
公
園
は

㈱
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

が
３
年
間
、
温
水
プ
ー

ル
は
安
芸
高
田
市
地
域

振
興
事
業
団
が
３
年
間

と
す
る
も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　

市
立
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
■
概
要

　
教
育
委
員
会
方
針「
市

立
図
書
館
の
今
後
に
つ
い

て
」
に
基
づ
き
、
市
内
６

図
書
館
の
開
館
時
間
と

休
館
日
の
変
更
を
行
う

も
の
。

　　
■
採
決

　
全
員
賛
成
で
可
決

　
　

報
告
事
項

　
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ

い
て　

　
■
概
要

　
庁
舎
の
開
庁
時
間
を

10
月
１
日
か
ら
９
時
か

ら
17
時
と
す
る
も
の
。

　消
防
本
部
の
北
部
分
駐

所
の
運
用
変
更
に
つ
い
て

　■
概
要

　
現
在
、
９
時
か
ら
16

時
ま
で
の
運
用
時
間
を

９
時
か
ら
16
時
45
分
ま

で
延
長
す
る
。
加
え
て
、

更
新
予
定
の
消
防
ポ
ン

プ
車
を
廃
車
せ
ず
、
北

部
分
駐
所
に
再
配
備
し
、

火
災
の
対
応
を
可
能
に

す
る
。

　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

　　■
概
要

　
当
市
の
現
状
と
、
目

指
す
べ
き
都
市
の
姿
に
対

す
る
市
民
の
共
通
認
識

を
つ
く
る
た
め
に
、
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い

う
形
で
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
来
年
３
月
に
か
け
５

回
程
度
策
定
委
員
会
を

開
催
し
地
域
別
構
想
や

立
地
適
正
化
計
画
を
策

定
し
、
年
度
末
に
は
地

域
別
構
想
の
概
要
を
公

表
す
る
。

　中
学
校
の
規
模
適
正
化

に
つ
い
て

　　■
概
要

　
令
和
４
年
度
に
お
い

て
民
意
を
踏
ま
え
た
上

で
、
統
合
計
画
を
策
定

し
教
育
委
員
会
会
議
で

方
針
を
決
定
す
る
。

　
　

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

　　■
概
要

　
閉
校
に
な
っ
た
刈
田

小
、
郷
野
小
、
来
原
小
、

小
田
東
小
、
美
土
里
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

一
般
公
募
に
よ
り
７
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
、

現
在
、
協
議
調
整
中
で

賃
貸
・
売
却
に
つ
い
て

金
額
提
示
の
準
備
段
階

に
入
っ
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

　〇
市
の
情
報
発
信
の
充

実
に
つ
い
て

先
川
　
支
持
者
か
ら
広

報
は
「
市
長
の
私
物
化
」

の
声
が
出
て
い
る
が
。

米
村
副
市
長
　
私
物
化

と
い
う
の
は
聞
い
た
事
も

な
い
。
今
現
在
で
言
え
ば

私
は
、
間
違
っ
た
広
報
で

は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

陳　情　書
　
　「『島根原子力発電所２号機の再稼働をしないこと』を
決議し、島根県及び中国電力(株)に決議したことを通
知すること」に関する陳情 
＜要　旨＞
　島根原発事故の際、安芸高田市は避難先となっている
が十分な対策ができていない。また1989年に営業運
転し政府が運転しないという40年超えに迫っている。
住民を守るためにも再稼働しないことの決議を求める。
＜陳情者＞
増野一恵、
溝田一成（島根県原発再稼働を止めよう連絡会代表） 
＜審査結果＞
地元自治体及び周辺自治体の態度がはっきりしていない
ところもあり、継続審査とした。
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一般
質問

一般
質問

運用時間を拡大する
考えはないか？
市長／新年度から45分伸ばす
　　　可能な限り改善を行う

消
防
の
北
部

分
駐
所
に
つ
い
て南澤 克彦

（無所属）

い
７
〜
22
時
で
も
16
回

／
年
で
あ
る
。
勤
務
を

倍
に
し
15
時
間
体
制
に

し
て
は
と
考
え
る
が
、

そ
の
際
、
現
状
の
２
，

２
８
０
万
円
／
年
の
経

費
は
い
く
ら
増
え
る
か
。

土
井
消
防
長
　
現
状
で

は
15
時
間
制
は
と
れ
な

い
。
や
る
と
す
れ
ば
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
、

そ
の
際
は
約
４
，５
０

０
万
円
増
と
な
る
。

南
澤
　
運
用
時
間
を
拡

大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
現
状
考
え
て
い

南
澤
　
現
在
平
日
の
９

〜
16
時
の
運
営
で
、
直

近
３
年
間
の
１
時
間
あ

た
り
の
平
均
出
動
回
数

は
約
18
回
／
年
で
あ
る

が
、
カ
バ
ー
し
て
い
な

な
い
。新
年
度
か
ら
45
分

伸
ば
す
が
、こ
れ
で
も
相

当
な
前
進
で
あ
る
。可

能
な
限
り
改
善
を
行
う
。

南
澤
　
出
動
回
数
に
大

差
は
な
い
が
15
時
間
に

拡
大
し
な
い
理
由
は
。

土
井
消
防
長
　
全
出
動

件
数
の
内
、
カ
バ
ー
で

き
て
い
な
い
休
日
・
夜

間
の
30
分
以
上
か
か
る

場
所
へ
の
出
動
は
0.5
〜

１
％
。
財
政
的
な
制
約

が
あ
る
中
、
た
だ
ち
に

拡
大
す
る
状
況
に
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

運
用
時
間
以
外
の

出
動
頻
度
も
多
い

北部分駐所の出動状況

地図情報システム
(GIS)の必要性
市長／災害時に活用できるよう
　　　対応を進めている

情
報
発
信

田邊 介三
（無所属）

秋田 雅朝
（無所属）

か
、
シ
ス
テ
ム
上
の
制

限
を
確
認
し
な
が
ら
、

対
応
を
進
め
て
い
く
。

田
邊
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
提
供

を
行
う
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
　
計
画
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
ま
ず
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
基
に
情
報
を

蓄
積
す
る
仕
組
み
を
整

え
、
画
像
デ
ー
タ
を
公

表
す
る
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

田
邊
　
映
像
通
報
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
が
、
災

害
現
場
を
撮
影
し
た
動

画
や
画
像
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ

活
用
す
る
考
え
が
あ
る

か
。

市
長
　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
画
像

や
動
画
が
添
付
で
き
る

田
邊
　
近
隣
の
自
治
体

や
県
と
連
携
し
て
、

デ
ー
タ
の
形
を
作
っ
て

い
く
た
め
の
働
き
か
け

を
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

市
長
　
広
島
広
域
都
市

圏
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
協
議
会

が
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
構
築
し
て
い
る
。
こ

ち
ら
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

取
組
を
進
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

地図情報システム(GIS)を活用した道路規制情報
【引用元：静岡市「しずみちinfo」】

秋
田
　
昨
年
末
実
施
の

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
結
果

で
、
市
民
の
周
辺
地
域

が
廃
れ
る
等
の
懸
念
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
回
収
状
況
、
回

収
率
か
ら
は
、
周
辺
が

ど
う
こ
う
と
い
う
傾
向

は
、
特
に
読
み
取
れ
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

秋
田
　
回
収
結
果
を
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
結
果
か
ら
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と

最
適
な
都
市
機
能
の
配

置
や
そ
れ
を
連
結
す
る

公
共
交
通
の
形
を
設
計

す
る
方
針
で
あ
る
。

秋
田
　
都
市
・
立
地
適

正
化
・
公
共
交
通
の
各

計
画
の
整
合
性
は
。

猪
掛
企
画
振
興
部
長
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
が
こ
れ
ら
の
中
で

は
最
上
位
の
位
置
づ
け

で
あ
る
。
適
正
化
計
画

で
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

実
現
の
施
策
を
位
置
づ

け
、
公
共
交
通
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
連
結
す
る

の
が
公
共
交
通
計
画
で

あ
る
。

都市計画
マスタープラン 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
活
用
は

市
長
／
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
で
最
適
な

　
　
　
都
市
機
能
の
配
置
を
目
指
す

検討中の都市構造イメージ（広報あきたかた令和4年3月号より）

金行 哲昭
（無所属）

金
行
　
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、
公

共
施
設
の
延
床
面
積
を

20
年
間
で
30
％
以
上
削

減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

今
６
年
を
経
過
し
て
お

り
、
達
成
率
は
４
％
で

今
後
の
施
設
等
の
統
廃

合
、
売
却
の
考
え
は
。

市
長
　
あ
ら
ゆ
る
施
設

が
そ
の
検
討
の
対
象
で

あ
り
、
合
併
し
て
市
に

な
っ
て
分
か
っ
て
い
た

事
実
で
あ
り
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
集
約
し
て
再

配
置
を
進
め
、
活
用
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

に
譲
る
の
も
含
め
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

金
行
　
江
の
川
の
上
流

の
流
域
を
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
の

対
象
と
し
て
指
定
を
。

市
長
　
三
次
市
、
そ
し

て
北
広
島
町
と
連
携
し

国
へ
要
望
を
行
う
予
定
。

金
行
　
中
学
校
規
模
適

正
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

教
育
長
　
小
学
校
区
単

位
で
説
明
会
を
開
き
、

事
業
を
進
め
る
方
針
で

あ
る
。

中
学
校
規
模
適
正
化

浸
水
対
策
法
対
象
に

公共施設

公
共
施
設
の

統
廃
合
は

市
長
／
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

　
　
　
集
約
し
、
再
配
置

旧郷野小学校
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一般
質問

一般
質問
一般
質問

人を育み育てる
肝は何か
市長／機会の平等である

人
づ
く
り
に

つ
い
て

熊高 昌三
（無所属）

　
就
業
形
態
の
多
様
化

に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

は
遅
れ
て
お
り
、
人
的

資
本
へ
の
投
資
は
惜
し

ま
ず
行
う
。

　
最
終
的
に
重
要
な
の

は
上
野
千
鶴
子
先
生
の

お
っ
し
ゃ
る
、
圧
倒
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
女
性

を
含
め
、
水
平
社
宣
言

百
年
の
今
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
許
さ
な
い
社
会

を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
意
見
を
主
張
し
あ
え

熊
高
　
人
づ
く
り
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
い
つ
の
場
合
も

大
事
な
の
は
「
機
会
の

平
等
」。
能
力
に
応
じ

た
機
会
の
提
供
も
重

要
。
教
育
で
は
地
理
的

不
利
の
な
い
機
会
の
平

等
を
提
供
す
る
。

る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
国
交
省
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
の

指
定
を
受
け
る
こ
と
の

意
義
に
つ
い
て

○
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
団
体
の
役
割
。

及
び
将
来
多
様
化
す
る

社
会
に
社
会
福
祉
協
議

会
は
ど
う
対
応
す
べ
き

か
。

上野千鶴子先生（元東京大学教授）の人権講演会の模様

常友・甲田市有住宅の廃止に
伴う地域への影響について 
市長／民家の賃貸住宅に対する
　　　需要の増加が見込まれる

市
有
住
宅

山本 数博
（清志会）

山本 　優
（清志会）

考
え
た
ら
こ
れ
に
代
わ

る
同
様
の
建
物
を
作
る

べ
き
で
は
。

市
長
　
新
し
い
も
の
を

作
る
の
だ
っ
た
ら
こ
れ

を
修
繕
し
て
使
い
続
け

る
方
が
安
い
。
そ
れ
が

で
き
な
い
か
ら
畳
む
と

い
う
こ
と
。

山
本
　
入
居
者
の
退
去

に
伴
っ
て
担
当
部
局
に

ど
の
よ
う
な
指
示
を
出

山
本
　
令
和
８
年
４
月

よ
り
廃
止
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
廃
止
に
伴

う
市
や
そ
の
地
域
に
与

え
る
影
響
は
。

市
長
　
民
間
の
、
主
に

賃
貸
住
宅
に
対
す
る
需

要
が
見
込
ま
れ
る
。

山
本
　
廃
止
の
影
響
を

し
て
い
る
か
。

市
長
　
公
営
住
宅
、
民

間
住
宅
に
転
居
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
業
者
、
不

動
産
業
者
か
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
協
議
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。
民

間
事
業
者
の
契
約
を
基

本
と
し
な
が
ら
今
検
討

中
で
あ
る
。

市有甲田住宅

山
本
　
市
民
の
方
々
か

ら
存
続
を
望
ま
れ
て
い

る
が
休
館
後
の
維
持
管

理
対
策
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
有
効
な
活
用
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

希
望
者
が
あ
れ
ば
譲
渡

か
、な
け
れ
ば
解
体
す
る
。

山
本
　
約
２
８
０
点
の

寄
贈
作
品
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
。

市
長
　
施
設
の
取
り
扱

い
と
併
せ
て
検
討
。
特

別
な
約
束
は
な
く
寄
贈

さ
れ
て
い
る
の
で
所
有

権
は
市
に
あ
り
、
取
り

扱
い
の
決
定
は
市
に
あ

り
適
切
に
判
断
し
、
処

分
す
る
。

宮
本
教
育
次
長
　
美
術

品
に
つ
い
て
は
市
の
条

例
に
基
づ
い
て
寄
贈
を

受
け
て
お
り
検
討
し
て

い
く
。

山
本
　
内
部
会
議
に
お

い
て
メ
デ
ィ
ア
記
事
の

情
報
提
供
者
に
つ
い
て

〇
×
記
入
し
て
提
出
さ

せ
た
行
為
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
思
わ
れ
る
が
。

市
長
　
市
役
所
内
の
一

連
の
出
来
事
、
指
摘
が

抽
象
的
な
の
で
そ
の
範

囲
で
答
え
る
が
パ
ワ
ハ

ラ
に
は
当
た
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て

八千代の丘
美術館

美
術
館
休
館
後

に
つ
い
て

市
長
／
有
効
な
活
用
が

　
　
　あ
れ
ば
検
討

八千代の丘美術館

児玉 史則
（清志会）

児
玉
　
職
員
の
コ
ス
ト

意
識
向
上
へ
の
課
題
は
。

市
長
　
手
段
と
し
て
の

コ
ス
ト
意
識
よ
り
目
的

意
識
を
再
定
義
す
る
こ

と
が
必
要
。

児
玉
　
コ
ス
ト
に
関
す

る
行
動
指
針
を
策
定
し

組
織
文
化
と
し
て
は
。

市
長
　
コ
ス
ト
改
革
は

時
間
が
大
事
な
資
源
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

児
玉
　
厳
し
い
財
政
を

理
解
い
た
だ
く
に
は
事

業
別
に
市
民
一
人
当
た

り
税
金
投
入
額
を
示
し

て
は
。

市
長
　
一
人
当
た
り
で

は
な
い
が
運
営
費
の
開

示
は
既
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

児
玉
　
人
口
が
年
々
減

れ
ば
一
人
当
た
り
の
税

負
担
は
増
え
て
い
く
。

指
標
を
つ
く
っ
て
は
。

市
長
　
採
算
を
一
つ
の

基
準
と
し
て
取
捨
選
択

で
き
る
よ
う
指
標
の
作

成
を
指
示
し
て
い
る
。

児
玉
　
旧
町
単
位
で
施

設
統
合
し
拠
点
化
し
床

面
積
削
減
し
て
は
。

市
長
　
施
設
が
い
る
か

い
ら
な
い
か
の
作
業
に

取
り
組
む
。

児
玉
　
市
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
が
必
要
で
は
。

市
長
　
市
民
の
代
表
の

議
員
が
そ
の
役
割
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の

コ
ス
ト
の
見
え
る
化

旧
町
単
位
の

拠
点
の
あ
り
方

人材育成方針

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
は

市
長
／
前
提
と
し
て
の
目
的
意
識

　
　
　の
指
導
実
施

人材育成基本方針
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補正予算補正予算 予算審査予算審査
石
丸
市
長
　
今
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
利
用
者
は

相
当
少
な
く
固
定
化
さ
れ
て

い
た
。
使
わ
れ
て
な
い
事
業

を
続
け
て
ど
う
や
っ
て
市
民

の
健
康
を
増
進
す
る
と
い
う

の
か
。
そ
の
お
考
え
は
違
う

と
思
う
。

山
本（
優
）　
利
用
者
が
少
な

く
な
っ
た
原
因
は
、
し
っ
か

り
調
べ
た
か
。
啓
発
を
ど
れ

だ
け
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
れ

だ
け
や
っ
た
が
全
然
増
え
な

い
、
と
い
う
根
拠
を
説
明
い

た
だ
き
た
い
。

石
丸
市
長
　
市
の
事
業
に
関

し
て
、
秘
匿
し
て
行
う
も
の

は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

方
法
で
発
信
を
し
て
い
る
。

そ
の
多
寡
は
あ
る
が
、
市
民

全
員
が
、
そ
れ
に
習
熟
す
る

よ
う
な
こ
と
は
基
本
的
に
な

い
。

　
例
え
ば
本
質
的
な
市
民
の

権
利
や
生
命
財
産
に
関
わ
る

も
の
で
あ
れ
ば
全
戸
配
布
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
あ
く
ま

で
プ
ー
ル
を
と
お
し
て
健
康

を
増
進
し
よ
う
と
い
う
取
組

で
、
必
要
な
対
応
を
講
じ
て

き
た
は
ず
で
あ
る
。

《
教
育
委
員
会
》

【
学
校
教
育
課
】

田
邊
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
２
名
分
の
計
上

だ
が
、
県
の
予
算
で
１
名
増

の
合
計
３
名
体
制
と
な
る
。

人
員
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

内
藤
課
長
　
現
在
募
集
中
で

あ
る
。

　【生
涯
学
習
課
】

新
田
　
指
定
管
理
施
設
の
委

託
料
が
軒
並
み
減
額
に
な
る

が
、燃
料
費
高
騰
の
影
響
は
。

児
玉
課
長
　
指
定
管
理
の
協

定
の
中
で
、
物
価
変
動
が

あ
っ
た
際
に
指
定
管
理
料
の

変
更
の
項
目
が
あ
る
の
で
、

申
し
出
に
よ
っ
て
協
議
を
し

て
い
く
。

《
産
業
振
興
部
》

【
地
域
営
農
課
】

山
本（
数
）　
高
齢
で
農
業
を

止
め
ざ
る
を
得
な
い
専
業
農

家
と
、
若
い
就
農
者
を
つ
な

ぐ
事
業
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
度
の
予
算
で
は
ど
こ
で

対
応
す
る
か
。

三
戸
課
長
　
県
の
就
農
支
援

課
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
情
報

収
集
を
行
い
、
新
規
就
農
総

合
支
援
事
業
や
農
業
後
継
者

育
成
支
援
事
業
で
支
援
す

る
。
　
　

秋
田
　
地
産
地
消
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
ベ
ジ
パ
ー
ク
安

芸
高
田
の
生
産
向
上
に
つ
な

が
る
産
直
市
農
産
物
生
産
振

興
支
援
事
業
補
助
金
が
減

額
。
農
産
物
６
次
産
業
化
推

進
事
業
補
助
金
が
廃
止
さ
れ

た
。
地
産
地
消
推
進
に
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
は
な
い
か
。

三
戸
課
長
　
今
回
の
事
業

は
、
産
直
市
が
開
業
す
る
１

年
前
か
ら
の
３
年
間
で
事
業

実
施
を
し
た
も
の
で
、
あ
る

程
度
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。

今
後
は
ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

山
根
　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

費
だ
が
、
被
害
は
大
き
く
な

る
中
で
減
額
に
な
っ
て
い
る

説
明
と
、
ど
こ
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
か
説
明
を
伺
う
。

三
戸
課
長
　
令
和
２
年
の
捕

獲
頭
数
が
例
年
よ
り
多
か
っ

た
た
め
、
そ
れ
に
見
合
う
予

算
を
今
年
度
確
保
し
た
。
し

か
し
実
績
見
込
み
か
ら
、
そ

こ
ま
で
の
支
出
に
な
ら
な
い

と
み
て
減
額
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
捕
獲
に
係
る
委
託

料
の
一
部
を
国
庫
補
助
金
で

計
上
し
て
い
る
。
積
極
的
な

捕
獲
活
動
は
、
今
ま
で
通
り

実
施
し
て
い
き
た
い
。

《
建
設
部
》

【
住
宅
政
策
課
】

山
本（
数
）　
甲
田
・
常
友
の
市

有
住
宅
廃
止
に
伴
い
、
現
入

居
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

小
櫻
課
長
　
入
居
者
の
方
に

は
丁
寧
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　【す
ぐ
や
る
課
】

熊
高
　
道
路
維
持
経
費
の
各

町
の
費
用
は
。

河
野
課
長
　
表
の
通
り

《
建
設
部
全
体
》

熊
高
　
す
ぐ
や
る
課
を
、
支

所
か
ら
本
庁
に
一
本
化
す
る

と
い
う
話
だ
が
、
市
民
の
中

に
は
、
機
動
力
を
不
安
視
す

る
声
も
あ
る
が
。

河
野
課
長
　
各
支
所
に
駐
在

し
て
い
る
職
員
が
本
庁
へ
集

約
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
、
要
望
そ
の
他
パ

ト
ロ
ー
ル
、
市
内
全
域
行
っ

て
、
安
全
な
道
路
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。

【支所別市道維持費】

吉　田
八千代
美土里
高　宮
甲　田
向　原

1,400万円
900万円

1,250万円
1,400万円
1,150万円
900万円

一般会計補正予算（第13号）
18億1699万8千円を減額
一般会計補正予算（第13号）
18億1699万8千円を減額

可
決

3
年
度
補
正

令和3年度一般会計補正予算（第13号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ18億1,699万8千円を減額し、歳入歳出予算の総額を
225億8,848万5千円とするものです。なお、今回の補正は決算見込みに伴う予算調整が主なものです。

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明

総　務　部 △16,336

1．歳出【通常分】

庁舎管理費5,161、電算システム事業費△10,594
消防施設管理費△3,070、消防施設整備事業費△6,000
広域ネットワーク管理事業費3,506　等

企画振興部 147,029
基金管理に要する経費156,448　
元金償還利子償還△7,214
定住促進事業費△5,434　
ふるさと応援寄付金推進事業費5,567　等

市　民　部 △9,622 人権推進事業費△6,429　 等

福祉保健部 △113,698
私立保育園費4,784、放課後児童クラブ運営費4,948
子育て支援センター運営費△8,977
児童手当給付事業費△2,591、特別会計繰出金△13,418
母子保健・後期高齢者医療事業費△70,590　等

産業振興部 △42,497 有害鳥獣対策事業費△8,560、畜産振興事業費△13,865
企業立地推進事業費△13,700　 等

建　設　部 51,937
住宅建設費△12,758、市道改良事業費△24,200
市道道路維持費50,000、県委託県道維持委託料30,000
特別会計繰出金17,467　等

消 防 本 部 △13,852 消防総務管理費△13,329　等

教育委員会 △15,378
情報教育推進基盤整備事業費△2,409
就学援助事業費△5,600
小学校管理費、給食センター運営事業費△4,430　等

選挙管理委員会 △15,434 広島県知事選挙、衆議院議員選挙費　等

議会事務局 △278 議会運営・調査事業費

そ　の　他 △532 農業委員会、公平委員会費　等
合　　　計 △28,661

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明
総　務　部 △8,419

2．歳出【災害関連】

災害対策費
市　民　部 △40,194 塵芥処理事業費

産業振興部 △915,518 農地災害復旧事業費△390,190、農業施設災害復旧事業費
△413,678、林業施設災害復旧事業費△93,450　等

建　設　部 △701,706 土木施設災害復旧事業費△667,559、住宅建設費△34,147
教育委員会 1,980 文化財災害復旧費1,980

そ　の　他 △1,919 社会福祉総務管理費　等
合　　　計 △1,665,776 橋梁及び河川の状況を確認するすぐやる課職員
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補正予算補正予算 予算審査予算審査
石
丸
市
長
　
今
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
利
用
者
は

相
当
少
な
く
固
定
化
さ
れ
て

い
た
。
使
わ
れ
て
な
い
事
業

を
続
け
て
ど
う
や
っ
て
市
民

の
健
康
を
増
進
す
る
と
い
う

の
か
。
そ
の
お
考
え
は
違
う

と
思
う
。

山
本（
優
）　
利
用
者
が
少
な

く
な
っ
た
原
因
は
、
し
っ
か

り
調
べ
た
か
。
啓
発
を
ど
れ

だ
け
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
れ

だ
け
や
っ
た
が
全
然
増
え
な

い
、
と
い
う
根
拠
を
説
明
い

た
だ
き
た
い
。

石
丸
市
長
　
市
の
事
業
に
関

し
て
、
秘
匿
し
て
行
う
も
の

は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

方
法
で
発
信
を
し
て
い
る
。

そ
の
多
寡
は
あ
る
が
、
市
民

全
員
が
、
そ
れ
に
習
熟
す
る

よ
う
な
こ
と
は
基
本
的
に
な

い
。

　
例
え
ば
本
質
的
な
市
民
の

権
利
や
生
命
財
産
に
関
わ
る

も
の
で
あ
れ
ば
全
戸
配
布
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
あ
く
ま

で
プ
ー
ル
を
と
お
し
て
健
康

を
増
進
し
よ
う
と
い
う
取
組

で
、
必
要
な
対
応
を
講
じ
て

き
た
は
ず
で
あ
る
。

《
教
育
委
員
会
》

【
学
校
教
育
課
】

田
邊
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
２
名
分
の
計
上

だ
が
、
県
の
予
算
で
１
名
増

の
合
計
３
名
体
制
と
な
る
。

人
員
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

内
藤
課
長
　
現
在
募
集
中
で

あ
る
。

　【生
涯
学
習
課
】

新
田
　
指
定
管
理
施
設
の
委

託
料
が
軒
並
み
減
額
に
な
る

が
、燃
料
費
高
騰
の
影
響
は
。

児
玉
課
長
　
指
定
管
理
の
協

定
の
中
で
、
物
価
変
動
が

あ
っ
た
際
に
指
定
管
理
料
の

変
更
の
項
目
が
あ
る
の
で
、

申
し
出
に
よ
っ
て
協
議
を
し

て
い
く
。

《
産
業
振
興
部
》

【
地
域
営
農
課
】

山
本（
数
）　
高
齢
で
農
業
を

止
め
ざ
る
を
得
な
い
専
業
農

家
と
、
若
い
就
農
者
を
つ
な

ぐ
事
業
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
度
の
予
算
で
は
ど
こ
で

対
応
す
る
か
。

三
戸
課
長
　
県
の
就
農
支
援

課
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
情
報

収
集
を
行
い
、
新
規
就
農
総

合
支
援
事
業
や
農
業
後
継
者

育
成
支
援
事
業
で
支
援
す

る
。
　
　

秋
田
　
地
産
地
消
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
ベ
ジ
パ
ー
ク
安

芸
高
田
の
生
産
向
上
に
つ
な

が
る
産
直
市
農
産
物
生
産
振

興
支
援
事
業
補
助
金
が
減

額
。
農
産
物
６
次
産
業
化
推

進
事
業
補
助
金
が
廃
止
さ
れ

た
。
地
産
地
消
推
進
に
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
は
な
い
か
。

三
戸
課
長
　
今
回
の
事
業

は
、
産
直
市
が
開
業
す
る
１

年
前
か
ら
の
３
年
間
で
事
業

実
施
を
し
た
も
の
で
、
あ
る

程
度
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。

今
後
は
ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

山
根
　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

費
だ
が
、
被
害
は
大
き
く
な

る
中
で
減
額
に
な
っ
て
い
る

説
明
と
、
ど
こ
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
か
説
明
を
伺
う
。

三
戸
課
長
　
令
和
２
年
の
捕

獲
頭
数
が
例
年
よ
り
多
か
っ

た
た
め
、
そ
れ
に
見
合
う
予

算
を
今
年
度
確
保
し
た
。
し

か
し
実
績
見
込
み
か
ら
、
そ

こ
ま
で
の
支
出
に
な
ら
な
い

と
み
て
減
額
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
捕
獲
に
係
る
委
託

料
の
一
部
を
国
庫
補
助
金
で

計
上
し
て
い
る
。
積
極
的
な

捕
獲
活
動
は
、
今
ま
で
通
り

実
施
し
て
い
き
た
い
。

《
建
設
部
》

【
住
宅
政
策
課
】

山
本（
数
）　
甲
田
・
常
友
の
市

有
住
宅
廃
止
に
伴
い
、
現
入

居
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

小
櫻
課
長
　
入
居
者
の
方
に

は
丁
寧
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　【す
ぐ
や
る
課
】

熊
高
　
道
路
維
持
経
費
の
各

町
の
費
用
は
。

河
野
課
長
　
表
の
通
り

《
建
設
部
全
体
》

熊
高
　
す
ぐ
や
る
課
を
、
支

所
か
ら
本
庁
に
一
本
化
す
る

と
い
う
話
だ
が
、
市
民
の
中

に
は
、
機
動
力
を
不
安
視
す

る
声
も
あ
る
が
。

河
野
課
長
　
各
支
所
に
駐
在

し
て
い
る
職
員
が
本
庁
へ
集

約
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
、
要
望
そ
の
他
パ

ト
ロ
ー
ル
、
市
内
全
域
行
っ

て
、
安
全
な
道
路
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。

【支所別市道維持費】

吉　田
八千代
美土里
高　宮
甲　田
向　原

1,400万円
900万円

1,250万円
1,400万円
1,150万円
900万円

一般会計補正予算（第13号）
18億1699万8千円を減額
一般会計補正予算（第13号）
18億1699万8千円を減額

可
決

3
年
度
補
正

令和3年度一般会計補正予算（第13号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ18億1,699万8千円を減額し、歳入歳出予算の総額を
225億8,848万5千円とするものです。なお、今回の補正は決算見込みに伴う予算調整が主なものです。

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明

総　務　部 △16,336

1．歳出【通常分】

庁舎管理費5,161、電算システム事業費△10,594
消防施設管理費△3,070、消防施設整備事業費△6,000
広域ネットワーク管理事業費3,506　等

企画振興部 147,029
基金管理に要する経費156,448　
元金償還利子償還△7,214
定住促進事業費△5,434　
ふるさと応援寄付金推進事業費5,567　等

市　民　部 △9,622 人権推進事業費△6,429　 等

福祉保健部 △113,698
私立保育園費4,784、放課後児童クラブ運営費4,948
子育て支援センター運営費△8,977
児童手当給付事業費△2,591、特別会計繰出金△13,418
母子保健・後期高齢者医療事業費△70,590　等

産業振興部 △42,497 有害鳥獣対策事業費△8,560、畜産振興事業費△13,865
企業立地推進事業費△13,700　 等

建　設　部 51,937
住宅建設費△12,758、市道改良事業費△24,200
市道道路維持費50,000、県委託県道維持委託料30,000
特別会計繰出金17,467　等

消 防 本 部 △13,852 消防総務管理費△13,329　等

教育委員会 △15,378
情報教育推進基盤整備事業費△2,409
就学援助事業費△5,600
小学校管理費、給食センター運営事業費△4,430　等

選挙管理委員会 △15,434 広島県知事選挙、衆議院議員選挙費　等

議会事務局 △278 議会運営・調査事業費

そ　の　他 △532 農業委員会、公平委員会費　等
合　　　計 △28,661

（単位：千円）
所　属 金　額 説　　　　明
総　務　部 △8,419

2．歳出【災害関連】

災害対策費
市　民　部 △40,194 塵芥処理事業費

産業振興部 △915,518 農地災害復旧事業費△390,190、農業施設災害復旧事業費
△413,678、林業施設災害復旧事業費△93,450　等

建　設　部 △701,706 土木施設災害復旧事業費△667,559、住宅建設費△34,147
教育委員会 1,980 文化財災害復旧費1,980

そ　の　他 △1,919 社会福祉総務管理費　等
合　　　計 △1,665,776 橋梁及び河川の状況を確認するすぐやる課職員
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一般
質問

一般
質問
一般
質問

人を育み育てる
肝は何か
市長／機会の平等である

人
づ
く
り
に

つ
い
て

熊高 昌三
（無所属）

　
就
業
形
態
の
多
様
化

に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

は
遅
れ
て
お
り
、
人
的

資
本
へ
の
投
資
は
惜
し

ま
ず
行
う
。

　
最
終
的
に
重
要
な
の

は
上
野
千
鶴
子
先
生
の

お
っ
し
ゃ
る
、
圧
倒
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
女
性

を
含
め
、
水
平
社
宣
言

百
年
の
今
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
許
さ
な
い
社
会

を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
意
見
を
主
張
し
あ
え

熊
高
　
人
づ
く
り
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
い
つ
の
場
合
も

大
事
な
の
は
「
機
会
の

平
等
」。
能
力
に
応
じ

た
機
会
の
提
供
も
重

要
。
教
育
で
は
地
理
的

不
利
の
な
い
機
会
の
平

等
を
提
供
す
る
。

る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
国
交
省
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
の

指
定
を
受
け
る
こ
と
の

意
義
に
つ
い
て

○
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
団
体
の
役
割
。

及
び
将
来
多
様
化
す
る

社
会
に
社
会
福
祉
協
議

会
は
ど
う
対
応
す
べ
き

か
。

上野千鶴子先生（元東京大学教授）の人権講演会の模様

常友・甲田市有住宅の廃止に
伴う地域への影響について 
市長／民家の賃貸住宅に対する
　　　需要の増加が見込まれる

市
有
住
宅

山本 数博
（清志会）

山本 　優
（清志会）

考
え
た
ら
こ
れ
に
代
わ

る
同
様
の
建
物
を
作
る

べ
き
で
は
。

市
長
　
新
し
い
も
の
を

作
る
の
だ
っ
た
ら
こ
れ

を
修
繕
し
て
使
い
続
け

る
方
が
安
い
。
そ
れ
が

で
き
な
い
か
ら
畳
む
と

い
う
こ
と
。

山
本
　
入
居
者
の
退
去

に
伴
っ
て
担
当
部
局
に

ど
の
よ
う
な
指
示
を
出

山
本
　
令
和
８
年
４
月

よ
り
廃
止
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
廃
止
に
伴

う
市
や
そ
の
地
域
に
与

え
る
影
響
は
。

市
長
　
民
間
の
、
主
に

賃
貸
住
宅
に
対
す
る
需

要
が
見
込
ま
れ
る
。

山
本
　
廃
止
の
影
響
を

し
て
い
る
か
。

市
長
　
公
営
住
宅
、
民

間
住
宅
に
転
居
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
業
者
、
不

動
産
業
者
か
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
協
議
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。
民

間
事
業
者
の
契
約
を
基

本
と
し
な
が
ら
今
検
討

中
で
あ
る
。

市有甲田住宅

山
本
　
市
民
の
方
々
か

ら
存
続
を
望
ま
れ
て
い

る
が
休
館
後
の
維
持
管

理
対
策
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
有
効
な
活
用
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

希
望
者
が
あ
れ
ば
譲
渡

か
、な
け
れ
ば
解
体
す
る
。

山
本
　
約
２
８
０
点
の

寄
贈
作
品
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
。

市
長
　
施
設
の
取
り
扱

い
と
併
せ
て
検
討
。
特

別
な
約
束
は
な
く
寄
贈

さ
れ
て
い
る
の
で
所
有

権
は
市
に
あ
り
、
取
り

扱
い
の
決
定
は
市
に
あ

り
適
切
に
判
断
し
、
処

分
す
る
。

宮
本
教
育
次
長
　
美
術

品
に
つ
い
て
は
市
の
条

例
に
基
づ
い
て
寄
贈
を

受
け
て
お
り
検
討
し
て

い
く
。

山
本
　
内
部
会
議
に
お

い
て
メ
デ
ィ
ア
記
事
の

情
報
提
供
者
に
つ
い
て

〇
×
記
入
し
て
提
出
さ

せ
た
行
為
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
思
わ
れ
る
が
。

市
長
　
市
役
所
内
の
一

連
の
出
来
事
、
指
摘
が

抽
象
的
な
の
で
そ
の
範

囲
で
答
え
る
が
パ
ワ
ハ

ラ
に
は
当
た
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て

八千代の丘
美術館

美
術
館
休
館
後

に
つ
い
て

市
長
／
有
効
な
活
用
が

　
　
　あ
れ
ば
検
討

八千代の丘美術館

児玉 史則
（清志会）

児
玉
　
職
員
の
コ
ス
ト

意
識
向
上
へ
の
課
題
は
。

市
長
　
手
段
と
し
て
の

コ
ス
ト
意
識
よ
り
目
的

意
識
を
再
定
義
す
る
こ

と
が
必
要
。

児
玉
　
コ
ス
ト
に
関
す

る
行
動
指
針
を
策
定
し

組
織
文
化
と
し
て
は
。

市
長
　
コ
ス
ト
改
革
は

時
間
が
大
事
な
資
源
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

児
玉
　
厳
し
い
財
政
を

理
解
い
た
だ
く
に
は
事

業
別
に
市
民
一
人
当
た

り
税
金
投
入
額
を
示
し

て
は
。

市
長
　
一
人
当
た
り
で

は
な
い
が
運
営
費
の
開

示
は
既
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

児
玉
　
人
口
が
年
々
減

れ
ば
一
人
当
た
り
の
税

負
担
は
増
え
て
い
く
。

指
標
を
つ
く
っ
て
は
。

市
長
　
採
算
を
一
つ
の

基
準
と
し
て
取
捨
選
択

で
き
る
よ
う
指
標
の
作

成
を
指
示
し
て
い
る
。

児
玉
　
旧
町
単
位
で
施

設
統
合
し
拠
点
化
し
床

面
積
削
減
し
て
は
。

市
長
　
施
設
が
い
る
か

い
ら
な
い
か
の
作
業
に

取
り
組
む
。

児
玉
　
市
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
が
必
要
で
は
。

市
長
　
市
民
の
代
表
の

議
員
が
そ
の
役
割
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の

コ
ス
ト
の
見
え
る
化

旧
町
単
位
の

拠
点
の
あ
り
方

人材育成方針

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
は

市
長
／
前
提
と
し
て
の
目
的
意
識

　
　
　の
指
導
実
施

人材育成基本方針
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　3
月
28
日
に
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
議
会

の
定
例
会
が
北
広
島
町

で
開
催
さ
れ
、
議
案
3

件
を
慎
重
に
審
査
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た

　
（
主
な
審
査
）

○
令
和
３
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算

　○
令
和
４
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
予
算
に
対
す

る
関
係
市
町
の
負
担

割
合
に
つ
い
て

　○
令
和
４
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
予
算

　芸
北
広
域
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
芦
田
　
宏
治

　
　
　
　
　
大
下
　
正
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

ほ
か
北
広
島
町

議
会
議
員
３
名

〔令和4年度予算〕〔令和4年度予算〕

一般会計 ７億９９０万円一般会計 ７億９９０万円
前年度比 １,８７２万円減前年度比 １,８７２万円減

（主な歳入）
　市町負担金
　　安芸高田市　３億3,190万円
　　　（前年度比　４,５７２万円増）
　　北広島町　　２億１,０４４万円
　　　（前年度比　２,９５８万円増）

（主な歳出）
　衛生費（ごみ処理費）
　　安芸高田市　6億6,560万円
　　　　　（前年度比　1,84２万円増）
　　機器修繕費　1億2,243万円
　　資源化・処分委託費　1億712万円

研修報告研修報告

市議会 ハラスメント研修市議会 ハラスメント研修
受講日　令和4年1月18日
講師：後藤コンプライアンス法律事務所
　　　　　　　　　弁護士　萩野泰三 氏

1617

主
な
質
疑

　
　

Ｑ
　
平
成
28
年
度
に
ご

み
処
理
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
む
た
め
の
具
体
的

な
実
施
計
画
を
作
成
す

べ
き
で
は
。

Ａ
　
年
度
毎
に
市
町
の
担

当
者
と
協
議
し
、
減
量

化
事
業
等
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
具
体

的
な
内
容
や
目
標
を
文

章
化
し
、
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　Ｑ
　
ア
パ
ー
ト
の
ご
み
の

分
別
指
導
に
つ
い
て
、

市
町
で
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
町
と
し
て
は
、
ア
パ

ー
ト
の
事
業
者
に
協
力
を

求
め
る
べ
く
、
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
、
必
要
な

対
策
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
　
市
と
し
て
は
、
適
正

な
費
用
負
担
を
事
業
者

に
求
め
る
こ
と
で
（
入
居

者
に
共
益
費
等
の
負
担
が

あ
る
た
め
）、
こ
の
問
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ
　
今
年
の
４
月
か
ら

試
行
さ
れ
る
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進

法
」
へ
の
対
応
は
。

Ａ
　
現
在
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
の
み
を

分
別
収
集
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
ハ
ン
ガ
ー
や
衣

装
ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
も
分
別
し
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　Ｑ
　
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
燃
や

さ
な
い
処
理
が
必
要
で
、

徹
底
し
た
分
別
を
今
か

ら
始
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ご
み
を
焼
却
し

て
発
電
を
行
う
こ
と
で
、

対
応
す
る
方
法
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
ど

の
よ
う
な
施
設
で
処
理
す

る
の
か
は
、
十
分
協
議
し

て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 プラスチック製容器包装を分別しよう
 ☞　毎週水曜日が収集日

 分別して、ピンクの袋
（ペットボトル又はプラスチック
製容器包装専用袋）へ

大（約50㍑） 30円/枚
小（約25㍑） 15円/枚  汚れた物は入れない

▶シールは、
はがさなくても
大丈夫

■議会のハラスメント防止及び禁止に向けた取組について
①ハラスメントに及びかねない事例を日常的に協議する組織体制を整備する。
②年に一回は研修会を開催する。

議
会
（
組
織
）
と
し
て
の
対
応
等

〇
組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
体
制
整
備
が
必
要
。

〇
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

への
対
処
体
制
整
備
」
の
構
築
が
必
要
。

〇
個
々
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、組
織（
議
会
）

と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
も
必
要
。
相
談
窓

口
の
設
置
な
ど
提
案
し
て
い
き
た
い
。

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
規
程
の
整
備
や

再
発
防
止
への
取
り
組
み
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
。

議
員
個
人
の
意
識

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止
や
防
止
に
向
け
取
り
組

み
た
い
。

〇
相
手
、
周
辺
に
い
る
人
が
嫌
悪
感
を
覚
え
る

発
言
態
度
は
慎
み
、
議
員
と
し
て
の
立
ち
位

置
を
考
え
た
言
動
を
と
る
。

〇
い
か
に
感
情
を
抑
え
て
平
常
心
で
人
と
対
応

で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
強
く
意
識
し
た
い
。

〇
議
員
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
意
識
・
人
へ
の
配
慮
な
ど
常
に
学
習
し

て
い
き
た
い
。

〇
感
情
に
支
配
さ
れ
ず
理
性
的
な
行
動
を
心
掛

け
る
。
言
葉
の
丁
寧
さ
、
声
量
の
大
小
な
ど
、

表
現
内
容
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

〇
今
ま
で
疑
問
を
感
じ
ず
使
って
い
た
言
葉
に
気

を
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

■
主
な
講
義
内
容

〇
被
害
者
に
与
え
る
影
響

　
人
格
権
侵
害
や
精
神
的
苦
痛
。

　〇
組
織
活
動
に
与
え
る
影
響

　
職
場
環
境
の
悪
化
、
士
気
低

下
、
住
民
の
不
信
感
な
ど
議

会
活
動
全
体
に
悪
影
響
与
え

る
。

■
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
定
義

①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と

し
た
言
動
。

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
。

③
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を

与
え
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
。

（
こ
の
３
つ
の
要
素
を
す
べ
て
満

た
す
も
の
）

◆
注
意
点

※
就
業
環
境
に
よ
っ
て
適
正
な

範
囲
は
異
な
る
こ
と
。

※
パ
ワ
ハ
ラ
と
感
じ
れ
ば
パ
ワ
ハ
ラ

な
の
で
は
な
い
。

※
受
け
手
が
苦
痛
を
感
じ
な
く

と
も
成
立
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

ハラスメント研修会

ハラスメント研修受講報告から（抜粋）

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

～ 分別してリサイクルすることで、経済的効果も！ ～
燃えるごみを減らそう

※詳細については安芸高田市議会のホームページに掲載する予定です。
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予算審査予算審査 予算審査予算審査

令和４年度予算審査　一般会計
198億886万2千円
令和４年度予算審査　一般会計
198億886万2千円
特別会計特別会計

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
決

算
を
３
月
９
・
11
・
14
日
の

３
日
間
委
員
会
を
開
き
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
　
金
行
哲
昭

副
委
員
長
　
新
田
和
明

委
　
　
員
　
議
長
を
除
く
全

議
員

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計

《
総
務
部
》

【
総
務
課
】

南
澤　

決
算
時
、
事
務
事
業

評
価
シ
ー
ト
に
、
行
政
嘱
託

員
の
制
度
の
再
検
討
が
課
題

に
上
が
っ
て
い
た
。
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

内
藤
課
長
　
高
齢
化
、
人
口

の
減
少
に
よ
る
行
政
嘱
託
員

の
な
り
手
不
足
が
地
域
か
ら

も
課
題
と
し
て
上
が
っ
て
い

る
。
制
度
の
今
後
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
で
方
向
性
を
出

し
、
翌
年
度
に
実
施
し
た
い
。

た
だ
嘱
託
員
が
地
域
の
ま
と

め
役
を
担
っ
て
い
る
地
域
も

あ
る
。
十
分
考
慮
し
検
討
す

る
。

 【
危
機
管
理
課
】

南
澤
　
避
難
の
呼
び
か
け
体

制
構
築
支
援
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

 

河
本
課
長
　
自
主
防
災
組
織

の
災
害
時
の
避
難
体
制
を
構

築
す
る
取
組
に
対
す
る
補
助

で
、
最
終
的
に
は
県
に
報
告

書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ

る
。
県
が
示
す
ス
テ
ッ
プ
に

沿
っ
て
、
計
画
を
立
て
、
訓

練
を
実
施
し
、
課
題
を
見
つ

け
る
。
必
要
な
物
品
が
あ
れ

ば
補
助
の
対
象
に
な
る
。
１

組
織
で
10
万
円
を
限
度
に
18

組
織
を
計
画
。
実
施
し
た
中

か
ら
モ
デ
ル
組
織
を
決
め
、

他
組
織
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。

 

熊
高
　
マ
イ
カ
ー
保
険
の
詳

細
は
。

 

河
本
課
長
　
災
害
時
、
消
防

団
が
活
動
す
る
際
、
消
防
の

積
載
車
だ
け
で
は
土
嚢
な
ど

資
機
材
の
運
搬
に
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の

際
団
員
の
私
用
車
は
保
険
が

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
っ

た
。
令
和
４
年
度
は
試
験
的

に
出
水
期
に
各
分
団
軽
ト

ラ
ッ
ク
３
台
分
の
費
用
を
計

上
す
る
。

《
企
画
振
興
部
》

【
財
政
課
】

南
澤
　
物
件
費
の
大
幅
な
見

直
し
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
来
年
度
の
取

組
は
。

 

広
瀬
課
長
補
佐
　
普
通
交
付

税
は
合
併
後
10
年
間
は
６
町

が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
し

て
交
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

後
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減

さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
か
ら

一
本
算
定
と
な
っ
て
い
る
。

６
町
分
の
満
額
が
交
付
さ
れ

て
い
た
２
０
１
３
年
度
と
一

本
算
定
と
な
っ
た
２
０
１
９ 

年
度
を
比
較
す
る
と
表
の
通

り
で
人
件
費
・
公
債
費
は
削

減
が
進
ん
で
い
る
が
、
物
件

費
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
。

不
足
分
は
基
金
を
取
り
崩
し

て
い
る
が
、
基
金
が
な
く
な

っ
た
時
点
で
予
算
編
成
が
で

き
な
く
な
る
。
加
え
て
、
イ

ン
フ
ラ
資
産
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
・
長
寿
命
化
に
莫
大

な
経
費
が
か
か
る
。
物
件
費

の
削
減
に
つ
い
て
答
え
は
ひ

と
つ
、「
公
共
施
設
等
の
総

合
管
理
計
画
」
を
全
庁
一
丸

と
な
っ
て
進
め
る
。

　
《
市
民
部
》

【
人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
】

芦
田
　
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
時
間
報
酬
の
予
算

　
下 水 道
事業会計
水　　道
事業会計

第３条（収益的収支）
収　益　716,511
事業費　658,501
収　益　923,894
事業費　917,810

４条（資本的収支）
収入　150,050
支出　386,874
収入　236,000
支出　551,856

　

歳　入

歳　出

　

 

赤字補填

項　目

普通交付税（臨財債含）

人　件　費

公　債　費

物　件　費

基金繰入金

2013年度 2019年度 差　額

102億円

39億円

38億円

30億円

3億円

80億円

35億円

33億円

32億円

13億円

－22億円

－4億円

－5億円

＋2億円

＋10億円
特別会計

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計

コミュニティ・プラント特別会計
６つの特別会計　合計

予 算 額
3,151,120
502,273

4,529,883
474,456
384,547
4,895

9,047,174

（単位：千円）

主要事業７項目
１.危機への対応
２.教育の推進
３.医療・介護・福祉の充実
４.生活環境の向上
５.産業の振興
６.文化・芸術の振興
７.多様性の構築

が
追
加
さ
れ
た
が
、
理
由
は
。

久
光
課
長
　
吉
田
・
高
宮
・

甲
田
の
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
高
宮
・
美
土
里

／
吉
田
・
八
千
代
／
甲
田
・

向
原
の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
、
啓
発
行
事
や
相
談
業
務

を
行
う
。
来
年
度
は
市
の
職

員
を
全
て
引
き
上
げ
、
週
３

日
ほ
ど
事
務
補
助
と
し
て
時

間
報
酬
の
会
計
年
度
任
用
職

員
を
導
入
す
る
予
定
で
あ

る
。

秋
田
　
人
権
対
策
協
議
会
補

助
金
が
廃
止
事
業
の
理
由

は
。

久
光
課
長
　
向
原
町
で
は
、

市
が
設
置
し
た
人
権
対
策
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、
合
併

以
来
、
独
自
に
講
演
会
や
啓

発
行
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、

今
後
は
エ
リ
ア
分
け
を
し
て

甲
田
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

運
営
費
の
中
に
、
必
要
な
予

算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

児
玉
　
関
連
で
、
講
師
派
遣

等
委
託
料
、
映
画
上
映
会
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
市
内
何
か
所
で
、
年
に

何
回
ぐ
ら
い
考
え
ら
れ
て
い

る
の
か
。

久
光
課
長
　
ま
だ
計
画
段
階

だ
が
、
大
き
な
啓
発
行
事
に

つ
い
て
は
３
回
程
度
、
そ
れ

と
は
別
に
各
町
を
回
る
巡
回

型
の
講
演
会
も
し
く
は
映
画

上
映
会
を
最
低
で
も
１
回
は

実
施
す
る
よ
う
に
計
画
し
た

い
。

《
福
祉
保
険
部
》

【
子
育
て
支
援
課
】

南
澤
　
高
宮
小
の
児
童
ク
ラ

ブ
の
建
設
が
見
送
り
に
な
っ

た
が
、
今
後
ど
う
な
る
か
。

久
城
課
長
　
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
建
設
費
高
騰
が
さ

ら
に
悪
化
し
て
い
る
。
今
後

は
建
築
手
法
の
見
直
し
、
ま

た
既
存
施
設
の
利
用
な
ど
を

含
め
、
令
和
４
年
度
中
に
検

討
す
る
。

南
澤
　
小
学
校
統
合
の
条
件

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
か

と
思
う
が
、
地
元
の
理
解
は
。

久
城
課
長
　
統
合
委
員
会
で

は
今
年
度
建
設
で
ま
と
め
て

い
た
が
、
財
政
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

行
か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い

う
ご
理
解
は
い
た
だ
い
て
い

る
。
説
明
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で

で
き
て
い
な
い
が
、
学
校
を

通
し
て
文
書
で
通
知
し
て
い

る
。
　

【
健
康
長
寿
課
】

山
本（
優
）　
プ
ー
ル
健
康
教

室
委
託
料
が
廃
止
さ
れ
た
理

由
は
。

中
村
特
命
担
当
課
長
　
吉
田

温
水
プ
ー
ル
の
健
康
教
室
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
を
し

て
い
る
が
、
年
々
参
加
者
が

減
少
し
新
規
も
少
な
く
参
加

者
が
固
定
化
し
て
い
る
。
財

源
が
厳
し
い
状
況
下
、
継
続

は
困
難
。

山
本（
優
）　
利
用
者
減
の
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
市
民

の
健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
。

財
政
を
理
由
に
、
や
め
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

中
村
特
命
担
当
課
長
　
市
民

の
皆
様
の
健
康
を
守
る
大
切

な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
今

後
は
今
進
め
て
い
る
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
事

業
を
通
じ
、
健
康
を
守
っ
て

い
き
た
い
。

委員長報告（抜粋）
令和4年度当初予算は、主要事業が7項目に区分され、一般
会計は198億2,100万円で、前年比6億100万円の増。特
別会計予算は前年比2,899万円の減、下水道事業会計は
6,370万2千円の減、水道事業会計は8,584万9千円の減、
各会計の合計は、313億8,321万5千円となり、前年比、4
億2,245万9千円の増となった。
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　3
月
28
日
に
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
議
会

の
定
例
会
が
北
広
島
町

で
開
催
さ
れ
、
議
案
3

件
を
慎
重
に
審
査
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り

可
決
し
ま
し
た

　
（
主
な
審
査
）

○
令
和
３
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算

　○
令
和
４
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
予
算
に
対
す

る
関
係
市
町
の
負
担

割
合
に
つ
い
て

　○
令
和
４
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
予
算

　芸
北
広
域
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
芦
田
　
宏
治

　
　
　
　
　
大
下
　
正
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

ほ
か
北
広
島
町

議
会
議
員
３
名

〔令和4年度予算〕〔令和4年度予算〕

一般会計 ７億９９０万円一般会計 ７億９９０万円
前年度比 １,８７２万円減前年度比 １,８７２万円減

（主な歳入）
　市町負担金
　　安芸高田市　３億3,190万円
　　　（前年度比　４,５７２万円増）
　　北広島町　　２億１,０４４万円
　　　（前年度比　２,９５８万円増）

（主な歳出）
　衛生費（ごみ処理費）
　　安芸高田市　6億6,560万円
　　　　　（前年度比　1,84２万円増）
　　機器修繕費　1億2,243万円
　　資源化・処分委託費　1億712万円

研修報告研修報告

市議会 ハラスメント研修市議会 ハラスメント研修
受講日　令和4年1月18日
講師：後藤コンプライアンス法律事務所
　　　　　　　　　弁護士　萩野泰三 氏

1617

主
な
質
疑

　
　

Ｑ
　
平
成
28
年
度
に
ご

み
処
理
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
む
た
め
の
具
体
的

な
実
施
計
画
を
作
成
す

べ
き
で
は
。

Ａ
　
年
度
毎
に
市
町
の
担

当
者
と
協
議
し
、
減
量

化
事
業
等
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
具
体

的
な
内
容
や
目
標
を
文

章
化
し
、
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　Ｑ
　
ア
パ
ー
ト
の
ご
み
の

分
別
指
導
に
つ
い
て
、

市
町
で
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
町
と
し
て
は
、
ア
パ

ー
ト
の
事
業
者
に
協
力
を

求
め
る
べ
く
、
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
、
必
要
な

対
策
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
　
市
と
し
て
は
、
適
正

な
費
用
負
担
を
事
業
者

に
求
め
る
こ
と
で
（
入
居

者
に
共
益
費
等
の
負
担
が

あ
る
た
め
）、
こ
の
問
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ
　
今
年
の
４
月
か
ら

試
行
さ
れ
る
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進

法
」
へ
の
対
応
は
。

Ａ
　
現
在
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
の
み
を

分
別
収
集
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
ハ
ン
ガ
ー
や
衣

装
ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
も
分
別
し
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　Ｑ
　
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
燃
や

さ
な
い
処
理
が
必
要
で
、

徹
底
し
た
分
別
を
今
か

ら
始
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ご
み
を
焼
却
し

て
発
電
を
行
う
こ
と
で
、

対
応
す
る
方
法
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
ど

の
よ
う
な
施
設
で
処
理
す

る
の
か
は
、
十
分
協
議
し

て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 プラスチック製容器包装を分別しよう
 ☞　毎週水曜日が収集日

 分別して、ピンクの袋
（ペットボトル又はプラスチック
製容器包装専用袋）へ

大（約50㍑） 30円/枚
小（約25㍑） 15円/枚  汚れた物は入れない

▶シールは、
はがさなくても
大丈夫

■議会のハラスメント防止及び禁止に向けた取組について
①ハラスメントに及びかねない事例を日常的に協議する組織体制を整備する。
②年に一回は研修会を開催する。

議
会
（
組
織
）
と
し
て
の
対
応
等

〇
組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
体
制
整
備
が
必
要
。

〇
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

への
対
処
体
制
整
備
」
の
構
築
が
必
要
。

〇
個
々
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、組
織（
議
会
）

と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
も
必
要
。
相
談
窓

口
の
設
置
な
ど
提
案
し
て
い
き
た
い
。

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
規
程
の
整
備
や

再
発
防
止
への
取
り
組
み
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
。

議
員
個
人
の
意
識

〇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止
や
防
止
に
向
け
取
り
組

み
た
い
。

〇
相
手
、
周
辺
に
い
る
人
が
嫌
悪
感
を
覚
え
る

発
言
態
度
は
慎
み
、
議
員
と
し
て
の
立
ち
位

置
を
考
え
た
言
動
を
と
る
。

〇
い
か
に
感
情
を
抑
え
て
平
常
心
で
人
と
対
応

で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
強
く
意
識
し
た
い
。

〇
議
員
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
意
識
・
人
へ
の
配
慮
な
ど
常
に
学
習
し

て
い
き
た
い
。

〇
感
情
に
支
配
さ
れ
ず
理
性
的
な
行
動
を
心
掛

け
る
。
言
葉
の
丁
寧
さ
、
声
量
の
大
小
な
ど
、

表
現
内
容
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

〇
今
ま
で
疑
問
を
感
じ
ず
使
って
い
た
言
葉
に
気

を
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

■
主
な
講
義
内
容

〇
被
害
者
に
与
え
る
影
響

　
人
格
権
侵
害
や
精
神
的
苦
痛
。

　〇
組
織
活
動
に
与
え
る
影
響

　
職
場
環
境
の
悪
化
、
士
気
低

下
、
住
民
の
不
信
感
な
ど
議

会
活
動
全
体
に
悪
影
響
与
え

る
。

■
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
定
義

①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と

し
た
言
動
。

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
。

③
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を

与
え
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
。

（
こ
の
３
つ
の
要
素
を
す
べ
て
満

た
す
も
の
）

◆
注
意
点

※
就
業
環
境
に
よ
っ
て
適
正
な

範
囲
は
異
な
る
こ
と
。

※
パ
ワ
ハ
ラ
と
感
じ
れ
ば
パ
ワ
ハ
ラ

な
の
で
は
な
い
。

※
受
け
手
が
苦
痛
を
感
じ
な
く

と
も
成
立
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

ハラスメント研修会

ハラスメント研修受講報告から（抜粋）

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

～ 分別してリサイクルすることで、経済的効果も！ ～
燃えるごみを減らそう

※詳細については安芸高田市議会のホームページに掲載する予定です。
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予算審査予算審査 予算審査予算審査

令和４年度予算審査　一般会計
198億886万2千円
令和４年度予算審査　一般会計
198億886万2千円
特別会計特別会計

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
決

算
を
３
月
９
・
11
・
14
日
の

３
日
間
委
員
会
を
開
き
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
　
金
行
哲
昭

副
委
員
長
　
新
田
和
明

委
　
　
員
　
議
長
を
除
く
全

議
員

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計

《
総
務
部
》

【
総
務
課
】

南
澤　

決
算
時
、
事
務
事
業

評
価
シ
ー
ト
に
、
行
政
嘱
託

員
の
制
度
の
再
検
討
が
課
題

に
上
が
っ
て
い
た
。
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

内
藤
課
長
　
高
齢
化
、
人
口

の
減
少
に
よ
る
行
政
嘱
託
員

の
な
り
手
不
足
が
地
域
か
ら

も
課
題
と
し
て
上
が
っ
て
い

る
。
制
度
の
今
後
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
で
方
向
性
を
出

し
、
翌
年
度
に
実
施
し
た
い
。

た
だ
嘱
託
員
が
地
域
の
ま
と

め
役
を
担
っ
て
い
る
地
域
も

あ
る
。
十
分
考
慮
し
検
討
す

る
。

 【
危
機
管
理
課
】

南
澤
　
避
難
の
呼
び
か
け
体

制
構
築
支
援
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

 

河
本
課
長
　
自
主
防
災
組
織

の
災
害
時
の
避
難
体
制
を
構

築
す
る
取
組
に
対
す
る
補
助

で
、
最
終
的
に
は
県
に
報
告

書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ

る
。
県
が
示
す
ス
テ
ッ
プ
に

沿
っ
て
、
計
画
を
立
て
、
訓

練
を
実
施
し
、
課
題
を
見
つ

け
る
。
必
要
な
物
品
が
あ
れ

ば
補
助
の
対
象
に
な
る
。
１

組
織
で
10
万
円
を
限
度
に
18

組
織
を
計
画
。
実
施
し
た
中

か
ら
モ
デ
ル
組
織
を
決
め
、

他
組
織
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。

 

熊
高
　
マ
イ
カ
ー
保
険
の
詳

細
は
。

 

河
本
課
長
　
災
害
時
、
消
防

団
が
活
動
す
る
際
、
消
防
の

積
載
車
だ
け
で
は
土
嚢
な
ど

資
機
材
の
運
搬
に
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の

際
団
員
の
私
用
車
は
保
険
が

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
っ

た
。
令
和
４
年
度
は
試
験
的

に
出
水
期
に
各
分
団
軽
ト

ラ
ッ
ク
３
台
分
の
費
用
を
計

上
す
る
。

《
企
画
振
興
部
》

【
財
政
課
】

南
澤
　
物
件
費
の
大
幅
な
見

直
し
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
来
年
度
の
取

組
は
。

 

広
瀬
課
長
補
佐
　
普
通
交
付

税
は
合
併
後
10
年
間
は
６
町

が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
し

て
交
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

後
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減

さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
か
ら

一
本
算
定
と
な
っ
て
い
る
。

６
町
分
の
満
額
が
交
付
さ
れ

て
い
た
２
０
１
３
年
度
と
一

本
算
定
と
な
っ
た
２
０
１
９ 

年
度
を
比
較
す
る
と
表
の
通

り
で
人
件
費
・
公
債
費
は
削

減
が
進
ん
で
い
る
が
、
物
件

費
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
。

不
足
分
は
基
金
を
取
り
崩
し

て
い
る
が
、
基
金
が
な
く
な

っ
た
時
点
で
予
算
編
成
が
で

き
な
く
な
る
。
加
え
て
、
イ

ン
フ
ラ
資
産
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
・
長
寿
命
化
に
莫
大

な
経
費
が
か
か
る
。
物
件
費

の
削
減
に
つ
い
て
答
え
は
ひ

と
つ
、「
公
共
施
設
等
の
総

合
管
理
計
画
」
を
全
庁
一
丸

と
な
っ
て
進
め
る
。

　
《
市
民
部
》

【
人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
】

芦
田
　
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
時
間
報
酬
の
予
算

　
下 水 道
事業会計
水　　道
事業会計

第３条（収益的収支）
収　益　716,511
事業費　658,501
収　益　923,894
事業費　917,810

４条（資本的収支）
収入　150,050
支出　386,874
収入　236,000
支出　551,856

　

歳　入

歳　出

　

 

赤字補填

項　目

普通交付税（臨財債含）

人　件　費

公　債　費

物　件　費

基金繰入金

2013年度 2019年度 差　額

102億円

39億円

38億円

30億円

3億円

80億円

35億円

33億円

32億円

13億円

－22億円

－4億円

－5億円

＋2億円

＋10億円
特別会計

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計

コミュニティ・プラント特別会計
６つの特別会計　合計

予 算 額
3,151,120
502,273

4,529,883
474,456
384,547
4,895

9,047,174

（単位：千円）

主要事業７項目
１.危機への対応
２.教育の推進
３.医療・介護・福祉の充実
４.生活環境の向上
５.産業の振興
６.文化・芸術の振興
７.多様性の構築

が
追
加
さ
れ
た
が
、
理
由
は
。

久
光
課
長
　
吉
田
・
高
宮
・

甲
田
の
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
高
宮
・
美
土
里

／
吉
田
・
八
千
代
／
甲
田
・

向
原
の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
、
啓
発
行
事
や
相
談
業
務

を
行
う
。
来
年
度
は
市
の
職

員
を
全
て
引
き
上
げ
、
週
３

日
ほ
ど
事
務
補
助
と
し
て
時

間
報
酬
の
会
計
年
度
任
用
職

員
を
導
入
す
る
予
定
で
あ

る
。

秋
田
　
人
権
対
策
協
議
会
補

助
金
が
廃
止
事
業
の
理
由

は
。

久
光
課
長
　
向
原
町
で
は
、

市
が
設
置
し
た
人
権
対
策
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、
合
併

以
来
、
独
自
に
講
演
会
や
啓

発
行
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、

今
後
は
エ
リ
ア
分
け
を
し
て

甲
田
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

運
営
費
の
中
に
、
必
要
な
予

算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

児
玉
　
関
連
で
、
講
師
派
遣

等
委
託
料
、
映
画
上
映
会
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
市
内
何
か
所
で
、
年
に

何
回
ぐ
ら
い
考
え
ら
れ
て
い

る
の
か
。

久
光
課
長
　
ま
だ
計
画
段
階

だ
が
、
大
き
な
啓
発
行
事
に

つ
い
て
は
３
回
程
度
、
そ
れ

と
は
別
に
各
町
を
回
る
巡
回

型
の
講
演
会
も
し
く
は
映
画

上
映
会
を
最
低
で
も
１
回
は

実
施
す
る
よ
う
に
計
画
し
た

い
。

《
福
祉
保
険
部
》

【
子
育
て
支
援
課
】

南
澤
　
高
宮
小
の
児
童
ク
ラ

ブ
の
建
設
が
見
送
り
に
な
っ

た
が
、
今
後
ど
う
な
る
か
。

久
城
課
長
　
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
建
設
費
高
騰
が
さ

ら
に
悪
化
し
て
い
る
。
今
後

は
建
築
手
法
の
見
直
し
、
ま

た
既
存
施
設
の
利
用
な
ど
を

含
め
、
令
和
４
年
度
中
に
検

討
す
る
。

南
澤
　
小
学
校
統
合
の
条
件

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
か

と
思
う
が
、
地
元
の
理
解
は
。

久
城
課
長
　
統
合
委
員
会
で

は
今
年
度
建
設
で
ま
と
め
て

い
た
が
、
財
政
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

行
か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い

う
ご
理
解
は
い
た
だ
い
て
い

る
。
説
明
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で

で
き
て
い
な
い
が
、
学
校
を

通
し
て
文
書
で
通
知
し
て
い

る
。
　

【
健
康
長
寿
課
】

山
本（
優
）　
プ
ー
ル
健
康
教

室
委
託
料
が
廃
止
さ
れ
た
理

由
は
。

中
村
特
命
担
当
課
長
　
吉
田

温
水
プ
ー
ル
の
健
康
教
室
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
を
し

て
い
る
が
、
年
々
参
加
者
が

減
少
し
新
規
も
少
な
く
参
加

者
が
固
定
化
し
て
い
る
。
財

源
が
厳
し
い
状
況
下
、
継
続

は
困
難
。

山
本（
優
）　
利
用
者
減
の
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
市
民

の
健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
。

財
政
を
理
由
に
、
や
め
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

中
村
特
命
担
当
課
長
　
市
民

の
皆
様
の
健
康
を
守
る
大
切

な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
今

後
は
今
進
め
て
い
る
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
事

業
を
通
じ
、
健
康
を
守
っ
て

い
き
た
い
。

委員長報告（抜粋）
令和4年度当初予算は、主要事業が7項目に区分され、一般
会計は198億2,100万円で、前年比6億100万円の増。特
別会計予算は前年比2,899万円の減、下水道事業会計は
6,370万2千円の減、水道事業会計は8,584万9千円の減、
各会計の合計は、313億8,321万5千円となり、前年比、4
億2,245万9千円の増となった。



３月定例会３月定例会 ３月定例会３月定例会

安芸高田市議会だより 23 第73号　令和4年 5 月15日発行

可

決

議
員
発
議

　持続可能な行財政運営を実現する　ため、事業の見直しに取り組む　持続可能な行財政運営を実現する　ため、事業の見直しに取り組む
313億7107万7千円313億7107万7千円予算総額予算総額
・一般会計
・特別会計
・下水道事業会計
・水道事業会計

・副市長定数条例の一部を改正する条例(発議第1号)
・一般会計予算に対する修正案について
・教育長、教育委員の任命の同意について
・令和3年度 一般会計補正予算 第12号（承認第1号）

198億886万2千円
90億4717万4千円
10億4537万5千円
14億6966万6千円

令
和
4
年
度

３
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
を
２
月

24
日
〜
３
月
17
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
、
６
件
の

特
別
会
計
、
下
水
道
・

水
道
事
業
会
計
な
ど
９

会
計
の
４
年
度
当
初
予

算
及
び
３
年
度
の
補
正

予
算
は
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
へ
付
託
し
ま

し
た
。
補
正
予
算
は
賛

成
多
数
で
可
決
、
ま
た

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
修
正
案
と
修
正
部
分

を
除
く
原
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
や
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。（
９
〜
10
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　　
一
般
質
問
で
は
、
９

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
11
〜
15
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

■
同
意
（
３
件
）

○
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
（
4
期
目
）

永
井
　
初
男
さ
ん

美
土
里
町
北
　
　　

　○
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
（
3
期
目
）

山
本
　
博
明
さ
ん

甲
田
町
深
瀬
　
　　

金
川
　
佳
寛
さ
ん

向
原
町
坂
　
　
　

全
員
賛
成

同

　意

同

　意

■
議
案
第
24
号
　
令

和
４
年
度
一
般
会

計
に
対
す
る
修
正

案
に
つ
い
て

○
副
市
長
１
人
分
人
件

費
、
１
２
１
３
万
８
千

円
を
一
般
会
計
か
ら
減

額
し
、
一
般
会
計
当
初

予
算
１
９
８
億
２
１
０

０
万
円
を
１
９
８
億
８

８
６
万
２
千
円
に
改
め

る
。減
額
に
つ
い
て
は
、

財
源
元
の
財
政
調
整
基

金
の
繰
入
額
を
修
正
し

た
。

■
議
案
第
１
号

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
旧
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ

れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
個
人
情

報
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
制
度
の
一
元
化
を

す
る
た
め
。

　■
議
案
第
２
号

○
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
内
部
手
続
き
の
押
印
見
直
し
に
よ
り
、
既

存
手
続
き
を
調
査
及
び
見
直
し
を
行
い
、
約

１
３
５
０
件
の
手
続
き
に
つ
い
て
押
印
を
廃

止
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

■
反
対
討
論

南
澤
　
２
人
体
制
は
財
政
の
厳
し
さ
を
上

回
る
効
果
を
期
待
し
て
議
会
が
可
決
し
た

も
の
。
実
現
し
て
い
な
い
状
況
で
評
価
は

で
き
な
い
。
や
っ
て
か
ら
判
断
す
べ
き
。

芦
田
　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
、
記
録
的
豪

雨
で
打
撃
を
受
け
た
今
こ
そ
、
力
量
の
あ

る
２
人
の
副
市
長
が
実
現
で
き
た
ら
、
大

き
な
力
が
発
揮
で
き
る
と
確
信
す
る
。

秋
田
　
こ
の
条
例
を
引
き
継
い
で
攻
め
と

守
り
の
２
人
体
制
に
期
待
。
条
例
に
つ
い

て
は
、
市
長
の
考
え
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
、
今
は
こ
の
条
例
は
残
す
べ
き

と
し
て
反
対
。

熊
高 

　
議
員
定
数
を
減
ら
し
て
で
も
副

市
長
の
予
算
確
保
を
。
も
う
１
人
の
副
市

長
に
は
営
業
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の

発
議
は
条
例
を
変
え
る
こ
と
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
提
案
だ
。

　■
賛
成
討
論

山
本
（
優
）　
令
和
２
年
度
に
条
例
を
可
決

し
た
と
き
か
ら
、
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

社
会
情
勢
も
大
幅
に
変
化
し
、
ま
た
人
口

減
少
も
加
味
し
て
副
市
長
は
１
人
体
制
で

い
い
。

田
邊 

　
コ
ロ
ナ
禍
・
豪
雨
災
害
・
事
業

カ
ッ
ト
の
中
、
２
人
体
制
は
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
必
要
な

ら
、
し
っ
か
り
と
市
民
に
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

副市長1人分を修正
1213万8千円

令和４年度における事業見直し

○
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
即
時
撤
退
を
強
く

求
め
る
決
議
に
つ
い
て

　　○
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　○
副
市
長
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
提
案
理
由
の
抜
粋

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
や
、

自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
、

多
く
の
市
民
や
事
業
者
の

方
々
は
精
神
的
に
も
経
済

的
に
も
疲
弊
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
財
政
調
整
基

金
は
取
り
崩
し
対
応
さ
れ
、

枯
渇
状
態
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
く
、
昨
年
の
８

月
豪
雨
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
が
生
ず
れ
ば
財
源
確

保
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
度

事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

副
市
長
２
人
体
制
も
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
提

案
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

賛
成
11

　反
対
４

　可
決

全
員
賛
成

副市長定数条例採決の様子

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の

承
認
（
１
件
）

承
認
第
１
号

○
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）

※

非
課
税
世
帯
及
び
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
速
や
か
に
生
活

の
支
援
を
行
う
た
め
の
国
の

臨
時
特
別
給
付
事
業
で
あ
る
。

（
６
億
６
２
２
２
万
８
千
円
）

○統合事業　　　　　　　　（単位：千円）
安芸高田市地域人材育成事業委託料　 2,614
　市内高校生キャリア育成業務等委託料
　新社会人つながりづくり事業委託料
特色ある地域づくり事業助成金　　　25,110
　地域祭補助金

○廃止事業
郵便局における特定事務の取り扱い、人権対
策協議会補助金、介護教室委託料（いきいき
介護予防教室）、プール健康教室委託料、農産
物６次産業化推進事業補助金、空き家購入補
助金
○凍結事業　なし

主な審査
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議会のうごき議会のうごき

１月

1月～３月の議会の主な活動状況1月～３月の議会の主な活動状況議会のうごき
２月

10日　政治倫理審査会
14日　議会運営委員会
21日　全員協議会
　　　　議会運営委員会
24日　第1回定例会（開会）
　　　　議会広報特別委員会
25日　予算決算常任委員会
　　　　議会運営委員会

３月

     2日　本会議（補正予算審議）
　　　　総務文教常任委員会
    ３日　産業厚生常任委員会
   ４日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
   ７日　本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
   ９日　予算決算常任委員会
　　　　政治倫理審査会
11日　予算決算常任委員会
14日　予算決算常任委員会
　　　　議会運営委員会
15日　総務文教常任委員会
17日　議会運営委員会
　　　　第2回定例会（閉会）
　　　　全員協議会
28日　議会運営委員会

傍
聴
記

傍
聴
記

吉
田
町

　　梶
原

　香
織
　さん

　
私
は
、
３
月
７
日
の
議
会

を
傍
聴
し
た
。
市
有
住
宅

廃
止
の
経
緯
や
入
居
者
へ
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
納
得

い
く
市
長
の
答
弁
を
聞
く
た

め
だ
。
し
か
し
議
会
は
、
言

葉
の
使
い
方
を
頭
ご
な
し
に

注
意
す
る
先
生
（
市
長
）
と
、

生
徒
（
議
員
）
の
や
り
と

り
の
よ
う
で
、
肝
心
の
議
論

が
先
へ
進
ま
な
い
。
市
を
良

く
し
よ
う
と
の
思
い
は
全
く

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
双
方

の
プ
ラ
イ
ド
よ
り
市
民
の
暮

ら
し
を
大
切
に
す
る
議
会
を

進
め
て
い
た
だ
け
な
い
も
の

か
。
中
学
生
の
子
と
傍
聴

し
た
が
、
何
を
学
ん
だ
で
あ

ろ
う
か
。

　
こ
れ
が
市
民
の
代
表
で
あ

る
と
思
う
と
、
何
と
も
情

け
な
い
。
私
た
ち
が
選
ん
だ

市
長
と
議
員
で
あ
る
が
、
今

後
へ
の
期
待
を
込
め
て

「
喝
！
」
と
叫
び
た
い
。

美
土
里
町

　　折
田

　文
江
　さん

　
初
め
て
傍
聴
に
行
き
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
素

直
に
私
の
気
持
ち
を
と
思
い

ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。
新
聞

や
ニュ
ー
ス
だ
け
で
は
時
間
や

文
字
数
に
限
り
が
あ
り
、
そ

こ
だ
け
が
切
り
取
ら
れ
る
恐

さ
が
あ
り
ま
す
。
市
の
改
革

案
は
取
り
上
げ
意
見
が
違

う
の
は
当
然
で
す
が
可
否
を

決
議
す
る
に
は
最
終
的
に
は

多
数
決
に
な
り
ま
す
。
で
も

そ
れ
を
理
由
に
改
革
案
が
左

右
さ
れ
る
の
は
納
得
で
き
な

い
。
い
つ
も
こ
ん
な
調
子
だ
か

ら
田
舎
レ
ベ
ル
の
安
芸
高
田

市
な
の
で
す
。
今
の
議
員
さ

ん
は
市
の
発
展
を
願
う
よ
り

私
（
個
）
の
安
泰
を
思
う

方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

石
丸
市
長
の
真
摯
な
態
度
に

は
感
心
し
て
お
り
ま
す
。
何

事
も
改
革
を
発
し
た
り
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
は
風
当
り

が
強
い
の
は
当
然
で
す
。
私

は
若
返
り（
年
令
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
）
更
に
歩
み

寄
り
を
願
う
も
の
で
す
。

議会だより第73号へのリンク（5月26日公開予定です）

●議会だよりは無料ビューアアプリ「Catalog Pocket
　（カタログポケット）」でもご覧になれます。

■令和４年第２回定例会は
　６月上旬から開会を予定しています

17日　議会広報特別委員会
　　　　議会運営委員会
18日　全員協議会
　　　　ハラスメント研修
25日　議会運営委員会
28日　全員協議会
　　　政治倫理審査会
31日　議会広報特別委員会

●経緯
　・山本数博議員が新型コロナウイルス感染症対策のワクチン接種に関し、窓口で担当

職員に対して不適切な言動をしたとして、指摘を受ける事案がありました。
　・令和４年１月 19 日付で山本（数）議員がパワーハラスメントにあたると判断し、市

長へ謝罪する文書を提出しました。このことを受け、安芸高田市議会議員政治倫理
規程に基づく審査請求書が議員の連署により議長へ提出され、政治倫理審査会を設
置し、審査しました。

●審査内容
　・山本（数）議員へ事情聴取。
　・事情聴取をした内容をもとに、各委員の見解を集約。
　・執行部へ事実確認（議会事務局経由）。
　・各委員の見解をもとに協議。

●審査のまとめ
　・審査の中で「協議及び折衝業務等従事報告書（窓口での折衝記録）」の記載内容につ

いて、議員が認める箇所がある一方で議員の証言と相違する箇所が存在したが、相
違点について事実を確認する手段がない。

　・安芸高田市議会政治倫理規程第３条第１項第３号に抵触する「威圧的な言動」に至った
事実が認められた。なお、不当要求の有無については判断できなかった。

・令和４年３月 16 日に議長へ審査結果の報告。
・令和４年３月 17 日、議長が安芸高田市議会政治倫理規程第９条第１項に基づき、
　「警告と誓約書の提出を求める措置」を決めた。

　ご案内しておりました市議会による地域懇談会は、新型コロナウイルス感染症が拡大している
ことから全ての会場について延期させていただきます。
　今後の開催につきましては、改めてホームページ及びお太助フォンでお知らせいたします。 参 
加を予定されてました市民の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、 ご理解いただきますよう
お願いいたします。

会　派　名：シセイクラブ（結成日：令和 4 年 4 月 1 日） 
目　　的：市民のみなさまにとって市政が身近であるよう情報をお届けし、積極的に対話の

機会を設け、多様な民意を市の意思決定に反映させる。その先に次代にタスキを
つなぐことを目指す。

会派代表：南澤 克彦
所属議員：田邊 介三

安芸高田市議会による地域懇談会安芸高田市議会による地域懇談会

地域懇談会地域懇談会

会　派会　派

政治倫理審査会政治倫理審査会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

お詫びと訂正　議会だより第 72 号に誤りがありました。　　　　　　　　　訂正し、お詫びいたします。

●P16　令和 3 年 6 月 28 日　再議の採決結果
　 　 　〈誤〉賛成 15→〈正〉賛成 14

新しい会派が結成されました
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14日　議会運営委員会
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28日　議会運営委員会
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原

　香
織
　さん

　
私
は
、
３
月
７
日
の
議
会

を
傍
聴
し
た
。
市
有
住
宅

廃
止
の
経
緯
や
入
居
者
へ
の

今
後
の
対
応
に
つ
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て
納
得
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く
市
長
の
答
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を
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く
た

め
だ
。
し
か
し
議
会
は
、
言

葉
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使
い
方
を
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ご
な
し
に

注
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す
る
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（
市
長
）
と
、

生
徒
（
議
員
）
の
や
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と

り
の
よ
う
で
、
肝
心
の
議
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が
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へ
進
ま
な
い
。
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を
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く
し
よ
う
と
の
思
い
は
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く

感
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れ
な
か
っ
た
。
双
方

の
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り
市
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の
暮
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し
を
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切
に
す
る
議
会
を

進
め
て
い
た
だ
け
な
い
も
の

か
。
中
学
生
の
子
と
傍
聴

し
た
が
、
何
を
学
ん
だ
で
あ

ろ
う
か
。

　
こ
れ
が
市
民
の
代
表
で
あ

る
と
思
う
と
、
何
と
も
情

け
な
い
。
私
た
ち
が
選
ん
だ

市
長
と
議
員
で
あ
る
が
、
今

後
へ
の
期
待
を
込
め
て

「
喝
！
」
と
叫
び
た
い
。

美
土
里
町

　　折
田

　文
江
　さん

　
初
め
て
傍
聴
に
行
き
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
素

直
に
私
の
気
持
ち
を
と
思
い

ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。
新
聞

や
ニュ
ー
ス
だ
け
で
は
時
間
や

文
字
数
に
限
り
が
あ
り
、
そ

こ
だ
け
が
切
り
取
ら
れ
る
恐

さ
が
あ
り
ま
す
。
市
の
改
革

案
は
取
り
上
げ
意
見
が
違

う
の
は
当
然
で
す
が
可
否
を

決
議
す
る
に
は
最
終
的
に
は

多
数
決
に
な
り
ま
す
。
で
も

そ
れ
を
理
由
に
改
革
案
が
左

右
さ
れ
る
の
は
納
得
で
き
な

い
。
い
つ
も
こ
ん
な
調
子
だ
か

ら
田
舎
レ
ベ
ル
の
安
芸
高
田

市
な
の
で
す
。
今
の
議
員
さ

ん
は
市
の
発
展
を
願
う
よ
り

私
（
個
）
の
安
泰
を
思
う

方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

石
丸
市
長
の
真
摯
な
態
度
に

は
感
心
し
て
お
り
ま
す
。
何

事
も
改
革
を
発
し
た
り
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
は
風
当
り

が
強
い
の
は
当
然
で
す
。
私

は
若
返
り（
年
令
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
）
更
に
歩
み

寄
り
を
願
う
も
の
で
す
。

議会だより第73号へのリンク（5月26日公開予定です）

●議会だよりは無料ビューアアプリ「Catalog Pocket
　（カタログポケット）」でもご覧になれます。

■令和４年第２回定例会は
　６月上旬から開会を予定しています

17日　議会広報特別委員会
　　　　議会運営委員会
18日　全員協議会
　　　　ハラスメント研修
25日　議会運営委員会
28日　全員協議会
　　　政治倫理審査会
31日　議会広報特別委員会

●経緯
　・山本数博議員が新型コロナウイルス感染症対策のワクチン接種に関し、窓口で担当

職員に対して不適切な言動をしたとして、指摘を受ける事案がありました。
　・令和４年１月 19 日付で山本（数）議員がパワーハラスメントにあたると判断し、市

長へ謝罪する文書を提出しました。このことを受け、安芸高田市議会議員政治倫理
規程に基づく審査請求書が議員の連署により議長へ提出され、政治倫理審査会を設
置し、審査しました。

●審査内容
　・山本（数）議員へ事情聴取。
　・事情聴取をした内容をもとに、各委員の見解を集約。
　・執行部へ事実確認（議会事務局経由）。
　・各委員の見解をもとに協議。

●審査のまとめ
　・審査の中で「協議及び折衝業務等従事報告書（窓口での折衝記録）」の記載内容につ

いて、議員が認める箇所がある一方で議員の証言と相違する箇所が存在したが、相
違点について事実を確認する手段がない。

　・安芸高田市議会政治倫理規程第３条第１項第３号に抵触する「威圧的な言動」に至った
事実が認められた。なお、不当要求の有無については判断できなかった。

・令和４年３月 16 日に議長へ審査結果の報告。
・令和４年３月 17 日、議長が安芸高田市議会政治倫理規程第９条第１項に基づき、
　「警告と誓約書の提出を求める措置」を決めた。

　ご案内しておりました市議会による地域懇談会は、新型コロナウイルス感染症が拡大している
ことから全ての会場について延期させていただきます。
　今後の開催につきましては、改めてホームページ及びお太助フォンでお知らせいたします。 参 
加を予定されてました市民の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、 ご理解いただきますよう
お願いいたします。

会　派　名：シセイクラブ（結成日：令和 4 年 4 月 1 日） 
目　　的：市民のみなさまにとって市政が身近であるよう情報をお届けし、積極的に対話の

機会を設け、多様な民意を市の意思決定に反映させる。その先に次代にタスキを
つなぐことを目指す。

会派代表：南澤 克彦
所属議員：田邊 介三

安芸高田市議会による地域懇談会安芸高田市議会による地域懇談会

地域懇談会地域懇談会

会　派会　派

政治倫理審査会政治倫理審査会

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

お詫びと訂正　議会だより第 72 号に誤りがありました。　　　　　　　　　訂正し、お詫びいたします。

●P16　令和 3 年 6 月 28 日　再議の採決結果
　 　 　〈誤〉賛成 15→〈正〉賛成 14

新しい会派が結成されました

３月定例会３月定例会 ３月定例会３月定例会

安芸高田市議会だより 23 第73号　令和4年 5 月15日発行

可

決

議
員
発
議

　持続可能な行財政運営を実現する　ため、事業の見直しに取り組む　持続可能な行財政運営を実現する　ため、事業の見直しに取り組む
313億7107万7千円313億7107万7千円予算総額予算総額
・一般会計
・特別会計
・下水道事業会計
・水道事業会計

・副市長定数条例の一部を改正する条例(発議第1号)
・一般会計予算に対する修正案について
・教育長、教育委員の任命の同意について
・令和3年度 一般会計補正予算 第12号（承認第1号）

198億886万2千円
90億4717万4千円
10億4537万5千円
14億6966万6千円

令
和
4
年
度

３
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
を
２
月

24
日
〜
３
月
17
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
、
６
件
の

特
別
会
計
、
下
水
道
・

水
道
事
業
会
計
な
ど
９

会
計
の
４
年
度
当
初
予

算
及
び
３
年
度
の
補
正

予
算
は
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
へ
付
託
し
ま

し
た
。
補
正
予
算
は
賛

成
多
数
で
可
決
、
ま
た

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
修
正
案
と
修
正
部
分

を
除
く
原
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
や
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。（
９
〜
10
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　　
一
般
質
問
で
は
、
９

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
11
〜
15
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

■
同
意
（
３
件
）

○
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
（
4
期
目
）

永
井
　
初
男
さ
ん

美
土
里
町
北
　
　　

　○
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
（
3
期
目
）

山
本
　
博
明
さ
ん

甲
田
町
深
瀬
　
　　

金
川
　
佳
寛
さ
ん

向
原
町
坂
　
　
　

全
員
賛
成

同

　意

同

　意

■
議
案
第
24
号
　
令

和
４
年
度
一
般
会

計
に
対
す
る
修
正

案
に
つ
い
て

○
副
市
長
１
人
分
人
件

費
、
１
２
１
３
万
８
千

円
を
一
般
会
計
か
ら
減

額
し
、
一
般
会
計
当
初

予
算
１
９
８
億
２
１
０

０
万
円
を
１
９
８
億
８

８
６
万
２
千
円
に
改
め

る
。減
額
に
つ
い
て
は
、

財
源
元
の
財
政
調
整
基

金
の
繰
入
額
を
修
正
し

た
。

■
議
案
第
１
号

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
旧
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ

れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
個
人
情

報
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
制
度
の
一
元
化
を

す
る
た
め
。

　■
議
案
第
２
号

○
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
内
部
手
続
き
の
押
印
見
直
し
に
よ
り
、
既

存
手
続
き
を
調
査
及
び
見
直
し
を
行
い
、
約

１
３
５
０
件
の
手
続
き
に
つ
い
て
押
印
を
廃

止
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

■
反
対
討
論

南
澤
　
２
人
体
制
は
財
政
の
厳
し
さ
を
上

回
る
効
果
を
期
待
し
て
議
会
が
可
決
し
た

も
の
。
実
現
し
て
い
な
い
状
況
で
評
価
は

で
き
な
い
。
や
っ
て
か
ら
判
断
す
べ
き
。

芦
田
　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
、
記
録
的
豪

雨
で
打
撃
を
受
け
た
今
こ
そ
、
力
量
の
あ

る
２
人
の
副
市
長
が
実
現
で
き
た
ら
、
大

き
な
力
が
発
揮
で
き
る
と
確
信
す
る
。

秋
田
　
こ
の
条
例
を
引
き
継
い
で
攻
め
と

守
り
の
２
人
体
制
に
期
待
。
条
例
に
つ
い

て
は
、
市
長
の
考
え
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
、
今
は
こ
の
条
例
は
残
す
べ
き

と
し
て
反
対
。

熊
高 

　
議
員
定
数
を
減
ら
し
て
で
も
副

市
長
の
予
算
確
保
を
。
も
う
１
人
の
副
市

長
に
は
営
業
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の

発
議
は
条
例
を
変
え
る
こ
と
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
提
案
だ
。

　■
賛
成
討
論

山
本
（
優
）　
令
和
２
年
度
に
条
例
を
可
決

し
た
と
き
か
ら
、
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

社
会
情
勢
も
大
幅
に
変
化
し
、
ま
た
人
口

減
少
も
加
味
し
て
副
市
長
は
１
人
体
制
で

い
い
。

田
邊 

　
コ
ロ
ナ
禍
・
豪
雨
災
害
・
事
業

カ
ッ
ト
の
中
、
２
人
体
制
は
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
必
要
な

ら
、
し
っ
か
り
と
市
民
に
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

副市長1人分を修正
1213万8千円

令和４年度における事業見直し

○
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
即
時
撤
退
を
強
く

求
め
る
決
議
に
つ
い
て

　　○
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　○
副
市
長
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
提
案
理
由
の
抜
粋

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
や
、

自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
、

多
く
の
市
民
や
事
業
者
の

方
々
は
精
神
的
に
も
経
済

的
に
も
疲
弊
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
財
政
調
整
基

金
は
取
り
崩
し
対
応
さ
れ
、

枯
渇
状
態
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
く
、
昨
年
の
８

月
豪
雨
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
が
生
ず
れ
ば
財
源
確

保
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
度

事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

副
市
長
２
人
体
制
も
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
提

案
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

賛
成
11

　反
対
４

　可
決

全
員
賛
成

副市長定数条例採決の様子

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の

承
認
（
１
件
）

承
認
第
１
号

○
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）

※

非
課
税
世
帯
及
び
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
速
や
か
に
生
活

の
支
援
を
行
う
た
め
の
国
の

臨
時
特
別
給
付
事
業
で
あ
る
。

（
６
億
６
２
２
２
万
８
千
円
）

○統合事業　　　　　　　　（単位：千円）
安芸高田市地域人材育成事業委託料　 2,614
　市内高校生キャリア育成業務等委託料
　新社会人つながりづくり事業委託料
特色ある地域づくり事業助成金　　　25,110
　地域祭補助金

○廃止事業
郵便局における特定事務の取り扱い、人権対
策協議会補助金、介護教室委託料（いきいき
介護予防教室）、プール健康教室委託料、農産
物６次産業化推進事業補助金、空き家購入補
助金
○凍結事業　なし

主な審査



〈
発
行
責
任
者
〉  

　
　
　
　
　 

議
　
　
長
　
宍
戸 

邦
夫

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

　
　
　
　 

　
委
員
長
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　 

副
委
員
長
　
南
澤 

克
彦

　
　
　
　
　 

委
　
員
　
田
邊 

介
三

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
山
本 

数
博 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
武
岡 

隆
文

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
芦
田 

宏
治

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
は
見
通
せ
ず
、
第
６
波
で
は
安

芸
高
田
市
で
も
多
く
の
感
染
症
患
者

の
発
生
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
が
感

染
者
と
な
り
、
定
例
会
が
開
催
で
き

な
い
と
な
れ
ば
、
令
和
４
年
度
予
算

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
リ
ス
ク

も
あ
り
ま
し
た
。

　
議
決
機
関
と
し
て
市
民
の
負
託
に

応
え
る
た
め
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
や
、
災
害
が

あ
っ
て
も
本
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
議
会
で
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
導
入
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
か
ら
、委
員
会（
議

会
広
報
特
別
委
員
会
を
除
く
）
も

Y
ouTube

で
視
聴
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
田
邊
　
介
三
）

２０
２２ （
令
和
４
）年
５
月
１５
日
発
行
　
発
行
者
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芸
高
田
市
議
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編
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委
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第
73号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

編

集

後

記
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下入江石原集落瓜作川（2月27日・3月6日）

吉　田

のどごえ公園（4月3日）

美土里小学校入学式（4月8日）

美土里 新たな旅立ち「自信」
「夢」「希望」をもって！

高宮小学校卒業式（3月18日）

高　宮

甲田町お宝マップ発行！

お宝マップを作られた地域振興連合会の谷口恭一会長と青田旭さん

甲　田 新たな出会いの始まり

向原小学校卒業式（3月18日）

向　原

谷川倒木処理で災害予防

ピッカピッカの１年生

八千代 まん延防止等重点措置解除後
にぎわう土師ダムのどごえ公園

第73号 ２０２２（令和４）年５月１５日発行

あんな  こんな

地域のかがやき

一問一答 

9人が市政を問う３月定例会
新年度予算審査

常任委員会報告 安芸高田市
市議会のページ
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今回の題字は、 さん（川根小学校5年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

神楽大阪公演出演決定（羽佐竹神楽団）

わくひろ ほ た か




